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◇
…
子
供
同
士
や
夫
婦
間
の
争

い
は
、
最
近
は
死
亡
事
件
に
ま

で
発
展
す
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ

る
。
公
序
良
俗
を
誇
る
日
本
と

し
て
は
決
し
て
ほ
め
ら
れ
た
話

で
は
な
い
。
世
相
の
悪
化
や
人

心
の
荒
廃
が
指
摘
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
外
国
と
比
べ
れ
ば
さ
ほ
ど
ひ
ど
く
は

な
い
。
日
本
人
に
は
誰
し
も
が
人
に
対
す

る
愛
情
を
も
ち
、
こ
れ
が
相
互
の
信
頼
関

係
を
つ
く
り
長
い
交
際
の
土
台
づ
く
り
と

な
っ
て
い
る
。
幼
少
の
頃
か
ら
か
な
り
老

い
て
ま
で
喧
嘩
も
な
く
親
類
づ
き
合
い
が

続
く
の
も
そ
の
せ
い
に
違
い
な
い
。

◇
…
友
達
同
士
で
「
彼
と
の
付
き
合
い
は

飽
き
た
よ
」、
な
ん
て
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。

そ
う
い
う
意
味
で
日
本
に
も
儒
教
の
思
想

が
根
深
く
浸
透
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
儒

教
の
根
本
は
な
ん
と
い
っ
て
も
「
仁
」
で

あ
る
。
論
語
の
中
で
も
「
仁
」
と
い
う
言

葉
が
百
回
近
く
出
て
く
る
。
儒
教
に
と
っ

て
仁
は
至
上
最
高
の
徳
目
で
あ
る
。「
仁
」

と
は
何
か
。
孔
子
は
こ
れ
に
つ
い
て
特
別

な
定
義
は
つ
け
て
い
な
い
。
た
だ
「
仁
」

と
い
う
の
は
孔
子
は
「
人
を
愛
す
る
こ
と

だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
が
相
手
を
束

縛
す
る
よ
う
な
こ
と
で
は
孔
子
の
本
意
に

そ
わ
な
い
。
孔
子
に
よ
れ
ば
更
に
「
相
手

に
対
す
る
思
い
や
り
」
と
い
う
言
葉
を
そ

え
て
い
る
。
こ
れ
が
つ
ま
り
「
仁
」
で
あ

り
「
恕じ

ょ

」
の
精
神
に
ち
が
い
な
い
。「
己
お
の
れ
に

克か

ち
て
礼
に
復
か
え
る
を
仁
と
な
す
」
と
述
べ
て

い
る
。
孔
子
の
と
く
「
克こ

っ
き己
復ふ
く
れ
い礼
」
と
い

う
こ
と
か
。
仁
に
よ
っ
て
人
は
本
当
に
人

を
愛
し
、
逆
に
憎
む
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
だ
、
と
解
さ
れ
る
。

◇
…
こ
れ
に
対
し
仏
教
は
「
慈
悲
」
と
い

う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。“
慈
”
は
愛
の
意

の
訳
語
だ
と
い
う
。“
悲
”
は
「
同
朋
に
利

益
と
安
楽
を
与
え
よ
う
」
と
望
む
こ
と
だ
、

と
い
う
。
こ
の
「
慈
悲
」
の
心
が
現
れ
る

た
め
に
は
自
分
に
利
己
心
が
あ
っ
て
は
い

け
な
い
。
こ
う
し
た
利
己
心
の
な
い
「
愛
」

を
「
慈
悲
」
と
呼
ん
で
区
別
し
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
仏
教
で
は
利
己
を
中
心
と
す

る
愛
を
単
に
愛
と
い
い
、
利
己
心
の
な
い

愛
を
「
慈
悲
」
と
呼
ぶ
。
浄
土
真
宗
の
開

祖
「
親し

ん
ら
ん鸞
」
は
「
も
の
の
あ
わ
れ
み
、
か

な
し
み
、
は
ぐ
く
む
」
も
の
な
り
と
い
う
。

更
に
自
力
の
仏
教
（
聖
道
門
）
で
は
修
行

に
よ
っ
て
「
慈
悲
」
の
心
は
身
に
つ
け
る

も
の
だ
と
説
い
て
い
る
。（
Ｋ
）

　

本
号
で
は
、
前
号
に
続
き
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ

ロ
の
小
型
魚
漁
獲
の
半
減
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て
、
半
減
措
置
決
定
以
降
の
国
内
対
応
に

絞
っ
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ク
ロ
マ

グ
ロ
は
日
本
各
地
で
様
々
な
漁
法
に
よ
り
漁

獲
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
盛
漁
期
な
ど

も
異
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
関
係
す
る

全
て
の
地
域
や
漁
業
種
類
に
対
し
て
厳
格
な

漁
獲
数
量
管
理
を
導
入
す
る
に
当
た
っ
て
は

周
到
な
準
備
が
な
さ
れ
、
か
な
り
の
ご
苦
労
が

あ
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。
両
著
者
に
深
く

感
謝
致
し
ま
す
。
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「
水
産
振
興
」
発
刊
の
趣
旨

　

日
本
漁
業
は
、
沿
岸
、
沖
合
、
そ
し
て
遠

洋
の
漁
業
と
い
わ
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
調
和
の
と
れ
た
振
興
が
あ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
る
の
で
、
そ
の
為
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
分
析
、
乃
至
振
興
施
策

の
必
要
性
を
、
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
坊

間
に
は
、
あ
ま
り
に
も
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す

る
、
い
わ
ゆ
る
利
益
代
表
的
見
解
が
横
行
し

す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
わ
が
国
民
経
済
の
な
か
に
お
け
る
日
本

漁
業
を
、
近
代
産
業
と
し
て
、
よ
り
発
展
振

興
さ
せ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
信
ず

る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
水
産
業
の

個
別
的
分
析
の
徹
底
に
つ
と
め
る
と
と
も
に

そ
の
総
合
的
視
点
か
ら
の
研
究
、
さ
ら
に
、

世
界
経
済
と
と
も
に
発
展
振
興
す
る
方
策
の

樹
立
に
一
層
精
進
を
加
え
る
こ
と
を
考
え
た

も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
様
な
努
力
目
標
に
む
か
っ
て
わ
れ
わ

れ
の
調
査
研
究
事
業
を
発
足
さ
せ
た
次
第
で

冊
子
の
生
れ
た
処
以
、
ま
た
こ
れ
へ
の
奉
仕

の
、
さ
さ
や
か
な
表
わ
れ
で
あ
る
。

　

昭
和
四
十
二
年
七
月

財
団
法
人　

東
京
水
産
振
興
会

（
題
字
は
井
野
碩
哉
元
会
長
）
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崇た
か
し

略
歴

▽
昭
和
三
十
七
年
生
ま
れ
。
六
十

年
九
州
大
学
農
学
部
水
産
学
科

卒
業
、
同
年
水
産
庁
入
庁
、
平

成
十
七
年
石
川
県
水
産
課
長
、

二
十
年
水
産
庁
国
際
課
漁
業
交

渉
官
、
二
十
四
年
同
漁
業
調
整

課
首
席
漁
業
調
整
官
、
二
十
六

年
同
資
源
管
理
部
参
事
官
、
二

十
八
年
同
漁
場
資
源
課
長
。

竹た
け

越こ
し

攻こ
う

征せ
い

略
歴

▽
昭
和
五
十
三
年
生
ま
れ
。
平
成

十
三
年
東
京
水
産
大
学
卒
業
、

十
五
年
水
産
庁
入
庁
、
十
七
年

鹿
児
島
県
庁
出
向
、
十
九
年
水

産
庁
栽
培
養
殖
課
内
水
面
班
係

長
、
二
十
三
年
同
国
際
課
捕
鯨

情
報
企
画
官
、
二
十
五
年
同
漁

業
調
整
課
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁

業
企
画
官
、
二
十
七
年
同
管
理

課
課
長
補
佐
（
広
域
資
源
管
理

推
進
班
担
当
）。
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ま
え
が
き

　

日
本
は
、
中
西
部
太
平
洋
ま
ぐ
ろ
類
委
員
会
（
以
下
「
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
」）
の
決
定
に
基
づ
き
、

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
か
ら
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
小
型
魚
の
総

漁
獲
量
を
四
，〇
〇
七
ト
ン
に
制
限
す
る
措
置
（
二
〇
〇
二
～
二
〇
〇
四
年
平
均
水
準
か
ら
の
半
減
。

神

谷　
　

崇

水 

産 

庁
漁
場
資
源
課
長

竹

越

攻

征

課
長
補
佐

管
理
課
広
域
資
源
管
理
推
進
班

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
小
型
魚
漁
獲

半
減
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

（
第
二
部
）



−　−−　−3 2

各
地
域
の
漁
業
者
の
代
表
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
の

場
で
、
水
産
庁
か
ら
太
平
洋
ク
ロ
マ

グ
ロ
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
や
、
国
内

の
対
応
方
向
を
説
明
し
意
見
を
伺
う

こ
と
と
し
た

　

資
源
管
理
を
行
う
に
は
、一
に
も
二
に
も
漁
業
者
の
理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば
絶
対
に
進
ま
な
い
。

こ
の
た
め
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
二
月
の
資
源
評
価
結
果
を
受
け
て
、
今
後
の
国
際
的
な

議
論
の
流
れ
も
踏
ま
え
つ
つ
、
日
本
と
し
て
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
未
成
魚
（
小
型
魚
）
の
半
減

に
取
り
組
ま
ざ
る
を
得
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
国
内
漁
業
者
に
き
ち
ん
と
状
況
を
説
明
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
こ
で
、
各
地
域
の
漁
業
者
の
代
表
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
広
域
漁
業
調
整
委
員
会

＊
＊＊
＊

の
場
で
、

水
産
庁
か
ら
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
や
、
国
内
の
対
応
方
向
を
説
明
し
意
見
を
伺

う
こ
と
と
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
三
月
に
東
京
な
ど
で
開
催
さ
れ
た
広
域
漁
業
調
整

委
員
会
に
お
い
て
、
国
際
情
勢
と
し
て
、
資
源
評
価
結
果
や
国
際
的
議
論
の
流
れ
を
説
明
し
、
そ
れ

ら
を
受
け
た
国
内
の
対
応
方
向
と
し
て
、

・　

国
内
の
関
係
漁
業
に
つ
い
て
も
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
か
ら
、
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未

満
の
未
成
魚
（
小
型
魚
）
漁
獲
量
の
半
減
に
取
り
組
む
こ
と

・　

漁
業
種
類
別
の
削
減
方
法
と
し
て
は
、
大
中
型
ま
き
網
漁
業
は
漁
獲
量
上
限
規
制
を
強
化
す
る

こ
と
、
曳
き
縄
や
定
置
網
等
の
沿
岸
漁
業
は
漁
獲
量
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
漁
獲

を
抑
制
し
て
い
く
こ
と

通
称
「
半
減
措
置
」）
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
定
置
網
も
含
め
全
て
の
漁
業
の
総
漁
獲
量
を

規
制
す
る
前
例
の
な
い
措
置
で
あ
る
。本
書
で
は
、ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
措
置
を
導
入
す
る
に
至
っ

た
か
の
経
緯
と
対
応
を
時
系
列
的
に
記
述
し
た
。
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
の
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
に

お
け
る
半
減
措
置
決
定
ま
で
の
国
際
的
・
国
内
的
な
対
応
を
第
一
部
（
但
し
国
際
的
対
応
に
関
し
て

は
二
〇
一
六
年
四
月
ま
で
記
載
）、
半
減
措
置
決
定
以
降
の
国
内
対
応
を
第
二
部
と
し
、
第
一
部
は

神
谷
が
前
号
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
、
第
二
部
は
竹
越
が
本
号
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
た
。
両
号
と

も
公
表
資
料
を
ベ
ー
ス
に
事
実
の
解
説
を
基
本
に
個
人
の
立
場
で
執
筆
し
た
。
用
い
た
公
表
資
料
は

発
表
年
月
日
と
題
名
を
記
し
た
。
な
お
、
注
釈
の
番
号
は
第
一
部
（
前
号
）
か
ら
連
続
す
る
形
で
表

記
し
た
。第

二
部　

小
型
魚
漁
獲
半
減
措
置
を
受
け
て
の
国
内
の
対
応

　

第
二
部
で
は
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
の
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
に
お
け
る
、
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未

満
の
未
成
魚
（
小
型
魚
）
の
半
減
な
ど
、
厳
し
い
国
際
的
な
管
理
措
置
の
決
定
を
受
け
て
、
日
本
国

内
の
管
理
が
、
現
在
（
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
）
の
よ
う
な
形
に
な
る
ま
で
の
試
行
錯
誤
の

あ
ゆ
み
を
テ
ー
マ
毎
に
述
べ
て
い
き
た
い
。

（
ま
ず
、
は
じ
め
た
こ
と
、
そ
れ
は
漁
業
者
へ
の
説
明
）【
資
料
１
】

＊
30
＊
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
は
、
沿
岸
・
沖
合
の
漁
業
者
代
表
や
学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
水
産
資
源
の
管
理
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
う
場
で
、
漁
業
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
て
お
り
、
太
平
洋
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
、
瀬
戸
内
海
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
、
日

本
海
・
九
州
西
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
が
あ
る
。
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二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
五
月

一
二
日
、
沿
海
地
区
三
九
都
道
府
県

の
水
産
部
局
の
課
長
級
職
員
の
方
に

東
京
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
太
平
洋

ク
ロ
マ
グ
ロ
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
と

対
応
方
向
に
つ
い
て
、
水
産
庁
か
ら

説
明
を
行
っ
た

　

を
説
明
し
た
。

　

委
員
か
ら
の
反
応
は
、

「
我
々
（
漁
業
者
）
と
し
て
も
、
生
活
が
苦
し
い
が
、
将
来
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
資

源
管
理
は
い
い
こ
と
だ
し
、
必
要
」、

「
た
だ
し
、
具
体
的
な
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
漁
師
の
声
を
聴
い
て
ほ
し
い
」

「
国
内
の
管
理
ば
か
り
で
は
な
く
、
メ
キ
シ
コ
や
韓
国
な
ど
国
際
的
な
規
制
・
管
理
も
進
め
て
欲
し

い
」、

「
産
卵
期
の
管
理
も
し
っ
か
り
す
べ
き
」、

「
遊
漁
の
管
理
も
必
要
で
あ
る
」
な
ど
で
あ
っ
た
。

（
都
道
府
県
水
産
部
局
へ
の
説
明
）

　

資
源
管
理
を
進
め
る
上
で
、
漁
業
者
の
理
解
と
協
力
が
第
一
で
は
あ
る
が
、
行
政
と
い
う
側
面
で

見
た
場
合
、
水
産
庁
だ
け
で
で
き
る
か
と
い
う
と
、
そ
れ
だ
け
で
は
う
ま
く
進
ま
ず
、
都
道
府
県
な

ど
地
方
行
政
の
協
力
が
必
須
で
あ
る
。
特
に
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
場
合
は
、
全
国
津
々
浦
々
で
漁

獲
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
と
の
連
携
は
な
お
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
五
月
一
二
日
、
沿
海
地
区
三
九
都
道
府
県
の
水
産
部

局
の
課
長
級
職
員
の
方
に
東
京
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
と

対
応
方
向
に
つ
い
て
、
水
産
庁
か
ら
説
明
を
行
っ
た
。

【資料１　太平洋クロマグロの資源状況と管理の方向性について（2014年３月）】

２．日本としての資源管理の方向性①

「太平洋クロマグロの管理強化についての対応」（平成22年5
月11日農林水産省）及び現在の資源状況を踏まえ、

 太平洋クロマグロの親魚資源を10年以内に歴史的中間値
まで回復させるべく、

 当面の間、未成魚漁獲量の2002-2004年平均レベル（漁獲

実績）からの半減に向けて、国際的・国内的な対応を進め
ることとしたい。

【参考】 「太平洋クロマグロの管理強化についての対応」（平成22年5月11日農林水産省）（抄）
２．今後の対応
（1）基本的な対応

未成魚の漁獲を抑制・削減し、大きく育ててから漁獲することにより、太平洋クロマグロの資源
管理を推進します。また、資源変動の大きい本種の親魚資源量が中長期的（5～10年）に適切な
変動の範囲内に維持され、これまでの最低水準を下回らないよう管理していきます。

0

２．日本としての資源管理の方向性②

国際対策

 IATTC・WCPFCにおいて適切な保存管理措置（未成魚漁獲量の半減等）が採択
されるよう、我が国がリーダーシップを一層発揮。

国内対策

 2015年から、未成魚漁獲量の2002-2004年平均レベル（漁獲実績）からの半減
に取り組む。

 具体的な取組手法等は、広域漁業調整委員会等において検討。
 漁業種類別の削減方法

① まき網： 漁獲量上限規制を強化
② 曳き縄、定置網等の沿岸漁業：

本年4月導入の承認制をベースに漁獲量モニタリングのシステムを構築
し、漁獲を抑制等

 削減幅は、原則３年ごとに行われる資源評価の結果を踏まえ、適宜見直し。

1

（出典：第23回日本海・九州西広域漁業調整委員会 (H26年3月19日開催) 資料より抜粋）
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現
場
に
近
い
都
道
府
県
の
担
当
職
員

が
漁
業
者
か
ら
質
問
さ
れ
た
際
に
、

困
る
こ
と
な
く
説
明
で
き
る
よ
う
、

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
め
ぐ
る
状
況

に
つ
い
て
、
正
確
な
情
報
を
入
れ
て

お
き
た
い
と
い
う
考
え
も
あ
っ
た

浜
周
り
を
行
う
以
上
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
漁
業
者
に
説
明
で
き
る
よ

う
、
水
産
庁
内
で
複
数
の
担
当
者
に

よ
り
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
北
は
北
海

道
、
南
は
沖
縄
県
ま
で
ク
ロ
マ
グ
ロ

が
漁
獲
さ
れ
る
全
国
津
々
浦
々
を
可

能
な
限
り
ま
わ
る
こ
と
と
し
た

府
県
会
議
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、
水
産
庁
と
し
て
は
、
ま
ず
は
浜
周
り
を
行
い
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ

ロ
の
資
源
状
況
と
対
応
方
向
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
説
明
し
、
浜
の
意
見
を
伺
う
こ
と
と
し
た
。
ま

た
、
浜
周
り
を
行
う
以
上
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
漁
業
者
に
説
明
で
き
る
よ
う
、
水
産
庁
内
で
複
数

の
担
当
者
に
よ
り
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
北
は
北
海
道
、
南
は
沖
縄
県
ま
で
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
漁
獲
さ
れ

る
全
国
津
々
浦
々
を
可
能
な
限
り
ま
わ
る
こ
と
と
し
た
。

　

浜
周
り
で
の
説
明
の
概
要
は
、

①　

日
本
は
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
最
大
の
漁
獲
国
で
あ
り
消
費
国
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
太
平

洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
産
卵
場
が
南
西
諸
島
周
辺
と
日
本
海
の
隠
岐
島
周
辺
に
あ
る
こ
と
。
韓
国
、
台

湾
が
漁
獲
し
た
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
、
メ
キ
シ
コ
が
漁
獲
し
蓄
養
し
た
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
も
日

本
に
輸
入
さ
れ
、
日
本
で
消
費
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
、

事
実
上
、
我
々
日
本
人
の
魚
で
あ
り
、
資
源
が
減
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ま
ず
は
日
本
が
率
先
し

て
管
理
し
な
い
と
、
他
国
は
付
い
て
来
ず
、
日
本
は
持
続
的
利
用
に
大
き
な
責
任
が
あ
る
。

②　

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
、三
歳
で
一
部
が
成
熟
（
雌
で
あ
れ
ば
卵
を
産
み
始
め
る
）
を
開
始
し
、

五
歳
で
全
て
が
成
熟
す
る
。
こ
の
た
め
、
管
理
上
は
、
三
歳
未
満
と
以
上
で
成
魚
、
つ
ま
り
大
人

か
ど
う
か
区
別
す
る
こ
と
と
し
、
三
歳
の
体
重
が
約
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
〇

キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
を
未
成
魚
（
小
型
魚
）、
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
を
成
魚
（
大
型
魚
）
と
す
る
。

③　

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
年
齢
別
漁
獲
状
況
を
尾
数
ベ
ー
ス
で
見
る
と
、
三
歳
ま
で
に
九
割
以
上

が
漁
獲
さ
れ
て
し
ま
い
、
漁
獲
の
ほ
と
ん
ど
が
未
成
魚
（
小
型
魚
）
で
あ
る
た
め
、
資
源
を
回
復

　

と
こ
ろ
で
、こ
の
「
都
道
府
県
の
課
長
級
職
員
に
集
ま
っ
て
も
ら
う
会
議
」
だ
が
、通
例
で
は
、「
都

道
府
県
水
産
主
務
課
長
会
議
」
と
い
う
名
称
で
、
今
回
の
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
よ
う
に
議
題
を
一

つ
に
絞
っ
た
形
で
は
な
く
、
水
産
庁
全
般
に
係
る
様
々
な
分
野
を
対
象
に
開
催
し
て
お
り
、
太
平
洋

ク
ロ
マ
グ
ロ
に
絞
っ
た
臨
時
開
催
に
し
た
と
い
う
意
味
で
も
、水
産
庁
が
そ
れ
だ
け
本
腰
で
あ
っ
た
、

或
い
は
緊
張
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
現
れ
と
も
言
え
る
。

　

も
う
一
つ
の
観
点
と
し
て
、
日
頃
か
ら
沿
岸
漁
業
者
と
接
す
る
機
会
が
多
い
の
は
、
水
産
庁
よ
り

都
道
府
県
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
場
に
近
い
都
道
府
県
の
担
当
職
員
が
漁
業
者
か
ら
質
問
さ
れ
た
際

に
、
困
る
こ
と
な
く
説
明
で
き
る
よ
う
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
、
正
確
な

情
報
を
入
れ
て
お
き
た
い
と
い
う
考
え
も
あ
っ
た
。

 

当
日
の
会
議
で
は
、
都
道
府
県
か
ら
様
々
な
意
見
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
も
最
も
多
く
寄
せ
ら

れ
た
意
見
は
、

「
小
型
魚
の
半
減
と
聞
い
た
漁
業
者
が
大
変
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
」、

「
こ
れ
か
ら
半
減
と
聞
く
漁
業
者
も
同
様
に
不
安
に
思
う
で
あ
ろ
う
こ
と
」

「
可
能
で
あ
れ
ば
、
水
産
庁
か
ら
、
直
接
、
漁
師
に
説
明
し
て
欲
し
い
こ
と
」
な
ど
で
あ
っ
た
。

（
全
国
五
〇
箇
所
以
上
で
の
浜
周
り
を
開
始
）【
資
料
２
】

　

水
産
で
は
、
浜
で
の
現
地
説
明
を
「
浜
周
り
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
三
月
の
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
で
の
意
見
や
、
同
年
五
月
の
都
道
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し
っ
か
り
管
理
す
れ
ば
ク
ロ
マ
グ
ロ

資
源
は
必
ず
回
復
す
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
全
て
の
漁
業
で
資
源
回
復
の

た
め
の
犠
牲
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

一
つ
の
漁
業
で
獲
り
残
し
た
分
を
他

の
漁
業
が
獲
ら
な
い
よ
う
に
す
る

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
親
魚
資
源
量
を

「
一
〇
年
で
歴
史
的
中
間
値
ま
で
回

復
」
さ
せ
る

・　

親
魚
資
源
量
を
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
か
ら
二
〇
二
四
（
平
成
三
十
六
）
年
ま
で
の

間
に
六
〇
％
以
上
の
確
率
で
、
歴
史
的
中
間
値
ま
で
回
復
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
回
復
計

画
を
実
施
。

・　

三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
漁
獲
量
は
、
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年

か
ら
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
の
平
均
漁
獲
実
績
の
五
〇
％
ま
で
削
減
。
当
該
漁
獲
上
限
を

超
過
し
た
場
合
に
は
、
翌
年
の
漁
獲
上
限
か
ら
削
減
。

・　

三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
漁
獲
量
は
、
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年

か
ら
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
の
平
均
漁
獲
実
績
よ
り
増
や
さ
な
い
た
め
の
措
置
を
講
じ
る

こ
と
と
す
る
。

⑧　

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
つ
つ
、
日
本
と
し
て
の
管
理
の
方
向
性
を
考
え
る
と
、
太
平
洋
ク

ロ
マ
グ
ロ
親
魚
資
源
量
を
「
一
〇
年
で
歴
史
的
中
間
値
ま
で
回
復
」
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
定
め
、

こ
の
目
標
実
現
の
た
め
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
未
成
魚
（
小
型
魚
）
の
漁
獲
量
を
二
〇
〇
二
（
平

成
十
四
）
年
か
ら
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
平
均
実
績
か
ら
の
半
減
に
向
け
、
国
際
的
・
国
内

的
な
対
応
を
進
め
て
い
き
た
い
。

⑨　

こ
の
た
め
に
、
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
未
成
魚
（
小
型
魚
）
の
漁
獲
量
を
科
学
委
員
会
の
管

理
提
言
の
と
お
り
、
我
が
国
の
二
〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
か
ら
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
の

三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
未
成
魚
（
小
型
魚
）
の
平
均
漁
獲
実
績
の
八
，
〇
一
五
ト
ン
か
ら
五
〇

パ
ー
セ
ン
ト
削
減
の
四
，
〇
〇
七
ト
ン
と
し
て
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
か
ら
取
り
組
み

さ
せ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
未
成
魚
（
小
型
魚
）
の
漁
獲
を
我
慢
し
て
、
早
く
成
魚
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
。

④　

大
西
洋
に
お
け
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
管
理
で
も
、
厳
し
い
漁
獲
規
制
を
行
っ
た
結
果
、
資
源
の
増

加
が
確
認
さ
れ
、
漁
獲
可
能
量
が
大
幅
に
増
大
さ
れ
る
見
込
み
で
、
同
じ
よ
う
に
太
平
洋
に
お
い

て
も
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
を
回
復
さ
せ
て
い
き
た
い
。

⑤　

①
か
ら
④
の
ま
と
め
と
し
て
、
し
っ
か
り
管
理
す
れ
ば
ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源
は
必
ず
回
復
す
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
全
て
の
漁
業
で
資
源
回
復
の
た
め
の
犠
牲
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
一
つ
の
漁
業

で
獲
り
残
し
た
分
を
他
の
漁
業
が
獲
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

⑥　

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
状
況
と
し
て
、
北
太
平
洋
ま
ぐ
ろ
類
国
際
科
学
委
員
会
（
Ｉ
Ｓ

Ｃ
）
の
資
源
評
価
に
よ
る
と
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
の
親
魚
資
源
量
は
約
二
・
六
万
ト

ン
で
歴
史
的
最
低
水
準
（
約
一
・
九
万
ト
ン
）
付
近
。
親
魚
資
源
量
の
将
来
予
測
（
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
）
で
は
、
回
復
目
標
を
一
〇
年
以
内
に
、
現
在
の
親
魚
資
源
量
約
二
・
六
万
ト
ン
を
歴
史

的
中
間
値
の
約
四
・
三
万
ト
ン
ま
で
回
復
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
場
合
、
未
成
魚
（
小
型

魚
）
の
五
〇
％
削
減
以
外
は
達
成
し
な
い
。
ま
た
、
達
成
確
率
は
八
割
以
上
。
二
〇
一
二
（
平
成

二
十
四
）
年
の
未
成
魚
（
小
型
魚
）
の
加
入
（
発
生
）
は
、
約
七
一
二
万
尾
で
、
過
去
（
六
一
年

間
）
八
番
目
の
低
水
準
で
あ
り
、
直
近
五
年
間
の
平
均
値
も
、
過
去
平
均
以
下
。
こ
の
よ
う
に
未

成
魚
（
小
型
魚
）
の
加
入
も
、
親
魚
資
源
量
も
悪
い
こ
と
か
ら
、
早
急
な
管
理
が
必
要
。

⑦　

Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
へ
の
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
保
存
管
理
措
置
見
直
し
提
案
と
し
て
は
、
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半
減
は
未
経
験
の
分
野
で
は
な
い
。

今
の
漁
獲
を
減
ら
す
の
で
は
な
く
、

卓
越
が
発
生
し
た
と
き
に
、
ど
う

や
っ
て
、
獲
り
控
え
る
か
が
重
要

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
に

取
り
組
む
漁
業
者
の
収
入
減
少
に
対

応
す
る
た
め
、
資
源
管
理
・
収
入
安

定
対
策
の
活
用
を
検
討

・　

大
中
型
ま
き
網
に
つ
い
て
は
、
水
揚
地
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
漁
業
者
団
体
を
通
じ
て
迅
速

か
つ
正
確
な
水
揚
げ
状
況
の
報
告
が
上
が
っ
て
く
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

を
活
用
し
て
い
く
方
針
。

・　

ま
き
網
漁
業
以
外
は
、
曳
き
縄
や
釣
り
や
定
置
と
い
っ
た
漁
業
種
類
が
複
数
あ
る
が
、
回
遊

状
況
は
、
地
域
に
よ
り
、
ま
た
年
に
よ
り
大
き
く
変
動
す
る
こ
と
か
ら
、
公
平
な
漁
獲
が
出

来
る
よ
う
、
そ
れ
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

・　

漁
獲
上
限
を
超
過
し
た
場
合
、
超
過
分
は
翌
年
の
上
限
か
ら
差
し
引
か
ざ
る
を
得
ず
、
確
実

な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
超
過
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
。

⑭　

ま
た
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
に
取
り
組
む
漁
業
者
の
収
入
減
少
に
対
応
す
る
た

め
、
資
源
管
理
・
収
入
安
定
対
策
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ

ロ
の
資
源
管
理
を
よ
り
厳
し
い
資
源
管
理
（
強
度
資
源
管
理
タ
イ
プ
）
と
み
な
し
、
基
準
収
入
の

九
五
％
（
通
常
は
九
〇
％
）
ま
で
補
填
す
る
仕
組
み
の
適
用
を
検
討
中
。

　

以
上
の
よ
う
な
説
明
を
行
い
、
特
に
⑧
以
降
の
日
本
と
し
て
の
管
理
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
漁
業

者
の
皆
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
ご
意
見
を
伺
っ
た
。

　

後
に
な
っ
て
、
当
初
の
意
気
込
み
ど
お
り
全
国
の
浜
を
ま
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
と
、
不
安
を

覚
え
な
が
ら
数
え
た
と
こ
ろ
、
全
国
五
〇
箇
所
以
上
で
、
漁
業
者
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
箇
所
数
が
多
い
か
ら
良
い
と
言
う
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
が
、そ
れ
だ
け
多
く
の
方
に
、

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
の
た
め
に
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
い
て
、
我
々
の
話
を
聞
い
て
も
ら
え
た

を
進
め
る
。

⑩　

こ
の
未
成
魚
（
小
型
魚
）
の
四
，
〇
〇
七
ト
ン
の
漁
獲
上
限
を
漁
業
種
類
で
考
え
る
と
、
ま
き

網
は
、
五
，
〇
〇
〇
ト
ン
か
ら
六
，
〇
〇
〇
ト
ン
あ
っ
た
未
成
魚
（
小
型
魚
）
の
漁
獲
量
を
二
，

〇
〇
〇
ト
ン
ま
で
落
と
し
、
ま
き
網
以
外
の
曳
き
縄
や
釣
り
、
定
置
網
な
ど
沿
岸
漁
業
等
は
二
，

〇
〇
七
ト
ン
と
す
る
。

⑪　

ま
た
、
ま
き
網
は
、
追
加
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
で
は
保
存
管
理
措
置
と
し
て

求
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
産
卵
期
の
親
魚
の
保
護
と
し
て
二
，
〇
〇
〇
ト
ン
の
上
限
を
設
け
て
お

り
、
今
後
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
整
中
で
あ
る
。

⑫　

こ
こ
で
沿
岸
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、
二
つ
あ
っ
て
、

・　

ま
ず
、
ま
き
網
で
獲
り
残
し
た
分
を
、
漁
獲
す
る
こ
と
で
豊
漁
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
欲

し
い
こ
と
、

・　

ま
た
、
デ
ー
タ
上
は
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
の
我
が
国
の
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未

満
の
未
成
魚
（
小
型
魚
）
の
漁
獲
量
は
三
，
八
一
五
ト
ン
と
な
っ
て
お
り
、
漁
獲
上
限
の
四
，

〇
〇
七
ト
ン
を
下
回
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
皆
さ
ん
達
に
と
っ
て
、
半
減
は
未
経
験
の
分
野
で

は
な
い
。
今
の
漁
獲
を
減
ら
す
の
で
は
な
く
、
卓
越
が
発
生
し
た
と
き
に
、
ど
う
や
っ
て
、
獲

り
控
え
る
か
が
重
要
。

⑬　

四
，
〇
〇
七
ト
ン
の
漁
獲
上
限
目
標
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
漁
獲

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
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得
ら
れ
た
意
見
は
、
す
ぐ
に
取
り
組

め
る
も
の
か
ら
、
検
討
が
必
要
な
も

の
ま
で
様
々
で
あ
り
、
ま
ず
は
、
水

産
庁
内
で
共
有
す
る
こ
と
と
し
た

と
い
う
意
味
で
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

漁
業
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
浜
周
り
を
通
じ
て
得
た
主
な
意
見
と
し
て
は
、
資
源
管
理
は
大
事
だ
と

し
た
上
で
、

「
管
理
を
す
る
以
上
、
不
公
平
感
が
出
な
い
よ
う
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
漁
獲
す
る
全
て
の
漁
業
種
類
で
管

理
す
べ
き
」、

「
盛
漁
期
に
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
ら
な
い
よ
う
漁
期
に
配
慮
し
て
欲
し
い
」、

「
養
殖
用
種
苗
の
採
捕
管
理
や
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
の
管
理
も
す
べ
き
」、

「
遊
漁
も
資
源
管
理
の
歩
調
に
合
わ
せ
て
欲
し
い
」、

「
産
卵
期
の
操
業
も
管
理
す
べ
き
」、

「
日
本
の
み
な
ら
ず
他
国
も
同
様
の
管
理
を
行
う
べ
き
」、

「
今
後
の
生
活
面
を
含
め
た
資
源
管
理
へ
の
不
安
」
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

得
ら
れ
た
意
見
は
、
す
ぐ
に
取
り
組
め
る
も
の
か
ら
、
検
討
が
必
要
な
も
の
ま
で
様
々
で
あ
り
、

ま
ず
は
、
水
産
庁
内
で
共
有
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
、
一
年
中
、
日
本
全
国
の
ど
こ
か
で
漁
獲
さ
れ
、
そ
の
年
々
の
来
遊
状
況

に
よ
っ
て
日
本
の
ど
こ
に
漁
獲
が
集
中
す
る
か
分
か
ら
な
い
、
言
わ
ば
全
国
規
模
の
魚
で
あ
る
。
そ

れ
を
北
海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で
の
沿
岸
漁
業
も
含
め
た
形
で
漁
獲
数
量
を
厳
格
に
管
理
す
る
取
組
み

は
、
水
産
庁
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
管
理
手
法
で
行
っ
て
い

く
べ
き
か
、
こ
れ
だ
と
い
う
絶
対
的
な
確
証
が
得
ら
れ
な
い
中
で
、
本
当
に
手
探
り
の
状
態
で
進
む

【資料２　2014（平成26）年６月頃の浜周り資料】

３－６．ＩＳＣの管理勧告（抜粋）

0

○ 親魚資源量は、歴史的最低値付近にあり、殆ど全ての生物学的
基準値を超えた高い率で漁獲されている。

○ 最近の低加入が継続すれば、現在のWCPFC及びIATTCの保存
管理措置では親魚資源の増加は期待できず、歴史的最低水準を割り
込むリスクが増加する。

○ 上記を踏まえ、親魚資源量が歴史的最低水準を割り込むリスクを
低減するため、全ての年齢の未成魚の漁獲死亡率及び漁獲の更な
る削減を検討すべき。

○ 未成魚削減は、未成熟の全個体について検討すべき（注1）。

○ 親魚資源量が低水準にあること、加入の不確実性並びに資源量
への影響の重要性を考慮し、加入動向を迅速に把握するための、
加入モニタリングを強化すべき。

注1：未成魚の定義が変更された場合の我が国の漁獲量は参考資料P28参照

1

５－１．日本としての管理の方向性について

○ 我が国の未成魚漁獲上限は8,015t→4,007t 。
○ 漁業種類別の漁獲上限は最近の漁獲実績を踏まえると、
① まき網漁業で2,000トン、
② それ以外の漁業（竿釣り漁業、曳き縄・釣り漁業、定置網漁業、
その他）で2,007トン（注3）。

注1：回復目標の考え方は、参考資料P.22参照
注2：国別漁獲実績は同P26参照。未成魚削減の考え方は、同P.23、24、25参照
注3：我が国の漁業種類別の未成魚漁獲実績は、同P27参照

● 太平洋クロマグロ親魚資源量を「10年で歴史的中間値まで回復」

させることを目標に定める（注1）。
● この実現のため未成魚の漁獲量を2002-2004年平均実績からの半

減に向け、 国際的・国内的な対応を進めていく（注2）。

開始年：平成27年（2015年）

※ ＩＳＣの資源評価は３年に一度行われており、今回の取組の結

果、資源が好転すれば、規制の緩和の可能性。

（出典：2014（平成26）年６月頃の浜周り当初の資料より抜粋）
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最
も
多
か
っ
た
意
見
の
一
つ
「
盛
漁

期
に
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
ら
な
い
よ
う

漁
期
に
配
慮
し
て
欲
し
い
」

し
か
な
か
っ
た
。
浜
周
り
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
漁
業
者
の
皆
さ
ん
に
包
み
隠
さ
ず
お
話

し
し
、
漁
業
者
か
ら
教
え
を
請
う
気
持
ち
で
浜
に
伺
っ
た
。
な
の
で
、
水
産
庁
の
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ

ロ
の
資
源
管
理
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
は
、「
日
々
、
漁
業
者
を
は
じ
め
様
々
な
方
か
ら
の
御
意
見
を

お
聴
き
し
な
が
ら
常
に
管
理
手
法
を
改
善
し
、
具
体
的
な
手
法
を
詰
め
つ
つ
、
走
り
な
が
ら
試
行
錯

誤
を
積
み
重
ね
て
い
く
」
で
あ
っ
た
。

（
浜
周
り
を
踏
ま
え
て
の
資
源
管
理
の
方
向
性
）【
資
料
３
】【
資
料
４
】

　

浜
周
り
で
は
、
先
ほ
ど
の
と
お
り
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
最
も
多
か
っ
た
意
見
の
一
つ

に
、「
盛
漁
期
に
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
ら
な
い
よ
う
漁
期
に
配
慮
し
て
欲
し
い
」と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
管
理
期
間
の
「
一
年
」
の
設
定
の
仕
方
だ
が
、
開
始
月
を
一
月
、
終
了
月
を
一
二
月
と
し

た
場
合
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
た
く
さ
ん
獲
れ
る
の
が
冬
と
す
る
と
、
管
理
は
一
月
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
の
で
、
盛
漁
期
の
一
二
月
に
は
、
既
に
一
一
ヶ
月
分
の
漁
獲
が
積
み
上
が
っ
た
状
態
で
、
こ

の
盛
漁
期
に
突
入
す
る
の
で
、
一
二
月
或
い
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
前
の
一
一
月
に
漁
獲
が
ス

ト
ッ
プ
と
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
も
、
年
末
に
向
け
て
魚
価
も
上
が
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
そ
う
い
っ
た
時
期
で
の
ス
ト
ッ
プ
は
、
漁
業
経
営
へ
の
影
響
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま

う
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
で
、
仮
に
管
理
の
「
一
年
」
を
七
月
開
始
の
翌
年
六
月
終
わ
り
と
す
る
と
、
冬

の
漁
獲
が
大
量
に
積
み
上
が
ら
な
い
限
り
は
、
盛
漁
期
の
冬
で
の
ス
ト
ッ
プ
は
か
か
ら
ず
、
何
と
か

2

○ 我が国として漁獲上限目標の4,007トンを確実に達成して
いくため、漁獲モニタリングを着実に実施（注１）。

○ まき網以外の漁業については、全国を６ブロック（注２）に分
けモニター。漁獲が上限に近づく場合、「警報」や「操業自粛
要請」を 漁業者のみならず、流通加工業者、消費者などへ
広く発信。

注１：国際機関の保存管理措置では、ある国が漁獲上限を超過した場合、超過分を翌年の漁獲枠か
ら差し引かれるのが通例。それ故、確実なモニタリングにより漁獲上限超過を防ぐことが重要

注２：６ブロックは、以下を想定（広調委の海区区分）
太平洋北部、太平洋南部、瀬戸内海、日本海北部、日本海西部及び九州西部

５－２．そのために必要なこと

【資料２　つづき】
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持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
る
の
が
盛
漁
期
か
ら
少
し
で
も

外
れ
れ
ば
、
そ
の
分
、
漁
業
経
営
へ
の
影
響
も
少
な
く
て
済
む
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
秋
の
サ
ケ
や
冬
の
ブ
リ
が
主
力
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ

の
時
期
に
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
一
緒
に
漁
獲
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
漁

獲
が
積
み
上
が
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
主
力
の
サ
ケ
や
ブ
リ
を
諦
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
う

し
た
時
期
に
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
る
リ
ス
ク
を
少
し
で
も
下
げ
る
た
め
、
管
理
の
「
一
年
」
と
漁
期
の

「
一
年
」
を
で
き
る
だ
け
合
わ
せ
る
方
向
で
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
、
前
述
の
と
お
り
、
全
国
津
々
浦
々
で
漁
獲
さ
れ
る
が
、
そ
の
年
に
ど
れ

だ
け
漁
獲
さ
れ
る
か
は
、
来
遊
や
漁
場
形
成
の
状
況
で
異
な
る
。
こ
の
た
め
、
管
理
の
単
位
を
あ
ま

り
に
細
か
く
分
け
過
ぎ
る
と
、
来
遊
に
よ
っ
て
、
ど
こ
に
漁
獲
が
集
中
す
る
か
分
か
ら
ず
、
対
応
が

困
難
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
全
国
を
地
域
毎
に
、
大
き
く
い
く
つ
か
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て

管
理
す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
す
べ
て
、
浜
周
り
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

補足説明 その１：まき網2,000トン、それ以外の漁業2,007トンの考え方

まき網2,000トン、その他漁業2,007トン

○ 2002～2004年の日本の30キロ未満の未成魚平均漁獲実績は、まき網
4,545トン、それ以外の漁業（竿釣り漁業、曳き縄・釣り漁業、定置網漁業、
その他）3,470トンの合計8,015トン。

つまり、
① 良くとれていた頃(02-04年)の漁獲の半減であり、現在の漁獲の半減で
はない。
② 2012年にはそれ以下の漁獲実績。未経験の漁獲ではない。
③ むしろ、加入が良い年に、如何に捕り控えるかが課題！

○ 単純に半減すると、まき網2,273トン、その他漁業1,735トンの合計4,007トン
となるが、近年の漁業実態も踏まえ、

○ 直近５年の30キロ未満の未成魚漁獲実績は、
2008年：11,879トン 2009年： 9,701トン 2010年： 5,500トン
2011年： 9,127トン 2012年： 3,815トン

としたところ。

2

3

○ 国際機関の保存管理措置では、ある国が漁獲上限を超過した
場合、超過分を翌年の漁獲枠から差し引かれることに。

● ヨコワの来遊は年変動が激しい。
● 仮に、沿岸だけで4,000トン漁獲してしまえば、翌年、沿岸の操
業は不可能に！

○ 沿岸漁業の毎年の安定的な操業確保のためにも、漁獲上限設
定とその遵守が重要。

補足説明 その２：なぜ沿岸までに上限値（2,007トン）を設けるのか

【資料３　2014（平成26）年７月頃の浜周り資料　補足説明①】

（出典：2014（平成26）年７月頃の浜周り資料より抜粋）
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【資料３　2014（平成26）年７月頃の浜周り資料　補足説明②】

4

○ ヨコワの漁獲は、通常、西日本から開始。
●東日本に魚群が回る前に上限に達してしまう危険性。

●地域別の不公平感をなくすためには、ブロック別の管理が必要。
●広域漁業調整委員会の海区区分で漁獲上限を設定。

○ 同じ地域でも、漁業種類（曳き縄・定置・釣り）毎の漁獲状況は大きく
変動。
●漁業種類別に細分化すると、上限値が小さくなり、たまたま良い回遊
が来ると、特定の漁業種類のみ操業停止の危険性が増大

●漁業種類別の細分化は現実的ではない。

○ まずは、沿岸６ブロックのゆるやかな管理から開始。

補足説明 その３：沿岸を６ブロックに分ける理由

（漁業種類別でなく地域別に管理する理由）

【資料３　2014（平成26）年７月頃の浜周り資料　補足説明③】

7

○ 管理期間を1月1日～12月31日とすることの困難性。
●曳き縄による食用ヨコワの主漁期は冬場（年をまたぐ）。
●曳き縄による養殖用種苗ヨコワの主漁期は夏場。
●多くの地域で、定置の主対象魚種の盛漁期は冬場。

○ 過去の月別漁獲実績から、7月1日～翌年6月30日を管理年とする
のが現実的か。
●資源評価は、7月1日～翌年6月30日を漁期年としている。

補足説明 その５－１：漁期をどう区切るか？

6

○ ブロック別の上限値は、現在、精査中で近々お知らせ予定。
○ 考え方の基本は、
① 2010～2012年の県別・漁業種類別・平均漁獲実績を、ブロック
別に積み上げる。
例） Aブロック：Aトン、Bブロック：Bトン、Cブロック：Cトン、
Ｄブロック：Ｄトン、Ｅブロック：Ｅトン、Ｆブロック：Ｆトン

② 2,007トンをブロック別の比率で、各ブロックに配分。
例） Aブロックの上限

＝2,007トン×(Aトン/（Aトン+Bトン+Ｃトン+Dトン+Eトン+Fトン）)

③ 属人で管理

○ 現在精査している内容（細かな話ですが、大切なこと）
●各県漁獲実績の再確認
●ブロック間の融通をどうするか
●四捨五入か？ 切り捨てか？（切り捨て分は国でプール？）

●10トン単位か？1トン単位か？ 等々

補足説明 その４：ブロック別の上限の具体値は？

0

20

40

60

80

100

120

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

定置等

曳き縄

8

補足説明 その５－２：漁期をどう区切るか？

2010年の例 2011年の例

0

10

20

30

40
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定置等

曳き縄

2012年の例
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【資料３　2014（平成26）年７月頃の浜周り資料　補足説明④】

9

○ まずは、本年度より試験実施し、報告頻度や手法などについて、各
漁協、各都道府県に御協力頂きつつ、改良しながら進める。

○ 報告は、各県が管下漁協分を取りまとめ、漁業情報サービスセン
ターにメール等で報告。併せて、漁協から直接、同サービスセンター
に報告する手法についても試験実施。
※ 報告頻度は、最低でも毎月一回とし、本試験では頻度を上げての報
告も実施。

○ 報告様式は、沿岸くろまぐろ漁業（承認制）、定置網、その他の漁業
（混獲等）の３種類。

○ また、沿岸くろまぐろ漁業は、本モニタリングを漁獲実績報告とリン
クさせることで、漁業者負担を軽減。

補足説明 その６：漁獲量モニタリングはどのように行うのか

【資料３　2014（平成26）年７月頃の浜周り資料　補足説明⑤】

11

○ 漁獲量モニタリングは、属人。沿岸各地にまたがって操業する場合
でも、属人で管理。漁獲実績はあくまでも所属する都道府県を通じて
ブロック単位で管理。

○ しかしながら、異なるブロックで操業する場合、相手先の海域では警
報や操業自粛要請がなされていることも想定。この場合は相手先の状
況に準じた扱い。つまり、操業自粛要請がなされていれば、他ブロック
の県外船も当然、操業自粛が必要。

○ 例えば、Ａ県の曳き縄漁船がＢブロック周辺海域で操業する場合、
Ｂブロックの漁獲が上限に達した場合、Ａ県の曳き縄漁船は、Ａブロッ
クの漁獲が上限に達していない場合でも、Ｂブロックでの操業を自粛。

補足説明 その８：県外船の扱いは？

10

○ 全国を６ブロックに分けた漁獲量モニタリングにより、水産庁は、ブロックごとの漁獲
状況を各都道府県にフィードバック。
○ ブロックごとに漁獲が上限の７割に達した段階で「注意報」、８割に達した段階で
「警報」、９割に達した段階で「特別警報」、漁獲上限に達する前の９割５分の段階で
「操業自粛要請」を都道府県を通じて漁業者に発出。併せて、この旨を水産庁ホーム
ページに掲載しプレスリリース。

太平洋北部

日本海西部 日本海北部

太平洋南部

九州西部

瀬戸内海

【△△トン】

【全体合計：2,007トン】
※まき網以外の漁業（沿岸漁業）

【■■トン】

【○○トン】

【□□トン】
【☆☆トン】

【●●トン】

区分 警報

漁獲上限の７割 注意報

〃 ８割 警報

〃 ９割 特別警報

☆ブロックごとに・・・

上限に達する前
（９割５分）

操業自粛要請（タイ
ムラグを考慮）

操業×

補足説明 その７：「警報」や「操業自粛要請」のかけ方は？

積立ぷらすの
発動ライン

漁業共済の
発動ライン

収入変動

積立ぷらすの
補塡部分

・ 計画的に資源管理等に取り組む漁業者に対し、共済の仕組みを
活用して補助

１．漁業共済経由の補助（共済掛金の追加補助）

２．積立ぷらす経由の補助

・ 計画的に資源管理等に取り組む漁業者に対し、収入が減少した場
合に、漁業者が拠出した積立金と国費により補塡

・ 補助額は、積立金の国庫負担分に相当（漁業者と国の積立金の
負担割合は１：３）

○ 積立方式（積立ぷらす）
・ 漁業者自身の積立てと国費の積立て（１：３相当）が
補塡原資

・ 漁業者の拠出が掛捨てとならない方式

○ 保険方式（漁業共済）
・ 漁業者が拠出した共済掛金が補塡原資。共済掛金
に国庫補助。補助額は掛金の30%（平均）相当
・ 漁業者の拠出（掛金）が掛捨てとなる方式

資源管理・収入安定対策のイメージ図

基準収入

漁業共済で
補塡可能な
部分

自己負担部分

積立額

漁業者の収入変動イメージ それぞれの補填対象部分

減

収

90%（原則）

100%

80%（原則）

（１）事業の内容

（２）対象漁業者の要件

・ 資源管理計画・漁場改善計画の参加漁業者であり、かつ、計画に記載
された措置を適切に履行していることが確認された者

・ 一定の契約割合以上で漁業共済に加入している者

国 費

※基準収入：個々の漁業者の直近5年の収入のうち、最大値と最小値を除いた中庸3カ年の平均値

(※)

○支援策の検討

・ 補助額は、共済掛金の３０％（平均）に相当

より厳しい資源管理（強度資源
管理タイプ）を行う場合に、95％
まで引き上げ

12

○ クロマグロの資源管理に取り組む定置網や曳き縄などの漁業者について、強度資
源管理とみなし、資源管理・収入安定対策を活用して支援できないか検討中。
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二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
三
月

「
資
源
管
理
の
あ
り
方
検
討
会
」

「
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
れ
だ
け
の
太

平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
水
揚
げ
が
あ
っ

た
の
か
」

こ
と
と
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
取
り
ま
と
め
の
中
で
、
定
置
網
は
魚
種
選
択
性
の
低
い
業
種
で
あ
る
こ
と
が
、
資
源
管
理

措
置
を
講
じ
る
際
の
困
難
性
を
高
め
て
お
り
、
よ
り
効
果
的
な
管
理
措
置
を
講
じ
る
た
め
に
は
、
各

地
域
・
漁
業
種
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
都
道
府
県
の
連
携
や
国
の
関
与

が
求
め
ら
れ
、
各
種
漁
業
の
特
性
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
管
理
方
策
に
つ
い
て
は
更
な
る
検
討
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
漁
獲
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
構
築
）

　

資
源
管
理
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
は
、「
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
れ
だ
け
の
太
平
洋
ク
ロ
マ

グ
ロ
の
水
揚
げ
が
あ
っ
た
の
か
」、
つ
ま
り
「
漁
獲
量
」
を
適
時
的
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

加
え
て
、
全
国
で
漁
獲
さ
れ
る
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
場
合
は
、
全
国
規
模
で
、
で
き
る
だ
け
タ
イ

ム
リ
ー
に
漁
獲
量
が
わ
か
る
よ
う
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

が
、
し
か
し
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
の
春
現
在
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
漁
獲
量
を
瞬

時
に
把
握
す
る
術
は
な
く
、
一
か
ら
漁
獲
量
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
と

な
っ
た
。

　

と
き
を
同
じ
く
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
三
月
に
、
水
産
庁
内
に
有
識
者
か
ら
な
る
資
源

管
理
全
般
の
検
討
会
が
設
置
さ
れ
今
後
の
資
源
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
な
っ

た
。
会
議
の
名
称
は
、「
資
源
管
理
の
あ
り
方
検
討
会
」。
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
に
つ
い

て
は
、
こ
の
あ
り
方
検
討
会
の
中
で
も
、
個
別
事
例
の
検
討
魚
種
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
同
年
七
月
の
取
り
ま
と
め
で
は
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
に
つ
い
て
は
、

・　

我
が
国
は
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
の
決
定
に
基
づ
き
、
従
来
か
ら
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
を
未
成
魚

（
小
型
魚
）
と
し
て
漁
獲
規
制
を
実
施
し
て
お
り
、
我
が
国
の
未
成
魚
（
小
型
魚
）
漁
獲
上

限
を
四
，
〇
〇
七
ト
ン
と
す
る

・　

漁
獲
上
限
の
確
実
な
遵
守
の
た
め
、
報
告
頻
度
の
高
い
漁
獲
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る

・　

ク
ロ
マ
グ
ロ
の
回
遊
時
期
や
回
遊
量
は
地
域
に
よ
り
、
さ
ら
に
年
に
よ
り
変
動
す
る
こ
と
か

ら
、
地
域
間
・
漁
業
種
類
間
の
不
公
平
感
を
生
じ
さ
せ
ぬ
よ
う
、
漁
獲
上
限
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
は
、
（
ⅰ
）
大
中
型
ま
き
網
漁
業
に
つ
い
て
は
操
業
海
区
単
位
で
実
施
、
（
ⅱ
）
そ
れ
以

外
の
漁
業
に
つ
い
て
は
、
全
国
を
六
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
漁
獲
総
量
が
上

限
に
近
づ
く
場
合
、
「
警
報
」
や
「
操
業
自
粛
要
請
」
を
漁
業
者
の
み
な
ら
ず
、
流
通
加
工

業
者
、
消
費
者
な
ど
へ
広
く
発
信
す
る

・　

ま
た
、
大
中
型
ま
き
網
漁
業
に
お
い
て
業
界
が
自
主
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
日
本
海
の
産
卵

期
の
漁
獲
管
理
に
つ
い
て
も
、
親
魚
資
源
の
保
護
に
も
貢
献
す
る
も
の
で
あ
り
、
引
き
続
き

取
組
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
指
導
・
調
整
を
実
施
す
る
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カ）選択的な漁獲が困難な定置網等に対するものも含め、上記措置の円滑な実施のための方策を検討。 
（注５） 
キ）ＩＱ方式については、既に大中型まき網漁業において、時期的に漁船別配分による管理が行われてい

るが、その他の漁業については、選択的な漁獲が困難な定置網を含め多数の漁業種類・漁業者が従事し、

漁獲状況も年変動が激し（注６）いことから、上記エの管理が現実的。 
注 1：H22.5.11付け「太平洋クロマグロの管理強化についての対応について」農水省プレスリリース。 
注 2：ＩＳＣの資源評価は３年に一度行われており、削減率は資源評価結果を受け、見直される可能性。 
注 3：漁業種類別上限は、最近の漁獲実績等を踏まえ、以下のとおりとする。 

① 中型まき網漁業で 2,000トン、 
②曳き縄・釣り、定置網といった沿岸漁業等で 2,007トン。 

注 4：ブロック別の上限値、ブロック間の上限の融通等の詳細については、別途検討。 
注 5：経済性を考慮した小型魚の重点的な保護策、漁業種類毎の管理手法、モニタリングシステム等を含

む。 
注 6：広域漁業調整委員会の承認隻数だけでも 2万隻以上。 
 

【資料４　つづき】

Ⅲ 資源管理施策について 
３．公的管理の高度化 
（１）ＴＡＣ制度 
ウ）ＴＡＣ以外の管理方策 
なお、資源が広域に回遊すること、広い地域で多くの漁業者が関係していること、その中の多くの漁

業が定置網等の魚種選択性の低い業種であることが、資源管理措置を講じる際の困難性を高めている。

よって、より効果的な管理措置を講じるためには、各地域・漁業種の自主性を尊重しつつも、必要に応

じて関係都道府県の連携や国の関与が求められる。また、各種漁業の特性を踏まえた具体的な管理方策

については更なる検討が必要である。 
 

Ⅳ 個別事例として取り上げた魚種毎の資源管理の方向性 
３．太平洋クロマグロ 
（１）資源の状況等 
太平洋クロマグロ資源は非常に悪化しており、北太平洋まぐろ類国際科学委員会（ＩＳＣ）は本年４月

に以下の管理勧告を公表している。 
ア）2012年（平成 24年）の親魚資源量（約 26,000トン）は、歴史的最低水準（約 19,000トン）近くま
で減少しており、未成魚の加入も低水準の状況。 

イ）未成魚の低加入が継続すれば、現在の保存管理措置では親魚資源の増加は期待できず、歴史的最低水

準を割り込むリスクが増大する。 
ウ）このため、全ての年齢の未成魚の漁獲死亡率及び漁獲の更なる削減を検討すべき（ＩＳＣの試算によ

れば、未成魚の漁獲量を 2002年（平成 14年）から 2004年（平成 16年）平均漁獲実績から 50％削減
した場合のみ親魚資源が回復）。 

エ）更に、加入動向を迅速に把握するための加入モニタリングを強化すべき。 
 
（２）今後の対応 
太平洋クロマグロの最大の漁業国かつ消費国たる我が国が、国内における資源管理及び調査研究の強化

を図るとともに、それと整合する形で国際的な資源管理をリードしていくとの方針に基づき、ＩＳＣの管

理勧告を踏まえ、以下の取組を推（注 1）進していく必要がある。 
ア）太平洋クロマグロ親魚資源量を「10 年以内に歴史的中間値まで回復」させることを目標とし、2015
年以降の未成魚の年間漁獲上限を 2002年（平成 14年）から 2004年（平成 16年）平均漁獲実績の 50
パーセントとする。（注 2） 

イ）我が国は中西部太平洋まぐろ類委員会（ＷＣＰＦＣ）の決定に基づき、従来から 30 キロ未満を未成
魚として漁獲規制を実施しており、我が国の未成魚漁獲上限を 4,007トンとする。（注 3） 

ウ）漁獲上限の確実な遵守のため、報告頻度の高い漁獲モニタリングを実施。 
エ）なお、クロマグロの回遊時期や回遊量は地域により、さらに年により変動することから、地域間・漁

業種類間の不公平感を生じさせぬよう、漁獲上限のモニタリングは、(i)大中型まき網漁業については操
業海区単位で実施、(ii)それ以外の漁業については、全国を６ブロックに分け、各ブロック毎の漁獲総
量が上限に近づく場合、「警報」や「操業自粛要請」を漁業者のみならず、流通加工業者、消費者など

へ広く発信。（注 4） 
オ）また、大中型まき網漁業において業界が自主的に取り組んでいる日本海の産卵期の漁獲管理について

も、親魚資源の保護にも貢献するものであり、引き続き取組が進められるよう指導・調整を実施。 

【資料４　資源管理のあり方検討会取りまとめの中の太平洋クロマグロ部分】
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業が定置網等の魚種選択性の低い業種であることが、資源管理措置を講じる際の困難性を高めている。

よって、より効果的な管理措置を講じるためには、各地域・漁業種の自主性を尊重しつつも、必要に応

じて関係都道府県の連携や国の関与が求められる。また、各種漁業の特性を踏まえた具体的な管理方策

については更なる検討が必要である。 
 

Ⅳ 個別事例として取り上げた魚種毎の資源管理の方向性 
３．太平洋クロマグロ 
（１）資源の状況等 
太平洋クロマグロ資源は非常に悪化しており、北太平洋まぐろ類国際科学委員会（ＩＳＣ）は本年４月

に以下の管理勧告を公表している。 
ア）2012年（平成 24年）の親魚資源量（約 26,000トン）は、歴史的最低水準（約 19,000トン）近くま
で減少しており、未成魚の加入も低水準の状況。 

イ）未成魚の低加入が継続すれば、現在の保存管理措置では親魚資源の増加は期待できず、歴史的最低水

準を割り込むリスクが増大する。 
ウ）このため、全ての年齢の未成魚の漁獲死亡率及び漁獲の更なる削減を検討すべき（ＩＳＣの試算によ

れば、未成魚の漁獲量を 2002年（平成 14年）から 2004年（平成 16年）平均漁獲実績から 50％削減
した場合のみ親魚資源が回復）。 

エ）更に、加入動向を迅速に把握するための加入モニタリングを強化すべき。 
 
（２）今後の対応 
太平洋クロマグロの最大の漁業国かつ消費国たる我が国が、国内における資源管理及び調査研究の強化

を図るとともに、それと整合する形で国際的な資源管理をリードしていくとの方針に基づき、ＩＳＣの管

理勧告を踏まえ、以下の取組を推（注 1）進していく必要がある。 
ア）太平洋クロマグロ親魚資源量を「10 年以内に歴史的中間値まで回復」させることを目標とし、2015
年以降の未成魚の年間漁獲上限を 2002年（平成 14年）から 2004年（平成 16年）平均漁獲実績の 50
パーセントとする。（注 2） 

イ）我が国は中西部太平洋まぐろ類委員会（ＷＣＰＦＣ）の決定に基づき、従来から 30 キロ未満を未成
魚として漁獲規制を実施しており、我が国の未成魚漁獲上限を 4,007トンとする。（注 3） 

ウ）漁獲上限の確実な遵守のため、報告頻度の高い漁獲モニタリングを実施。 
エ）なお、クロマグロの回遊時期や回遊量は地域により、さらに年により変動することから、地域間・漁

業種類間の不公平感を生じさせぬよう、漁獲上限のモニタリングは、(i)大中型まき網漁業については操
業海区単位で実施、(ii)それ以外の漁業については、全国を６ブロックに分け、各ブロック毎の漁獲総
量が上限に近づく場合、「警報」や「操業自粛要請」を漁業者のみならず、流通加工業者、消費者など

へ広く発信。（注 4） 
オ）また、大中型まき網漁業において業界が自主的に取り組んでいる日本海の産卵期の漁獲管理について

も、親魚資源の保護にも貢献するものであり、引き続き取組が進められるよう指導・調整を実施。 

（出典　資源管理のあり方検討会取りまとめ（平成26年７月資源管理のあり方検討会）資料より抜粋）
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管
理
上
は
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
を

未
成
魚
（
小
型
魚
）、
三
〇
キ
ロ
グ

ラ
ム
以
上
を
成
魚
（
大
型
魚
）
と
し

て
い
る
た
め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
必

然
的
に
、
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の

ク
ロ
マ
グ
ロ
が
ど
れ
だ
け
漁
獲
さ

れ
、
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
が
ど
れ

だ
け
か
を
分
け
て
把
握
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た

二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
四
月

一
一
日
「
沿
岸
く
ろ
ま
ぐ
ろ
漁
業
に

関
す
る
関
係
都
道
府
県
担
当
者
会

議
」
を
開
催

C
atch

の
略
）
と
呼
ば
れ
る
漁
獲
可
能
量
制
度
で
用
い
ら
れ
て
い
る
採
捕
量
の
集
計
体
制
で
あ
っ
た
。

現
在
日
本
で
は
、
サ
ン
マ
や
マ
イ
ワ
シ
な
ど
七
魚
種
が
「
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す

る
法
律
」（
以
下
「
資
源
管
理
法
」
と
い
う
。）
の
対
象
と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
ら
は
魚
種
毎
に
年
間

の
漁
獲
可
能
量
が
定
め
ら
れ
、
数
量
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ク
ロ
マ
グ
ロ
も
こ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
魚
種
の

集
計
体
制
を
活
用
で
き
る
と
こ
ろ
は
活
用
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
少
し
で
も
現
場
で
の

混
乱
や
負
担
感
を
拭
え
る
よ
う
、
シ
ス
テ
ム
は
都
道
府
県
や
漁
協
な
ど
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
パ
ソ

コ
ン
の
エ
ク
セ
ル
を
ベ
ー
ス
に
作
り
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
見
通
し
が
た
っ
た
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
四
月
一
一
日
に
、
東
京
で
、「
沿

岸
く
ろ
ま
ぐ
ろ
漁
業
に
関
す
る
関
係
都
道
府
県
担
当
者
会
議
」
を
開
催
し
、
二
〇
一
五
（
平
成

二
十
七
）
年
か
ら
の
漁
獲
量
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
本
格
実
施
に
向
け
て
、
ま
ず
は
二
〇
一
四
（
平
成

二
十
六
）
年
中
に
試
験
実
施
を
行
い
、
改
善
点
を
整
理
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
漁
獲
上
限
の
算
出
）

　

浜
周
り
や
資
源
管
理
の
あ
り
方
検
討
会
な
ど
を
通
じ
て
、沿
岸
漁
業
は
、ま
ず
は
全
国
を
六
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
て
漁
獲
量
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
半
減
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
た
め
に
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
分
け
た
漁
獲
上
限
が
ど
う
な
る
の
か
、
ま
ず
は
数
字
が

は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
に
は
検
討
も
進
ま
な
い
こ
と
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
漁
獲
上
限
の
算
出
を
は
じ

め
た
。
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
六
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

と
は
言
え
、
漁
獲
量
の
把
握
体
制
が
全
く
何
も
な
い
か
と
い
う
と
、
推
計
で
は
あ
る
が
、
年
単
位

で
、
ど
れ
く
ら
い
の
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
日
本
全
体
で
漁
獲
さ
れ
て
い
る
か
は
把
握
可
能
で
あ
っ

た
。
こ
の
年
単
位
の
漁
獲
量
は
、
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
（
現
水
産
研
究
・
教
育
機
構
）
が
、
水

産
庁
か
ら
の
委
託
で
、
漁
業
者
か
ら
の
漁
獲
実
績
報
告
や
都
道
府
県
を
通
じ
た
実
態
把
握
調
査
な
ど

を
も
と
に
、
日
本
の
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
漁
獲
量
を
弾
い
て
い
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
を
工
夫
し
て
、

月
単
位
で
把
握
で
き
る
よ
う
な
体
制
に
で
き
な
い
か
検
討
し
た
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
壁
は
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源

管
理
が
、三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
未
成
魚
（
小
型
魚
）
と
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
成
魚
（
大
型
魚
）

に
分
け
ら
れ
て
い
る
点
だ
。
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
生
物
学
的
に
は
三
歳
か
ら
成
熟
、
つ
ま
り
卵
を

持
ち
は
じ
め
る
と
さ
れ
て
い
て
、
三
歳
の
体
重
が
約
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
前
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
管

理
上
は
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
を
未
成
魚
（
小
型
魚
）、
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
を
成
魚
（
大
型
魚
）

と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
必
然
的
に
、
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
ク
ロ
マ
グ
ロ

が
ど
れ
だ
け
漁
獲
さ
れ
、
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
が
ど
れ
だ
け
か
を
分
け
て
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
漁
獲
量
の
入
力
を
実
際
に
行
う
現
場
の
方
々
の
負
担
を
少
し
で
も

減
ら
す
必
要
も
あ
り
、
こ
の
点
で
、
新
た
に
作
り
上
げ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
合
理
的
で
、

か
つ
操
作
が
簡
単
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
の
と
き
、
参
考
と
な
っ
た
の
が
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
読
み
方
は
「
タ
ッ
ク
」、T
otal A

llow
able 
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太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
場
合
、
漁
獲

デ
ー
タ
が
細
部
に
わ
た
っ
て
全
て
そ

ろ
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
は

な
っ
て
い
な
い

提
供
し
て
も
ら
っ
た
都
道
府
県
か
ら

の
デ
ー
タ
は
、
把
握
方
法
が
必
ず
し

も
全
て
の
都
道
府
県
で
統
一
さ
れ
て

い
な
い
も
の
の
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
配

分
比
率
を
設
定
す
る
上
で
の
基
礎

デ
ー
タ
と
し
て
は
、
使
用
す
る
こ
と

は
可
能
と
水
産
庁
と
し
て
判
断
し
、

こ
れ
ら
の
都
道
府
県
デ
ー
タ
を
結
集

さ
せ
て
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
漁
獲
上
限
を

算
出
し
た

指
示
に
基
づ
く
沿
岸
く
ろ
ま
ぐ
ろ
漁
業
の
漁
獲
実
績
）
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
調
査
や
漁
獲

実
績
報
告
は
、
そ
も
そ
も
漁
獲
上
限
算
出
の
た
め
に
集
め
た
デ
ー
タ
で
は
な
い
の
で
、
特
に
調
査
の

方
は
、
カ
バ
ー
率
な
ど
も
都
道
府
県
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
も
あ
り
、
万
一
に
も
齟
齬
が
な
い
よ
う
、

改
め
て
都
道
府
県
に
確
認
し
た
上
で
、
よ
り
良
い
デ
ー
タ
や
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
は
、
再
度
、
都
道

府
県
か
ら
最
新
の
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
提
供
し
て
も
ら
っ
た
都
道
府
県
か
ら
の
デ
ー
タ
は
、
把
握
方
法
が
必
ず
し
も
全
て
の
都

道
府
県
で
統
一
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
配
分
比
率
を
設
定
す
る
上
で
の
基
礎
デ
ー

タ
と
し
て
は
、
使
用
す
る
こ
と
は
可
能
と
水
産
庁
と
し
て
判
断
し
、
こ
れ
ら
の
都
道
府
県
デ
ー
タ
を

結
集
さ
せ
て
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
漁
獲
上
限
を
算
出
し
た
。
そ
し
て
、こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
漁
獲
上
限
を
、

二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
八
月
の
全
国
会
議
で
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。

（
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
八
月
の
全
国
会
議
）

　

水
産
庁
で
は
、
例
年
八
月
に
、
全
国
津
々
浦
々
の
漁
業
者
・
養
殖
業
者
、
流
通
・
加
工
業
者
、
関

係
団
体
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
管
理
に
つ
い
て
情
報
共
有
や
検
討
す
る
場
と
し

て
全
国
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。
正
式
名
称
は
「
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
・
養
殖
管
理
に
関
す

る
全
国
会
議
」
で
あ
る
。

　

全
国
会
議
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
し
て
は
、
第
一
回
目
の
開
催
が
二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年

で
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
の
全
国
会
議
は
第
五
回
目
に
当
た
る
。
第
五
回
会
議
は
、
八
月

　

こ
こ
で
、
一
般
的
な
発
想
と
し
て
、「
日
本
を
六
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
漁
獲
上
限
を
決
め
る
」

と
す
る
と
、
都
道
府
県
別
の
過
去
の
漁
獲
デ
ー
タ
を
集
め
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
三
年
平
均
や
五
年
平

均
を
求
め
る
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
。
し
か
し
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
場
合
、
先
ほ
ど
の
「
漁
獲

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
構
築
」
で
述
べ
た
と
お
り
、
漁
獲
デ
ー
タ
が
細
部
に
わ
た
っ
て
全
て
そ
ろ
っ

て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

で
は
、
何
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
例
え
ば
、
漁
獲
デ
ー
タ
で
「
ク
ロ
マ
グ
ロ
」
が
あ
っ

た
と
し
て
、
詳
し
く
見
て
み
る
と
、「
ク
ロ
マ
グ
ロ
」
に
は
、「
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
」
と
「
大
西
洋

ク
ロ
マ
グ
ロ
」
が
あ
る
の
で
、両
者
が
混
じ
っ
た
デ
ー
タ
と
な
っ
て
い
た
り
す
る
。
仮
に
、こ
の
「
ク

ロ
マ
グ
ロ
」
の
漁
獲
デ
ー
タ
が
「
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
」
の
み
で
あ
っ
た
と
し
て
、
次
に
、
三
〇
キ

ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
未
成
魚
（
小
型
魚
）
と
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
成
魚
（
大
型
魚
）
に
分
け
ら
れ

た
漁
獲
デ
ー
タ
と
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
こ
ま
で
分
け
ら
れ
た
デ
ー
タ
に
は
な
っ
て
い
な
い

こ
と
が
多
い
。
さ
ら
に
、
こ
れ
が
都
道
府
県
別
に
分
け
ら
れ
て
い
て
欲
し
い
の
だ
が
、
い
ろ
い
ろ
調

べ
た
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
条
件
に
全
て
合
致
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
別
の
漁
獲
上
限
を
算
出
す
る
に
当
た
り
、必
要
と
な
る
デ
ー
タ
は
何
か
を
整
理
す
る
と
、

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
未
成
魚
（
小
型
魚
）
の
都
道
府
県
別
漁
獲
量
の
過

去
何
年
か
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
何
と
か
活
用
で
き
そ
う
な
デ
ー
タ
は
な
い
の
か
、
様
々
な
検
討
の

末
、
た
ど
り
着
い
た
も
の
と
し
て
、
水
産
庁
が
都
道
府
県
を
通
じ
て
行
っ
て
い
た
調
査
（
我
が
国
周

辺
ク
ロ
マ
グ
ロ
に
関
す
る
漁
業
等
の
実
態
把
握
調
査
）
と
漁
獲
実
績
報
告
（
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
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○　

そ
の
他
の
沿
岸
漁
業
等
に
つ
い
て
は
漁
獲
量
の
報
告
体
制
を
整
備
し
、
二
，
〇
〇
七
ト
ン

を
全
国
六
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
上
限
を
設
け
て
漁
獲
量
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

す
る
と
と
も
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
漁
獲
状
況
を
各
県
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
。

　

①
日
本
海
北
部　

四
一
〇
ト
ン　
　
　

②
太
平
洋
北
部　

二
八
五
ト
ン

　

③
日
本
海
西
部　

一
〇
五
ト
ン　
　
　

④
太
平
洋
南
部　

二
四
五
ト
ン

　

⑤
瀬
戸
内
海　
　

五
〇
ト
ン　
　
　
　

⑥
九
州
西
部　
　

七
八
五
ト
ン

　

※
こ
の
ほ
か
、
近
海
竿
釣
り
漁
業
等
一
〇
六
ト
ン
、
水
産
庁
留
保
分
二
一
ト
ン

　

※
六
ブ
ロ
ッ
ク
は
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
の
区
分
を
基
本
（
但
し
、石
川
県
は
日
本
海
北
部
）

○　

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
漁
獲
が
上
限
の
七
割
に
達
し
た
段
階
で
「
注
意
報
」、八
割
で
「
警
報
」、

九
割
で
「
特
別
警
報
」、
漁
獲
上
限
に
達
す
る
前
の
九
割
五
分
で
「
操
業
自
粛
要
請
」
を
都

道
府
県
を
通
じ
て
漁
業
者
に
発
出
。
併
せ
て
、
こ
の
旨
を
水
産
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
し
、
漁
業
者
の
み
な
ら
ず
流
通
加
工
業
者
、
消
費
者
な
ど
に
広
く
情
報
発

信
。

　

そ
の
後
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
に
関
す
る
最
新
の
調
査
・
研
究
に
つ
い
て
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
（
現
水
産
研
究
・
教
育
機
構
）
か
ら
説
明
し
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
会
議
の
結
果
と
し
て
は
、

三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
未
成
魚
（
小
型
魚
）
の
半
減
や
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
上
限
等
の
基
本
的
方
向
性

に
つ
い
て
、
大
き
な
異
論
は
な
く
了
承
さ
れ
終
了
し
た
が
、
会
議
を
通
じ
て
あ
ぶ
り
だ
さ
れ
た
主
な

二
六
日
に
、
東
京
の
三
田
共
用
会
議
所
で
開
催
し
た
。

　

会
議
で
は
、
ま
ず
、
翌
月
の
九
月
一
日
か
ら
、
中
西
部
太
平
洋
ま
ぐ
ろ
類
委
員
会
第
一
〇
回
北
小

委
員
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
水
産
庁
よ
り
、
国
際
情
勢
と
北
小
委
員
会
で
の
議
論
の
見
通
し

を
説
明
し
、
そ
れ
か
ら
、
次
の
よ
う
な
形
で
、
国
内
の
管
理
の
方
向
性
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　【国
内
の
管
理
の
方
向
性
の
概
要
】

○　

三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
未
成
魚
（
小
型
魚
）
の
漁
獲
量
を
二
〇
〇
二
～
二
〇
〇
四
年
平

均
漁
獲
実
績
八
，
〇
一
五
ト
ン
か
ら
半
減
の
四
，
〇
〇
七
ト
ン
を
漁
獲
上
限
と
す
る
。

○　

漁
業
種
類
別
の
漁
獲
上
限
は
最
近
の
漁
獲
実
績
を
踏
ま
え
る
と
、

　

①　

大
中
型
ま
き
網
漁
業
で
二
，
〇
〇
〇
ト
ン
、

　

②　

そ
の
他
の
沿
岸
漁
業
等
（
曳
き
縄
、
定
置
網
等
）
で
二
，
〇
〇
七
ト
ン
。

○　

大
中
型
ま
き
網
漁
業
に
つ
い
て
は
、
二
，
〇
〇
〇
ト
ン
を
操
業
海
区
単
位
で
管
理
。

　

※
並
行
し
て
日
本
海
の
産
卵
期
の
漁
獲
管
理
に
つ
い
て
検
討
。

二
〇
一
〇（
平
成
二
十
二
）年
五
月
一
一
日
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
管
理
強
化
に
関
す
る
説
明
会

（
第
１
回
）

二
〇
一
〇（
平
成
二
十
二
）年
九
月
二
二
日
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
に
関
す
る
全
国
会
議

（
第
２
回
）

二
〇
一
一（
平
成
二
十
三
）年
三
月
一
四
日
中
止

二
〇
一
二（
平
成
二
十
四
）年
八
月
二
九
日
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
・
養
殖
管
理
に
関
す
る
全
国
会
議
（
第
３
回
）

二
〇
一
三（
平
成
二
十
五
）年
八
月
二
二
日
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
・
養
殖
管
理
に
関
す
る
全
国
会
議
（
第
４
回
）

二
〇
一
四（
平
成
二
十
六
）年
八
月
二
六
日
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
・
養
殖
管
理
に
関
す
る
全
国
会
議
（
第
５
回
）



−　−−　−33 32

水
産
庁
と
し
て
は
、
適
切
な
管
理
を

進
め
る
た
め
に
も
、
二
〇
一
五
（
平

成
二
十
七
）
年
か
ら
の
資
源
管
理
の

実
施
に
先
立
ち
、
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム

未
満
の
未
成
魚
（
小
型
魚
）
の
漁
獲

量
の
都
道
府
県
別
数
量
を
可
能
な
限

り
正
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
と

判
断
し
た

日
本
の
国
内
の
未
成
魚
（
小
型
魚
）

の
半
減
な
ど
の
管
理
も
、
正
式
に

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
一
月

か
ら
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た

果
的
に
は
、
こ
の
一
連
の
作
業
に
は
一
か
月
ほ
ど
を
要
し
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
一
二
月

一
一
日
に
な
っ
て
、
再
度
、
都
道
府
県
か
ら
結
集
し
た
デ
ー
タ
で
、
新
た
な
漁
獲
上
限
の
算
出
作
業

を
終
え
た
。
そ
し
て
同
日
付
（
十
二
月
十
一
日
）
で
、
新
た
な
漁
獲
上
限
を
都
道
府
県
と
共
有
す
る

と
と
も
に
、
都
道
府
県
を
通
じ
て
、
関
係
漁
業
者
や
漁
協
な
ど
に
対
し
て
も
、
こ
の
新
た
な
漁
獲
上

限
の
周
知
を
依
頼

＊
＊＊
＊

し
た
。

　

ま
た
、
一
二
月
の
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
本
会
合
に
よ
り
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
か
ら
の
保
存
管

理
措
置
と
し
て
、
正
式
に
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
未
成
魚
（
小
型
魚
）
の
漁
獲
量
の
半
減
な
ど
の
保

存
管
理
措
置
が
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、日
本
の
国
内
の
未
成
魚
（
小
型
魚
）
の
半
減
な
ど
の
管
理
も
、

正
式
に
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
一
月
か
ら
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
、
ち
ょ
っ
と
思
い
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
日
本
の
沿
岸
漁
業
の
管
理
の
一
年
は
、

漁
期
の
一
年
に
合
わ
せ
る
た
め
、
七
月
始
ま
り
の
翌
年
六
月
終
わ
り
の
一
年
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
さ
ら
に
、一
部
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
、四
月
始
ま
り
の
翌
年
三
月
終
わ
り
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
一
月
か
ら
の
管
理
開
始
に
合
わ
せ
る
と
、
一
月
か
ら

六
月
ま
で
の
六
ヶ
月
間
、
或
い
は
一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
三
ヶ
月
間
を
足
し
合
わ
せ
な
い
と
、
管
理

に
空
白
期
間
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

検
討
課
題
と
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
詳
細
な
管
理
手
法
の
検
討
や
、
定
置
網
の
漁
獲
管
理
、
未
成
魚

（
小
型
魚
）
と
は
別
個
に
産
卵
期
を
含
む
親
魚
（
大
型
魚
）
の
管
理
な
ど
が
あ
っ
た
。

（
続
、
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
漁
獲
上
限
の
算
出
）

　

先
ほ
ど
の
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
漁
獲
上
限
の
算
出
に
は
、
実
は
続
き
が
あ
っ
て
、
全
国
会
議
で
示
し
た

後
の
議
論
と
し
て
、
都
道
府
県
か
ら
結
集
し
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
様
々
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

例
え
ば
、
都
道
府
県
に
お
い
て
、
今
一
度
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
未
成
魚
（
小
型
魚
）
と
成
魚
（
大

型
魚
）
の
区
分
の
勘
違
い
が
見
つ
か
っ
た
な
ど
で
、
と
き
は
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
秋
の

こ
と
だ
っ
た
。

　

参
考
ま
で
に
、
こ
の
と
き
の
国
際
情
勢
と
し
て
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
北
小
委
員
会
で
、
三
〇
キ
ロ
グ

ラ
ム
未
満
の
未
成
魚
（
小
型
魚
）
の
半
減
な
ど
を
含
む
保
存
管
理
措
置
が
決
ま
り
、
一
二
月
の
Ｗ
Ｃ

Ｐ
Ｆ
Ｃ
本
会
合
で
正
式
決
定
す
る
と
、二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
か
ら
実
施
と
い
う
状
況
で
あ
っ

た
。

　

水
産
庁
と
し
て
は
、
適
切
な
管
理
を
進
め
る
た
め
に
も
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
か
ら
の

資
源
管
理
の
実
施
に
先
立
ち
、
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
未
成
魚
（
小
型
魚
）
の
漁
獲
量
の
都
道
府

県
別
数
量
を
可
能
な
限
り
正
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
四
（
平

成
二
十
六
）
年
一
〇
月
三
一
日
、
都
道
府
県
に
対
し
、
都
道
府
県
か
ら
提
出
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
再

確
認
を
依
頼

＊
＊＊
＊

し
、
そ
の
上
で
、
今
一
度
、
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
漁
獲
上
限
を
算
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
結

＊
31
＊
平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日
付
け
二
六
水
管
第
一
六
四
九
号
水
産
庁
資
源
管
理
部
管
理
課
長
、
漁
業
調
整
課
長
。

＊
32
＊
平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
一
日
付
け
二
六
水
管
第
一
六
四
九
―
二
号
水
産
庁
資
源
管
理
部
管
理
課
長
、
漁
業
調
整
課
長
。
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ブ
ロ
ッ
ク
の
中
で
も
、
特
に
検
討
が

先
ん
じ
て
進
ん
だ
の
が
九
州
西
部
ブ

ロ
ッ
ク

ら
れ
た
全
国
の
漁
師
の
皆
さ
ん
の
御
意
見
を
都
道
府
県
で
共
有
し
た
上
で
、
八
月
の
全
国
会
議
で
コ

ン
セ
ン
サ
ス
の
得
ら
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
別
管
理
の
方
向
性
な
ど
を
全
体
会
議
の
中
で
検
討
し
た
。た
だ
、

全
体
で
検
討
し
て
い
て
も
、
細
か
な
管
理
手
法
と
な
る
と
、
日
本
の
北
と
南
で
は
状
況
が
全
く
異
な

る
た
め
、
な
か
な
か
詰
め
の
議
論
は
進
ま
な
い
こ
と
か
ら
、
予
め
水
産
庁
内
で
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
専
属

担
当
者
を
決
め
、
具
体
的
な
事
柄
は
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に

都
道
府
県
を
分
け
て
の
会
議
を
「
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
」
と
呼
ん
で
い
る
。
一
〇
月
二
日
の
都
道
府
県
担

当
者
会
議
の
後
半
に
開
催
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
、全
ブ
ロ
ッ
ク
共
通
で
、第
一
回
目
の
会
議
と
な
っ

た
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
行
政
間
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
一
一
月
の

広
域
漁
業
調
整
委
員
会
に
お
い
て
、
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
未
成
魚
（
小
型
魚
）
の
半
減
に
向
け

た
資
源
管
理
の
具
体
的
な
対
応
方
向
と
し
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
浜
周
り
や
意
見
交
換
会
の
機
会

に
お
い
て
も
説
明
し
、
御
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
そ
の
都
度
、
改
善
で
き
る
点
は
改
善
し
つ
つ
、
具

体
的
な
管
理
手
法
と
し
て
検
討
を
進
め
て
行
っ
た
。　

　

ブ
ロ
ッ
ク
の
中
で
も
、
特
に
検
討
が
先
ん
じ
て
進
ん
だ
の
が
九
州
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
管
理
開
始
の
一
月
が
漁
期
と
な
っ
て
お
り
、
管
理
当
初
か
ら
漁
獲
が
積
み
上
が
る
可
能
性
が

あ
っ
た
た
め
だ
。
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
一
〇
月
の
第
一
回
九
州
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
議
に

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
先
ほ
ど
の
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
一
二
月
一
一
日
付
け
で
都
道
府

県
に
共
有
し
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
一
年
分
の
新
た
な
漁
獲
上
限
に
つ
い
て
も
、
一
年
六
ヶ
月
間
（
一

部
ブ
ロ
ッ
ク
は
一
年
三
ヶ
月
間
）
分
と
な
る
よ
う
に
、
季
節
毎
の
漁
獲
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
引

き
延
ば
し
て
算
出
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
。
結
果
と
し
て
、
年
末
の
押
し
迫
る
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
作
業

に
時
間
を
要
し
た
が
、
何
と
か
一
二
月
二
六
日
に
な
っ
て
、
一
年
六
ヶ
月
間
（
一
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
一

年
三
ヶ
月
間
）
の
漁
獲
上
限
を
都
道
府
県
に
共
有
す
る
に
至
っ
た＊

＊＊
＊

。
併
せ
て
、
都
道
府
県
を
通
じ

て
、
関
係
漁
業
者
や
漁
協
な
ど
に
対
し
、
一
年
六
ヶ
月
間
（
一
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
一
年
三
ヶ
月
間
）
の

漁
獲
上
限
の
周
知
を
依
頼
し
た
。（
こ
の
よ
う
に
バ
タ
バ
タ
の
中
で
あ
っ
た
た
め
、
年
末
の
お
忙
し

い
中
で
の
周
知
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
場
を
借
り
て
担
当
者
と
し
て
お
詫
び
し

ま
す
。）

（
八
月
の
全
国
会
議
以
降
の
検
討
状
況
）【
資
料
５
】

　

と
き
は
、
少
し
遡
り
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
の
秋
の
こ
と
。

　

八
月
の
全
国
会
議
で
、
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
未
成
魚
（
小
型
魚
）
の
半
減
や
ブ
ロ
ッ
ク
別
の

上
限
等
の
基
本
的
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
何
と
か
ま
と
ま
っ
た
も
の
の
、
で
は
こ
れ
を
現
実
の
も
の

と
し
て
ど
の
よ
う
に
実
行
し
て
い
く
の
か
、
細
部
の
詰
め
は
ま
だ
ま
だ
必
要
な
状
況
で
、
引
き
続
き

浜
の
意
見
を
聴
き
つ
つ
、
都
道
府
県
と
も
協
議
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
一
〇
月
二
日
、
都
道
府
県
担
当
者
会
議
を
開
催
し
、
浜
周
り
で
得

＊
33
＊
平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
六
日
付
け
二
六
水
管
第
一
六
四
九
―
三
号
水
産
庁
資
源
管
理
部
管
理
課
長
、
漁
業
調
整
課
長
。
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引
き
続
き
、
一
一
月
の
第
二
回
会
議
で
議
論
を
深
め
、
ま
ず
は
九
州
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
管
理
方
針
と

し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
県
毎
に
、
①
県
単
独
で
管
理
す
る
の
か
、
②
県
同
士
で
グ
ル
ー

プ
を
組
ん
で
管
理
す
る
の
か
、
選
択
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
長
崎
県
と
山
口
県
は
①
の
県

単
独
管
理
の
方
向
で
、
そ
の
他
の
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
熊
本
県
、
鹿
児
島
県
及
び
沖
縄
県
は
②
の
グ

ル
ー
プ
管
理
の
方
向
で
検
討
を
進
め
た
。
そ
し
て
、
そ
の
上
で
、
水
産
庁
が
取
り
ま
と
め
た
都
道
府

県
毎
の
漁
獲
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
九
州
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
漁
獲
上
限
を
長
崎
県
、
山
口
県
、
そ
の
他

の
県
の
グ
ル
ー
プ
毎
に
漁
獲
枠
と
し
て
分
け
る
方
向
で
議
論
し
た
。
一
度
の
会
議
で
全
て
を
決
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
引
き
続
き
メ
ー
ル
な
ど
活
用
し
な
が
ら
や
り
取
り
を
し
て
、
一
二
月
の
第

三
回
目
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
、
一
定
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
し
て
ま
と
ま
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

内
容
と
し
て
は
、

・　

ブ
ロ
ッ
ク
の
年
間
漁
獲
上
限
値
七
四
九
ト
ン
の
う
ち
、
そ
の
九
八
％
に
当
た
る
七
三
四
ト
ン

を
、
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
二
年
の
各
県
の
平
均
漁
獲
実
績
に
基
づ
き
、
以
下
の
①
～
③
の
通
り
上

限
と
し
て
設
定
し
、
残
り
二
％
に
当
た
る
一
五
・
一
ト
ン
を
④
（
留
保
枠
）
と
す
る
こ
と
、

・　

①
長
崎
県
は
六
三
一
・
五
ト
ン
、
②
山
口
県
は
八
三
・
四
ト
ン
、
③
そ
の
他
の
県
（
福
岡
県
、

佐
賀
県
、
熊
本
県
、
鹿
児
島
県
及
び
沖
縄
県
）
は
一
九
・
〇
ト
ン
、
④
留
保
枠
は
一
五
・
一
ト

ン
、

・　

今
後
、
各
県
又
は
グ
ル
ー
プ
県
で
そ
れ
ぞ
れ
ご
と
に
管
理
細
則
を
作
成
し
、
留
保
枠
の
使
用
に

関
す
る
細
則
も
作
成
す
る
こ
と
。

【資料５　太平洋クロマグロに係る九州西部ブロック内の管理の概要】

平成２６年１２月２４日

水産庁漁業調整課

太平洋クロマグロに係る九州西部ブロック内の管理の概要

九州西部ブロックの年間上限値７４９トンについては、以下のとおり管理する

ことについて、九州西部ブロックを構成する県の間で合意が得られましたので

お知らせします。

○ 九州西部ブロック内の管理

（１） 年間上限値７４９トンのうち、その９８％に当たる７３４トンを、２０１０～

２０１２年の各県の平均漁獲実績に基づき①～③の通り上限として設定し、

残り２％に当たる１５．１トンを④（留保枠）とする。

①長崎県 ６３１．５トン

②山口県 ８３．４トン

③その他の県（福岡県、佐賀県、熊本県、鹿児島県及び沖縄県） １９．０トン

④留保枠 １５．１トン

（２） 長崎県及び山口県による自県漁船の管理、その他の県についての③

の管理、留保枠の使用等に係る運用の詳細については、今後、九州西部

ブロックを構成する県の間で引き続き検討し、来年３月末までを目途に細

則を策定する予定です。

なお、その他の５ブロックにおける管理についても、水産庁も入って、県や

漁業関係者との間で現在検討を進めており、順次固めていく予定です。

（出典　2014（平成26）年12月24日の水産記者クラブ提供資料より抜粋）
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こ
の
と
き
、
九
州
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
以

外
の
他
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
ま
だ
、

こ
う
い
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
管
理
手

法
に
つ
い
て
具
体
的
に
ま
と
ま
っ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
九
州
西
部

ブ
ロ
ッ
ク
の
管
理
手
法
は
、
他
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
し
て
も
、
一
つ
の
良
き

前
例
に
な
っ
た

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
一
月

か
ら
、
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
未

成
魚
（
小
型
魚
）
を
半
減
と
す
る
太

平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
が
始

ま
っ
た

の
漁
獲
上
限
を
も
と
に
議
論
し
て
お
り
、
こ
の
後
、
一
年
六
月
間
の
漁
獲
上
限
が
示
さ
れ
る
の
で
、

九
州
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
、
一
年
六
月
間
の
漁
獲
上
限
に
併
せ
て
ブ
ロ
ッ
ク
の
管
理
規
程
を
改
定

し
た
の
は
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
一
月
早
々
と
な
っ
た
。

（
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
一
月　

管
理
ス
タ
ー
ト
）

　

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
一
月
か
ら
、
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
未
成
魚
（
小
型
魚
）
を
半

減
と
す
る
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
が
始
ま
っ
た
。

　

こ
こ
で
、細
か
い
点
だ
が
、「
未
成
魚
」
と
「
小
型
魚
」、「
成
魚
」
と
「
大
型
魚
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
言
葉
の
由
来
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
の
保
存
管
理
措
置
の
文
言
と
な
っ
て
い
る
。
太
平
洋
ク
ロ

マ
グ
ロ
の
漁
獲
上
限
の
対
象
に
つ
い
て
、
二
〇
一
四
年
措
置
ま
で
「
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
未
成

魚
」
と
表
記
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
五
年
措
置
か
ら
「
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
」
と

変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、日
本
語
で
の
表
記
と
し
て
は
、二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
か
ら
「
三
〇

キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
小
型
魚
」、「
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
大
型
魚
」
と
整
理
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
た
め
、二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
一
月
以
降
の
水
産
庁
の
資
料
で
は
、「
小
型
魚
」、「
大
型
魚
」

と
記
載
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
に
お
い
て
も
、
こ
れ
よ
り
後
は
同
様
に
記
載
し
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
議
論
を
経
て
、
大
中
型
ま
き
網
漁
業
、
近
海
竿
釣
り
漁
業
等
、
沿
岸
六
ブ
ロ
ッ
ク
の

こ
こ
で
、
当
時
と
し
て
画
期
的
だ
っ
た
の
が
、

①　

ブ
ロ
ッ
ク
管
理
と
は
言
え
、
県
単
独
管
理
と
グ
ル
ー
プ
管
理
の
い
ず
れ
か
を
県
の
意
向
で
選
択

し
て
も
ら
う
形
で
ま
と
ま
っ
た
こ
と
、

②　

加
え
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
留
保
枠
を
設
け
る
こ
と
で
、
県
単
独
や
グ
ル
ー
プ
で
ま
ず
は
管
理
す

る
と
し
て
も
、
定
置
網
へ
の
突
発
的
な
漁
獲
な
ど
の
際
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
お
互
い
に
支
え
合

う
仕
組
み
に
で
き
た
こ
と

で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
の
決
ま
り
事
を
文
章
で
整
理
し
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
一
二
月
版
の
九

州
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
管
理
規
程
と
し
た
。
ま
た
、
管
理
の
実
践
中
に
改
善
が
必
要
な
こ
と
が
起
き
た

時
点
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
な
ど
を
開
催
し
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
九
州
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
以
外
の
他
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
ま
だ
、
こ
う
い
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク

内
の
管
理
手
法
に
つ
い
て
具
体
的
に
ま
と
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
九
州
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
の

管
理
手
法
は
、
他
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
し
て
も
、
一
つ
の
良
き
前
例
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

ま
た
、「
管
理
規
程
」
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
第
一
号
で
も
あ
る
の
で
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）

年
一
二
月
二
四
日
、た
ま
た
ま
ク
リ
ス
マ
ス
の
前
日
で
あ
っ
た
が
、水
産
記
者
ク
ラ
ブ
で
ブ
リ
ー
フ
ィ

ン
グ
し
、
併
せ
て
、
他
の
五
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
、
順
次
、
水
産
庁
が
間
に
入
っ
て
調
整
し
、
同

様
の
管
理
規
程
を
作
成
し
て
行
く
こ
と
を
説
明
し
た
。

　

な
お
、
補
足
だ
が
、
こ
の
時
点
（
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
一
二
月
）
で
は
、
ま
だ
一
年
間
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漁
獲
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
得
ら
れ
た
全

国
の
漁
獲
状
況
に
つ
い
て
、
誰
で
も

い
つ
で
も
自
分
の
目
で
見
て
確
認
で

き
る
よ
う
、
水
産
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
中
に
「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
部
屋
」
を

新
た
に
設
け
、
情
報
発
信

遊
漁
の
採
捕
量
調
査
は
、
二
〇
一
四

（
平
成
二
十
六
）
年
一
月
一
日
か
ら

一
二
月
三
一
日
ま
で
の
一
年
間
を
調

査
対
象
と
し
て
、
ま
ず
は
実
施

　

そ
の
後
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
三
月
の
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
に
お
い
て
も
、
同
様
に

管
理
方
針
や
取
組
み
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
た
。　

（
遊
漁
に
お
け
る
資
源
管
理
の
取
組
み
の
検
討
）【
資
料
６
、
資
料
７
】

　

と
き
は
、
少
し
遡
っ
て
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
秋
の
こ
と
。

　

浜
周
り
な
ど
で
漁
業
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
中
に
、
釣
り
な
ど
の
遊
漁
者
や
、
釣
り
船
な
ど

の
遊
漁
船
業
者
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に
つ
い
て
も
何
ら
か
の
資
源
管
理
の
取
組
み
が
必
要
で
は
な

い
か
と
の
意
見
が
多
か
っ
た
。

　

他
方
で
、
水
産
庁
で
も
、
こ
れ
ら
の
遊
漁
関
係
者
が
年
間
に
ど
れ
だ
け
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
採
捕
し

て
い
る
の
か
、
そ
も
そ
も
デ
ー
タ
が
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
ま
ず
は
遊
漁
の
採
捕
量
調

査
を
行
う
こ
と
か
ら
始
め
た
。
こ
の
遊
漁
の
採
捕
量
調
査
は
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
一
月

一
日
か
ら
一
二
月
三
一
日
ま
で
の
一
年
間
を
調
査
対
象
と
し
て
、
ま
ず
は
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
に
、
漁
業
者
が
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
遊
漁
関
係

者
に
も
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
水
産
庁
の
「
釣
り
人
専
門
官
」（
水
産
庁
に
は
、

遊
漁
関
係
の
業
務
を
専
門
に
担
当
す
る
職
員
が
お
り
、
そ
の
肩
書
き
が
「
釣
り
人
専
門
官
」
と
な
っ

て
い
る
）
を
中
心
に
、
釣
り
に
関
す
る
番
組
や
釣
り
人
が
多
く
集
ま
る
場
で
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
活
用

管
理
手
法
や
漁
獲
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
警
報
等
の
発
出
、
超
過
し
た
場
合
の
対
応
の
考
え
方
な
ど
を
改

め
て
文
章
で
整
理
す
る
こ
と
と
し
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

し
て
、
水
産
庁
資
源
管
理
部
長
名
で
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
一
月
五
日
に
「
太
平
洋
ク
ロ

マ
グ
ロ
に
係
る
資
源
管
理
の
実
施
に
つ
い
て
」
を
発
出

＊
＊＊
＊

し
た
。

　

こ
れ
と
同
時
に
、
漁
獲
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
得
ら
れ
た
全
国
の
漁
獲
状
況
に
つ
い
て
、
誰
で
も
い
つ

で
も
自
分
の
目
で
見
て
確
認
で
き
る
よ
う
、
水
産
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
に
「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
部

屋
」
を
新
た
に
設
け
（
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
一
月
一
四
日
）、情
報
発
信
す
る
こ
と
と
し
た
。

併
せ
て
「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
部
屋
」
で
は
、
漁
獲
情
報
の
み
な
ら
ず
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
に
関
す
る

様
々
な
情
報
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
、
先
ほ
ど
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
含
め
、
関
係
す
る
資
料
を
掲
載

す
る
こ
と
と
し
た
。

　

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
一
月
一
六
日
、
都
道
府
県
担
当
者
会
議
を
東
京
で
開
催
し
、
管
理

を
開
始
し
た
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
管
理
方
針
な
ど
を
改
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
に

は
、
県
内
の
漁
業
者
へ
の
周
知
徹
底
を
依
頼
し
た
。
ま
た
、
同
日
、
午
後
か
ら
は
都
道
府
県
担
当
者
・

漁
業
共
済
組
合
等
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
に
取
り
組
む
漁
業
者
の

収
入
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、
支
援
策
と
し
て
、
国
の
漁
業
収
入
安
定
対
策
事
業
の
「
積
立
ぷ
ら
す
」

を
活
用
し
た
「
強
度
資
源
管
理
タ
イ
プ
」
の
適
用
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。
強
度
資
源
管
理
タ
イ

プ
は
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
を
よ
り
厳
し
い
資
源
管
理
と
し
て
、
通
常
は
基
準
収
入
の

九
〇
％
ま
で
原
則
補
填
し
て
い
る
も
の
を
九
五
％
ま
で
補
填
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

＊
34
＊
平
成
二
十
七
年
一
月
五
日
付
け
二
六
水
管
第
一
九
六
六
号
水
産
庁
資
源
管
理
部
長
。
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【資料６　遊漁への取組み】

（出典　第６回太平洋クロマグロの資源・養殖管理に関する全国会議（2015（平成27）年８月27日）資料より抜粋）

【資料７　遊漁者・遊漁船業者の皆様へ】

クロマグロを対象とする遊漁船業者の皆様には、遊漁船業の
登録をしている各都道府県における具体的なお願いの内容に
ついて、当該都道府県から通知があります。

もし、他の都道府県の海域で案内を行おうとする場合には、
その海域における状況をホームページ等で確認してください。

クロマグロを対象とする遊漁者・遊漁船業者の皆様へ
全国の漁業者が取り組んでいる資源管理に、ご協力をお願いします！

漁業者がクロマグロ漁を自粛している間、

遊漁者の皆様にもクロマグロ採捕の自粛につき
ご理解とご協力をお願いします！

太平洋クロマグロは、近年、資源が悪い
状態が続いています。

「資源の回復のためには、小型魚の漁
獲の大幅な削減が必要」と、関係各国の
科学者が集まる会議で求められています。

これを受け、日本の漁業者は、一本釣り
漁業からまき網漁業まで全ての漁法で、
「30ｋｇ未満の小型魚を2002～2004年平

均漁獲実績の半分までしか獲らない」とい
う、厳しい資源管理に取り組んでいます。

全国を６ブロックに分け、ブロック
ごとに年間の小型魚の漁獲量の上
限を設けています。地域によっては、
県別に上限目標を設定しているとこ
ろもあります。

漁獲量が上限に近づいたら、国や
都道府県の指導のもと、漁業者は
操業自粛を行います。

漁業者が操業を自粛している間は、同じ漁
場でのクロマグロを対象とした釣りについては、
同様の自粛をお願いします。

各都道府県における状況や具体的なお願い
の内容は、水産庁や各都道府県のホーム
ページ等で確認してください。

なぜ太平洋クロマグロの
資源管理をするの？

沿岸漁業者が取り組む
資源管理の概要

遊漁者・遊漁船業者
の皆様への協力のお願い

1

太平洋北部日本海西部

日本海北部

太平洋南部

九州西部

瀬戸内海

北海道、青森、岩手、
宮城、福島、茨城

千葉、東京、神奈川、静岡、愛知、三重、和
歌山、徳島、高知、愛媛、大分、宮崎

和歌山、大阪、兵庫、

岡山、広島、山口、徳島、
香川、愛媛、福岡、大分

山口、福岡、佐賀、
長崎、熊本、鹿児島、
沖縄

福井、京都、兵
庫、鳥取、島根

北海道、青森、秋田、山形、
新潟、富山、石川

○大中型まき網漁業
○その他の沿岸漁業等
・近海竿釣り漁業等
・沿岸漁業（６ブロック）

【水産庁ホームページでの情報発信（例）】

太平洋クロマグロに関する詳しい
情報は水産庁ホームページ内
「くろまぐろの部屋」をご覧下さい。
http://www.jfa.maff.go.jp/j/tuna/
maguro_gyogyou/bluefinkanri.html

平成２７年９月
【お問い合わせ先】
水産庁漁業調整課沿岸・遊漁室
TEL：03‐3502‐8111（内線6705）

【各ブロックの区分】

ブロック名 都道府県名
操業自粛
の方法

操業自粛
開始日

●●
ブロック

▲▲県

▲▲県 Ｂ H27.●.●

▲▲県 Ｂ H27.●.●

▲▲県

▲▲県 Ｃ H27.●.●

▲▲県 Ａ H27.●.●

A ： 全漁業者が、30ｋｇ未満・以上を問わず操業自粛中。クロマグロを
対象とした遊漁を控えてください。

B ： 全漁業者が、30ｋｇ未満を対象に操業自粛中。遊漁者は30ｋｇ以上
のクロマグロを対象とした遊漁は可能ですが、30ｋｇ未満がかかった場合
にはリリースしてください。

C ： 一部の漁業者が操業自粛中。A・B以外の形で遊漁者へのお願い
を実施していますので、詳しくは都道府県へ確認してください。

A～Ｃ共通 ： クロマグロ以外を目的とした遊漁は可能ですが、万が一
30ｋｇ未満がかかった場合にはリリースしてください。

漁獲状況 発出する情報

漁獲上限の７割 注意報

〃 ８割 警報

〃 ９割 特別警報

上限に達する前
操業自粛要請

（９割５分）

（出典　水産庁ホームページ「くろまぐろの部屋」より）

○遊漁への取り組み１

○遊漁におけるクロマグロ採捕量調査の結果について

◇遊漁船調査
・集計方法：各都道府県から提出された採捕量を、それぞれ提出率で逆算した推計値
により集計
○全重量：１５．６トン（推計値） ○３０ｋｇ未満重量：６．４トン（推計値）

◇プレジャーボート調査
・アンケートの回答数が少なく統計的に有意な推定を行うことが困難。
・現在のクロマグロの資源状況においては、プレジャーボートによるクロマグロの採捕
量は、クロマグロ全体の採捕量に比べて、極めて少ないと考えられる。

※調査期間 平成２６年１月１日～平成２６年１２月３１日

○遊漁におけるクロマグロの資源管理について

＜基本的な考え方＞
遊漁におけるクロマグロの資源管理は、漁業者の操業自粛に歩調を合わせていく

こととする。
・漁業者への操業自粛要請と同様のタイミングで遊漁者にも釣りを控えていただくよう「理解と協
力」を求めていく。

・遊漁船業者については都道府県を通じて、プレジャーボートについては対象者が不明確なので
都道府県や釣り団体の各ＨＰやＴＶ等の媒体を通じて呼びかけ。

○遊漁への取り組み２

局名：釣りビジョン（ ： ｃｈ）
番組名：つりステーション第４６７回

○ 遊漁者のみなさんからも広く協力頂けるよう、現在、釣りに関する番組や、釣り人が
多く集まる場等で、リーフレットを活用しながら協力を呼びかけ。

初回放送：
年 月 日 ～

以降再放送４回、計５回放映済み

本コーナーは釣りビジョンのホーム
ページにて動画無料配信中

↓↓このＵＲＬで視聴が可能です。

２０１６年２月２日（火）
水産経済新聞（７面）
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遊
漁
に
お
け
る
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ

の
資
源
管
理
の
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
は
、
ま
ず
は
漁
業
者
の
操
業
自

粛
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
と

し
、
漁
業
者
へ
の
操
業
自
粛
要
請
と

同
様
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
遊
漁
者
に
も

釣
り
を
控
え
て
も
ら
え
る
よ
う
「
理

解
と
協
力
」
を
求
め
て
行
く

全
体
と
し
て
検
討
し
た
結
果
、
全
国

単
位
で
で
き
る
範
囲
と
し
て
、
ま
ず

は
「
月
末
締
め
の
翌
月
末
ま
で
」
と

い
う
形
か
ら
、
漁
獲
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
は
じ
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た

し
な
が
ら
協
力
を
広
く
呼
び
か
け
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
一
月
に
開
設
し
た

水
産
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
部
屋
」
で
も
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
掲
載
し
、
遊
漁
関
係
者

を
含
め
広
く
情
報
発
信
し
た
。

　

そ
の
後
、
遊
漁
の
採
捕
量
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
の
は
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
の

夏
前
頃
だ
っ
た
。
結
果
概
要
と
し
て
は
、
推
計
値
で
は
あ
る
が
、
遊
漁
船
調
査
に
よ
る
ク
ロ
マ
グ
ロ

の
採
捕
重
量
は
一
五
・
六
ト
ン
で
、
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
は
六
・
四
ト
ン
で
あ
っ
た
。
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
回
答
数
が
少
な
く
、
統
計
的
に
有
意
な
推
定
を
行
う
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
遊
漁
に
お
け
る
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
の
基
本

的
な
考
え
方
と
し
て
は
、
ま
ず
は
漁
業
者
の
操
業
自
粛
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
と
し
、
漁
業

者
へ
の
操
業
自
粛
要
請
と
同
様
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
遊
漁
者
に
も
釣
り
を
控
え
て
も
ら
え
る
よ
う
「
理

解
と
協
力
」
を
求
め
て
行
く
こ
と
と
し
た
。

　

調
査
結
果
と
取
組
方
針
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
八
月
の
全
国
会
議
を
は
じ

め
、
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
や
浜
周
り
に
お
い
て
も
説
明
し
、
広
く
情
報
共
有
を
図
っ
た
。

（
漁
獲
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
公
表
）【
資
料
８
】

　

二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
に
試
験
実
施
を
行
っ
た
漁
獲
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
そ
の
後
、
改
善

を
重
ね
な
が
ら
報
告
体
制
を
整
え
、
漁
業
者
や
漁
協
か
ら
都
道
府
県
を
通
じ
て
、
漁
業
情
報
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
）
に
デ
ー
タ
を
送
信
し
て
一
括
集
約
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
水
産
庁
は

こ
の
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
に
集
ま
っ
た
デ
ー
タ
を
取
り
出
し
て
、
水
産
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の

部
屋
」
の
中
で
最
新
の
漁
獲
状
況
と
し
て
公
表
し
て
い
る
。

　

試
験
実
施
の
際
に
最
も
検
討
を
要
し
た
こ
と
が
、
報
告
頻
度
で
あ
っ
た
。
管
理
の
こ
と
だ
け
を
考

え
る
と
、
毎
日
で
も
報
告
が
あ
っ
て
、
そ
の
日
そ
の
瞬
間
に
何
ト
ン
の
漁
獲
が
あ
っ
た
の
か
分
か
れ

ば
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
盛
漁
期
は
別
と
し
て
も
、
一
年
を
通
じ
て
、
そ
の
日
に

漁
獲
が
あ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
中
で
、
全
国
津
々
浦
々
の
全
て
の
浜
に
、
毎
日
の
報
告
と
い
う

相
当
な
負
担
を
掛
け
る
こ
と
は
、
現
実
問
題
と
し
て
困
難
で
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
漁
獲
報
告
が
不
要
な
わ
け
で
は
な
く
、
矛
盾
し
た
こ
と
を
言
う
よ
う

だ
が
、
で
き
る
だ
け
多
い
頻
度
で
漁
獲
報
告
が
欲
し
い
と
い
う
の
も
事
実
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中

で
、
全
体
と
し
て
検
討
し
た
結
果
、
全
国
単
位
で
で
き
る
範
囲
と
し
て
、
ま
ず
は
「
月
末
締
め
の
翌

月
末
ま
で
」
と
い
う
形
か
ら
、
漁
獲
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
は
じ
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
た

だ
し
、
漁
獲
が
積
み
上
が
る
場
合
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
報
告
頻
度
を
上
げ
て
、
月
末
締
め
の
報
告

と
は
別
に
、「
概
数
報
告
」
と
し
て
報
告
し
て
も
ら
い
、柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
た
。

　

こ
う
し
て
、
浜
や
都
道
府
県
の
多
大
な
る
協
力
に
よ
り
始
動
し
始
め
た
漁
獲
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、

管
理
開
始
と
同
時
の
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
一
月
か
ら
本
格
稼
働
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
先

ほ
ど
の
と
お
り
、
報
告
は
「
月
末
締
め
の
翌
月
末
ま
で
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
年
一
月

分
の
漁
獲
状
況
は
二
月
末
に
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
に
集
約
さ
れ
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
三
月
六
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二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
四
月

二
一
日
に
、
築
地
市
場
の
会
議
室
で

「
流
通
関
係
意
見
交
換
会
」
を
開
催

日
、
水
産
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
部
屋
」
に
掲
載
し
た
。
ま
た
、
二
〇
一
五
（
平
成

二
十
七
）
年
一
月
分
の
漁
獲
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
部
屋
」
へ
の
掲
載
は
初
回
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
行
っ
て
、
以
降
毎
月
、
漁
獲
状
況
を
「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
部

屋
」
で
更
新
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

（
流
通
関
係
意
見
交
換
会
）

　

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
を
着
実
に
進
め
る
た
め
に
は
、
漁
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
生
産

者
の
協
力
の
み
な
ら
ず
、
流
通
関
係
業
者
の
理
解
と
協
力
も
必
要
な
こ
と
か
ら
、
二
〇
一
五
（
平
成

二
十
七
）
年
四
月
二
一
日
に
、
築
地
市
場
の
会
議
室
で
「
流
通
関
係
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し
、
同

年
一
月
か
ら
開
始
し
た
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
の
取
組
み
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

　

流
通
関
係
者
か
ら
の
意
見
と
し
て
は
、

「
将
来
マ
グ
ロ
が
な
く
な
る
と
困
る
の
で
、
し
っ
か
り
管
理
し
て
欲
し
い
」、

「
流
通
各
社
も
、
漁
業
者
の
管
理
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
」

な
ど
、
漁
業
者
の
管
理
を
応
援
す
る
前
向
き
な
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

（
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
管
理
規
程
の
検
討
状
況
）【
資
料
９
】

　

ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
管
理
規
程
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
一
〇
月
の
第
一
回
ブ

【資料８　太平洋クロマグロの漁獲状況について（平成27年３月６日付けプレスリリー
ス）】

平成 年 月 日

水産庁

太平洋クロマグロの漁獲状況について

水産庁は、太平洋クロマグロの資源回復を図るため、中西部太平洋まぐろ類委員会での国際合意に基づき資源管理を行っ

ており、平成 年 月の漁獲状況を公表します。漁獲状況については、今後ホームページにて順次更新していきます。

概要

我が国は太平洋クロマグロの資源回復を図るため、中西部太平洋まぐろ類委員会での国際合意に基づき平成 年より管

理強化に取り組んできたところです。平成 年 月からは キロ未満の小型魚について 年から 年までの年平

均漁獲実績から半減する措置を実施しています。

この資源管理を適切に実施していくためには、同資源を利用している全ての漁業者 沿岸漁業 曳き縄、定置網等 、大中型

まき網漁業、近海竿釣り漁業等 が一丸となって、それぞれの漁業特性に応じながら取り組んでいくことが必要です。

このため、水産庁では、各都道府県及び関係団体から報告された漁獲状況について取りまとめ、ホームページに最新情報

を掲載し、これを原則的に毎月更新していきます。

漁獲状況

平成 年 月の キロ未満小型魚の漁獲量は、 トンです。

沿岸漁業 曳き縄、定置網等 トン

大中型まき網漁業 トン

近海竿釣り漁業等 トン
この漁獲状況は、毎月末までに各都道府県及び関係団体から報告されたものであり、引き続き次のホームページに最新

情報を掲載し更新していきます。

資源管理の内容

太平洋クロマグロについては、以下の内容で資源管理を行っています。

管理目標 当面の目標

現在 年 の親魚資源量 万トンを 年以内 年まで に 万トンまで回復

我が国の キロ未満小型魚の年間漁獲量の上限

トン 年から 年までの我が国の年平均漁獲実績から半減

沿岸漁業 曳き縄、定置網等 トン

大中型まき網漁業 トン

近海竿釣り漁業等 トン

管理手法

ア沿岸漁業は全国を ブロックに分け、ブロックごとの上限を設けて漁獲量をモニタリングするとともに、ブロックごとの漁

獲状況を各都道府県にフィードバック

イ大中型まき網漁業、近海竿釣り漁業等は漁業種類ごとに管理

参考

太平洋クロマグロの資源管理の詳細については、次のホームページに掲載しています。
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二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
六
月

に
入
る
と
、
日
本
の
東
側
を
中
心
に

漁
獲
が
積
み
上
が
り
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

で
の
県
単
独
管
理
や
グ
ル
ー
プ
管
理

の
漁
獲
目
安
を
超
え
る
よ
う
な
状
況

と
な
っ
た

【資料９　「太平洋クロマグロに係る６ブロックの資源管理の概要について」平成27年
５月22日水産記者クラブ配布資料より抜粋】

ロ
ッ
ク
会
議
以
降
、
断
続
的
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
検
討
を
重
ね
た
。
先
ほ
ど
の
と
お
り
、
九
州
西
部
ブ

ロ
ッ
ク
は
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
一
二
月
に
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
で
最
初
に
九
州
西
部
ブ
ロ
ッ

ク
の
管
理
規
程
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
の
で
、
他
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
九
州
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
管
理
規
程

を
参
考
と
し
つ
つ
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
主
漁
期
ま
で
に
は
、
管
理
規
程
が
ま
と

ま
る
よ
う
、
急
ピ
ッ
チ
で
検
討
を
進
め
た
。
結
果
、
全
ブ
ロ
ッ
ク
の
管
理
規
程
が
ま
と
ま
っ
た
の
は

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
五
月
二
二
日
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
管
理
規
程
に
つ
い
て
も
、

水
産
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
部
屋
」
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
水
産
記
者
ク
ラ
ブ
に
お

い
て
、全
ブ
ロ
ッ
ク
の
管
理
方
針
を
「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
部
屋
」
で
見
ら
れ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
た
。

（
初
の
注
意
報
・
警
報
、
操
業
自
粛
要
請
へ
）【
資
料
10
】

　

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
六
月
に
入
る
と
、
日
本
の
東
側
を
中
心
に
漁
獲
が
積
み
上
が
り
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
県
単
独
管
理
や
グ
ル
ー
プ
管
理
の
漁
獲
目
安
を
超
え
る
よ
う
な
状
況
と
な
っ
た
。

　

多
少
、
お
さ
ら
い
と
な
る
が
、
注
意
報
や
警
報
は
、
水
産
庁
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
「
太
平
洋
ク
ロ
マ

グ
ロ
の
資
源
管
理
の
実
施
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
漁
獲
上
限
に
近
づ
く
場
合
に
発
出

し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
漁
獲
上
限
の
七
割
で
注
意
報
、
八
割
で
警
報
、
九
割
で

特
別
警
報
、
九
割
五
分
で
操
業
自
粛
要
請
を
水
産
庁
か
ら
発
出
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク

内
の
県
単
独
管
理
や
グ
ル
ー
プ
管
理
の
場
合
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
管
理
方
針
に
基
づ
き
先
ほ
ど
と
同

様
の
基
準
で
、
水
産
庁
と
都
道
府
県
が
協
力
し
て
、
県
又
は
グ
ル
ー
プ
注
意
報
、
県
又
は
グ
ル
ー
プ
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二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
九
月

一
六
日
に
、
初
め
て
ブ
ロ
ッ
ク
と
し

て
の
注
意
報
を
水
産
庁
か
ら
発
出
し

た二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
一
二

月
四
日
に
は
、
日
本
海
北
部
ブ
ロ
ッ

ク
で
注
意
報
と
な
っ
た

　

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
一
一
月
以
降
は
、
日
本
の
西
側
で
も
漁
獲
が
積
み
上
が
り
、
兵
庫

県
、
鳥
取
県
、
島
根
県
、
山
口
県
、
長
崎
県
、
熊
本
県
で
そ
れ
ぞ
れ
県
注
意
報
や
県
警
報
等
と
な
り
、

一
部
の
県
で
は
県
操
業
自
粛
要
請
と
な
っ
た
。
な
お
、
西
側
の
こ
れ
ら
の
県
で
の
漁
獲
は
漁
船
漁
業

が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
操
業
日
数
の
削
減
や
操
業
の
自
粛
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
以
外
の
魚
種
へ

の
転
換
な
ど
、
漁
業
者
の
協
力
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
取
組
み
が
行
わ
れ
、
漁
獲
抑
制
に
つ
な
が
っ
た
。

　

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
一
二
月
四
日
に
は
、日
本
海
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
注
意
報

＊
＊＊
＊

と
な
っ
た
。

特
に
、
青
森
県
や
秋
田
県
、
山
形
県
で
の
漁
獲
が
積
み
上
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
浜
毎
に
、
漁
船
で
あ

れ
ば
操
業
日
数
の
削
減
、
定
置
網
で
あ
れ
ば
小
型
魚
の
再
放
流
や
網
起
こ
し
の
休
止
や
回
数
制
限
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
取
組
み
が
な
さ
れ
た
。

　

な
お
、
日
本
海
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
四
月
八
日
に
、
警
報

＊
＊＊
＊

と
な
っ

た
。
し
か
し
こ
の
警
報
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
急
激
な
漁
獲
の
積
み
上
が
り
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
、
管
理
期
間
の
変
更
に
よ
る
も
の
な
の
で
、
補
足
し
た
い
。

　

管
理
期
間
は
、
当
初
、
漁
期
に
合
わ
せ
、
日
本
海
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
四
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
、

日
本
海
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
以
外
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
管
理
期
間
は
、
七
月
か
ら
翌
年
六
月
ま
で
で
あ
っ
た
。

警
報
、
と
い
っ
た
形
で
発
出
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
漁
獲
が
積
み
上
が
っ
た
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
六
月
以
降
は
、
水
産
庁

と
都
道
府
県
が
協
力
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
毎
に
、
県
注
意
報
や
県
警
報
を
発
出
し
、
予
め

設
け
た
漁
獲
目
安
を
超
え
な
い
よ
う
呼
び
か
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
九
月
に
な
る
と
、
太
平
洋

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
漁
獲
上
限
の
七
割
に
到
達
し
て
し
ま
い
、
二
〇
一
五
（
平
成

二
十
七
）
年
九
月
一
六
日
に
、
初
め
て
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
の
注
意
報
を
水
産
庁
か
ら
発
出

＊
＊＊
＊

し
た
。
こ

の
際
、資
源
管
理
の
取
組
み
は
、漁
業
者
の
み
な
ら
ず
流
通
加
工
業
者
や
消
費
者
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
々

の
理
解
と
協
力
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
同
日
の
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
九
月
一
六
日
に
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
を
行
っ
た
。

　

こ
の
と
き
の
太
平
洋
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
漁
獲
状
況
と
し
て
は
、
北
海
道
と
青
森
県
を
中
心
に
漁
獲

が
積
み
上
が
っ
た
。
両
道
県
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
浜
毎
に
、
漁
船
で
あ
れ
ば
操
業
日
数
の
削
減
、
定

置
網
で
あ
れ
ば
小
型
魚
の
再
放
流
や
網
起
こ
し
の
休
止
や
回
数
制
限
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
資
源
管
理
の

取
組
み
を
行
っ
た
も
の
の
、
特
に
定
置
網
に
お
い
て
、
極
短
期
間
の
う
ち
の
予
測
不
能
な
大
量
入
網

な
ど
に
よ
り
、
漁
業
者
の
資
源
管
理
の
努
力
を
超
え
る
状
況
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
太
平
洋
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
、
注
意
報
後
も
漁
獲
が
進
み
、

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
一
〇
月
二
〇
日
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
の
漁
獲
上
限
の
八
割
に
達
し
、
太
平

洋
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
警
報

＊
＊＊
＊

、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
一
一
月
一
三
日
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
の
漁
獲

上
限
の
九
割
五
分
を
超
え
操
業
自
粛
要
請

＊
＊＊
＊

と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
行
っ
た
。

＊
35
＊
平
成
二
十
七
年
九
月
十
六
日
付
け
二
七
水
管
第
一
三
〇
二
号
水
産
庁
資
源
管
理
部
管
理
課
長
、
漁
業
調
整
課
長
。

＊
36
＊
平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
日
付
け 

二
七
水
管
第
一
四
九
九
号
水
産
庁
資
源
管
理
部
管
理
課
長
、
漁
業
調
整
課
長
。

＊
37
＊
平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
三
日
付
け
二
七
水
管
第
一
五
九
九
号
水
産
庁
資
源
管
理
部
管
理
課
長
、
漁
業
調
整
課
長
。

＊
38
＊
平
成
二
十
七
年
十
二
月
四
日
付
け
二
七
水
管
第
一
七
四
〇
号
水
産
庁
資
源
管
理
部
管
理
課
長
、
漁
業
調
整
課
長
。

＊
39
＊
平
成
二
十
八
年
四
月
八
日
付
け
二
八
水
管
第
六
三
号
水
産
庁
資
源
管
理
部
管
理
課
長
、
漁
業
調
整
課
長
。
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【資料10　太平洋クロマグロの漁獲に係る太平洋北部ブロックへの注意報発出につい
て（平成27年9月16日プレスリリース）】

平成 年 月 日

水産庁

太平洋クロマグロの漁獲に係る太平洋北部ブロックへの注意報発出について

水産庁は、太平洋北部ブロックに属する道県に対して、「太平洋クロマグロに係る資源管理の実施について」に基づき、太

平洋クロマグロの漁獲に係る注意報を発出しました。

．背景

我が国は太平洋クロマグロの資源回復を図るため、中西部太平洋まぐろ類委員会（ ）での国際合意に基づき、平成

年より管理強化に取り組んできたところです。

平成 年 月からは キロ未満の小型魚について 年から 年までの年平均漁獲実績から半減する措置を実

施しています。

この資源管理を適切に実施していくため、水産庁では、各都道府県及び関係団体から報告された漁獲状況について取りま

とめ、ホームページに最新情報を掲載し、公表しています。

．概要

クロマグロの小型魚の沿岸漁業における漁獲について、各都道府県からの漁獲モニタリング報告を集計した結果、平成

年 月 日現在、太平洋北部ブロック（北海道、青森県、岩手県、宮城県、福島県、茨城県）における漁獲量がブロック別

の漁獲上限の 割に達しました。

このため、「太平洋クロマグロに係る資源管理の実施について（平成 年 月 日付け 水管第 号）」に基づき、太

平洋クロマグロの漁獲に係る注意報を太平洋北部ブロックに属する道県に対して発出するとともに、他ブロックに属する都

道府県に対しても周知しました。

平成 年 月 日現在（速報値）、漁獲量は トンです（漁獲上限： トン）。

※ 現時点での報告をとりまとめた速報値であり、報告の間に間に合わなかったものがある点や、後日報告値の修正の可

能性もある点をあらかじめ留意してください。

．資源管理の内容

太平洋クロマグロについては、以下の内容で資源管理を行っています。

（ ）管理目標（当面の目標）

現在（ 年）の親魚資源量 万トンを 年以内（ 年まで）に 万トンまで回復

（ ）我が国の キロ未満小型魚の年間漁獲量の上限

トン（ 年から 年までの我が国の年平均漁獲実績から半減）

ア．沿岸漁業（曳き縄、定置網等） トン

イ．大中型まき網漁業 トン

ウ．近海竿釣り漁業等 トン

（ ）管理手法

ア．沿岸漁業は全国を ブロックに分け、ブロックごとの上限を設けて漁獲量をモニタリングするとともに、ブロックごとの漁

獲状況を各都道府県にフィードバック

イ．大中型まき網漁業、近海竿釣り漁業等は漁業種類ごとに管理

．その他

太平洋クロマグロの資源管理の概要は、当庁ホームページから御覧になれます。

＜添付資料＞（添付ファイルは別ウィンドウで開きます。）

 太平洋クロマグロの漁獲に係る注意報発出について（ ： ）

 （参考）太平洋北部ブロック 道県別・月別・漁業種類別漁獲状況一覧（平成 年 月末）（ ： ）

 太平洋クロマグロに係る資源管理の実施について（ ： ）
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こ
れ
ま
で
に
判
明
し
た
漁
獲
管
理
の

課
題
と
し
て
、
年
に
よ
り
、
漁
獲
さ

れ
る
時
期
や
地
域
、
サ
イ
ズ
、
漁
獲

量
の
変
動
が
大
き
い
こ
と
、
ま
き
網

や
曳
き
縄
、
は
え
縄
、
定
置
網
な
ど

多
種
多
様
な
漁
法
に
よ
り
漁
獲
さ
れ

て
い
る
中
で
、
関
係
者
間
で
の
公
平

性
、
透
明
性
の
確
保
が
必
要

だ
い
て
い
る
。
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
も
非
常
に
た
く
さ
ん
の
参
加
者
で
、
三
田
共
用
会
議

所
の
一
番
大
き
な
講
堂
が
ほ
ぼ
満
席
状
態
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
へ

の
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
い
知
れ
る
。

　

こ
の
と
き
の
会
議
は
、翌
週
の
八
月
三
一
日
か
ら
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
北
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、

ま
ず
は
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
と
し
て
、

①　

Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
に
お
け
る
長
期
管
理
目
標
（
資
源
が
悪
化
し
た
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
い
つ
ま
で
に
、
ど

の
レ
ベ
ル
ま
で
回
復
さ
せ
る
か
、
ま
た
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
間
の
資
源
状
態
に
応
じ
て
、
予
め

決
め
て
お
く
具
体
的
な
管
理
措
置
な
ど
）
に
関
す
る
議
論
や
、

②　

緊
急
ル
ー
ル
（
加
入
の
大
幅
な
低
下
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
、
全
て
の
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
メ
ン
バ
ー

が
従
う
べ
き
具
体
的
な
ル
ー
ル
）
の
検
討
、

を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
国
内
に
お
け
る
資
源
管
理
の
取
り
組
み
状
況
と
し
て
、

①　

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
一
月
か
ら
の
第
一
管
理
期
間
の
漁
獲
状
況
や
、

②　

こ
れ
ま
で
に
判
明
し
た
漁
獲
管
理
の
課
題
と
し
て
、
年
に
よ
り
、
漁
獲
さ
れ
る
時
期
や
地
域
、

サ
イ
ズ
、
漁
獲
量
の
変
動
が
大
き
い
こ
と
、
ま
き
網
や
曳
き
縄
、
は
え
縄
、
定
置
網
な
ど
多
種
多

様
な
漁
法
に
よ
り
漁
獲
さ
れ
て
い
る
中
で
、
関
係
者
間
で
の
公
平
性
、
透
明
性
の
確
保
が
必
要
な

こ
と
、

③　

遊
漁
に
お
け
る
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
ま
ず
は
漁
業

者
の
操
業
自
粛
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
、
漁
業
者
へ
の
操
業
自
粛
要
請
と
同
様
の
タ
イ
ミ

と
こ
ろ
が
、
実
際
管
理
に
取
り
組
ん
で
見
る
と
、
日
本
海
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
み
と
は
言
え
、
ブ
ロ
ッ

ク
に
よ
っ
て
管
理
期
間
が
異
な
る
と
、
現
実
的
に
は
な
か
な
か
管
理
が
複
雑
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
、

言
う
は
易
く
行
う
は
難
し
で
面
目
な
い
限
り
だ
が
、
管
理
初
年
の
途
中
だ
っ
た
も
の
の
、
日
本
海
北

部
ブ
ロ
ッ
ク
の
関
係
道
県
と
協
議
を
重
ね
、
結
果
、
三
月
ま
で
の
第
一
管
理
期
間
を
三
か
月
間
延
長

し
六
月
ま
で
と
し
た
。
他
方
で
、
日
本
海
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
漁
獲
上
限
の
残
枠
は
、
延
長
時
点
で
ブ

ロ
ッ
ク
と
し
て
一
〇
〇
ト
ン
以
上
あ
っ
た
こ
と
、
例
年
で
あ
れ
ば
四
月
か
ら
六
月
は
、
日
本
海
北
部

と
し
て
は
全
体
的
に
は
主
漁
期
で
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
反
面
、
一
部
の
地
域
で
の
定
置
網
等
に
よ
り

漁
獲
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
面
は
こ
の
一
〇
〇
ト
ン
強
の
漁
獲
上
限
で
管
理
し
、
状
況

を
注
視
し
な
が
ら
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。　

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
の
も
と
、
日
本
海
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
漁
獲
上
限
と
し
て
は
六
二
五
ト
ン
の
ま
ま

な
の
で
、
警
報
水
準
は
ブ
ロ
ッ
ク
の
漁
獲
上
限
の
八
割
で
あ
る
五
〇
〇
ト
ン
。
一
方
で
、
二
〇
一
六

（
平
成
二
十
八
）
年
四
月
時
点
で
判
明
し
た
日
本
海
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
漁
獲
量
は
五
〇
一
ト
ン
だ
っ

た
た
め
、
警
報
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
漁
業
者
の
資
源
管
理
の
取
組
み
は
、
二
〇
一
五
（
平

成
二
十
七
）
年
一
二
月
の
注
意
報
以
降
も
、
引
き
続
き
徹
底
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
申
し
添
え
た
い
。

（
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
八
月
の
全
国
会
議
と
一
一
月
の
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
）【
資
料
11
】

　

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
八
月
二
七
日
、
例
年
の
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
全
国
会
議
を
東
京

の
三
田
共
用
会
議
所
講
堂
で
開
催
し
た
。
全
国
会
議
は
、
年
を
重
ね
る
度
に
多
く
の
方
に
参
加
い
た
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国
際
約
束
で
あ
る
日
本
の
漁
獲
上
限

を
遵
守
、
徹
底
す
る
た
め
に
は
、
漁

業
者
へ
の
資
源
管
理
の
取
組
み
の
浸

透
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
も
、
公
的

規
制
の
導
入
を
検
討
し
て
行
く
必
要

が
あ
る

【資料11　太平洋クロマグロの資源状況と管理の方向性について】

３－２．ブロックごと、漁業種類ごとの管理の概要

日本海北部 北海道、青森、秋田、山形、新潟、富山、
石川

・各道県の漁獲目安に基づき管理
【漁獲上限】 トン

太平洋北部 北海道、青森、岩手、宮城、福島、茨城

・青森県と茨城県は県ごとに管理。
・その他の県はグループ管理。
【漁獲上限】 トン

青森県 トン 茨城県 トン

太平洋南部
瀬戸内海

千葉、東京、神奈川、静岡、愛知、三重、
和歌山、大阪、兵庫、岡山、広島、山口、
徳島、香川、愛媛、高知、福岡、大分、宮崎

・太平洋南部 トンと瀬戸内海 トンを合わ
せた トンで管理。
・千葉県、神奈川県、静岡県、和歌山県、高
知県及び福岡県は県ごとに漁獲目安に基づ
き管理。
・それ以外の都府県はグループ管理。
【漁獲上限】 トン
千葉県・神奈川県・静岡県・和歌山県・高知
県・福岡県 トン
それ以外の都府県 トン、留保枠 トン

日本海西部 福井、京都、兵庫、鳥取、島根

・島根県は単県で管理。
・その他の県はグループ管理。
【漁獲上限】 トン
島根県 トン 福井県と京都府 トン
兵庫県と鳥取県 トン 留保枠 トン

九州西部 山口、福岡、佐賀、長崎、熊本、鹿児島、
沖縄

・長崎県と山口県は県ごとに管理。
・その他の県はグループ管理。
【漁獲上限】 トン
長崎県 トン 山口県 トン
その他の県 トン 留保枠 トン

大中型まき網漁業

近海竿釣り漁業等

【小型魚（ ㎏未満）】
・大中型まき網全体で年間の総漁獲量が次の数量を超えないよう管理。

～ 年： トン（ 年比約 ％削減）
年： トン（ 年比約 ％削減）
年： トン 年比約 削減

【小型魚（ ㎏未満）】
近海竿釣り漁業（指定漁業）、東シナ海等かじき等流し網漁業（特定大臣許可漁業）
及びかじき等流し網漁業（届出漁業）全体で、年間の総漁獲量が トンを超えない
よう管理。

【大型魚（ ㎏以上）】
・大中型まき網全体で、年間の総漁獲量が トンを超えないよう管理。
・日本海大中型まき網業界の自主規制として、日本海の産卵期（ ～ 月）の総漁獲量
が トンを超えないよう管理。 また、 月の操業を自粛。
※ 日本海産卵期漁獲実績：

トン（ 年）、 トン（ 年）、 トン（ 年）、
トン（ 年）、 トン（ 年）

（出典　太平洋クロマグロの資源・養殖管理に関する全国会議（2015（平成27）年８月27日）資料より抜粋）

ン
グ
で
遊
漁
者
に
も
釣
り
を
控
え
て
も
ら
え
る
よ
う
「
理
解
と
協
力
」
を
求
め
て
行
く
こ
と

を
説
明
し
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
資
源
評
価
に
関
す
る
質
問
や
、
同
年
六
月
頃
の
北
海
道
や
青
森
県
を
中
心
と
す

る
極
短
期
間
で
の
突
発
的
な
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
大
量
漁
獲
に
関
す
る
対
応
と
要
望
、
産
卵
期
の

管
理
に
関
す
る
質
問
と
要
望
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
一
一
月
の
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
で
は
、
同
年
八
月

三
一
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
北
小
委
員
会
の
結
果
概
要
、
国
内
の
管
理
の
取
組
み
状
況
や

警
報
等
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
の
北
小
委
員
会
で
の
議
論

に
関
す
る
質
問
や
、
定
置
網
等
の
漁
獲
管
理
の
難
し
さ
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ
た
。

（
公
的
規
制
の
導
入
に
向
け
た
検
討
の
開
始
）【
資
料
12
】

　

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
管
理
は
、
水
産
庁
や
都
道
府
県
な
ど
の
行
政
が
関
わ
っ
て
い
る
も
の
の
、

法
的
担
保
が
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
公
的
規
制
と
自
主
規
制
の
い
ず
れ
か
と
問
わ
れ
る
と
、
厳
密

に
は
自
主
規
制
と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
際
約
束
で
あ
る
日
本
の
漁
獲
上
限
を
遵
守
、
徹
底
す

る
た
め
に
は
、
漁
業
者
へ
の
資
源
管
理
の
取
組
み
の
浸
透
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
も
、
公
的
規
制
の

導
入
を
検
討
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

　

と
き
は
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
の
秋
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
水
産
庁
と
し
て
は
、
公

的
規
制
の
導
入
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
様
々
な
方
か
ら
広
く
意
見
を
聴
く
と
こ
ろ
か
ら
検
討
を
は
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一
連
の
検
討
の
総
称
が
、
二
〇
一
六

（
平
成
二
十
八
）
年
か
ら
の
第
二
管

理
期
間
で
用
い
て
い
る
「
く
ろ
ま
ぐ

ろ
型
の
数
量
管
理
」
と
な
っ
た

じ
め
た
。
こ
れ
ま
で
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
広
域
漁
業

調
整
委
員
会
や
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
全
国
会
議
、
個
別
の
浜
周
り
や
都
道
府
県
担
当
者
会
議
、
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
で
、
情
報
共
有
や
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
公
的
規
制
の
導
入
検
討
に
当
た
り
、

こ
れ
ら
の
会
議
に
加
え
、
水
産
政
策
審
議
会
資
源
管
理
分
科
会
に
お
い
て
も
議
論
し
て
も
ら
う
こ
と

と
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
、
法
的
担
保
や
公
的
規
制
の
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
ま
だ
確
固
た
る
も
の
が

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
資
源
管
理
に
は
、
前
述
で
も
触
れ
た
と
お
り
、
そ
も
そ
も
、
漁
獲
可
能

量
制
度
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
読
み
方
は
「
タ
ッ
ク
」）、T

otal A
llow

able C
atch

の
略
）
と
呼
ば
れ
る
数

量
管
理
の
仕
組
み
が
あ
っ
て
、
こ
の
制
度
は
「
資
源
管
理
法
」
に
基
づ
い
て
運
用
さ
れ
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
サ
ン
マ
や
マ
イ
ワ
シ
な
ど
七
魚
種
が
政
令
で
漁
獲
可
能
量
制
度
の
対
象
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
て
、
国
は
魚
種
毎
に
年
間
の
漁
獲
可
能
量
を
基
本
計
画
で
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
都
道
府
県

は
、
都
道
府
県
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
ら
の
計
画
に
従
っ
て
管
理
し
て
い
く
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
漁
獲
可
能
量
制
度
の
仕
組
み
を
、
そ
の
ま
ま
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
管
理
に
お
い
て
も
、
当

て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
を
含
め
て
、
こ
の
制
度
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
検
討
を
進

め
て
は
ど
う
か
と
い
う
案
に
達
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
一
連
の
検
討
の
総
称
が
、
二
〇
一
六
（
平

成
二
十
八
）
年
か
ら
の
第
二
管
理
期
間
で
用
い
て
い
る
「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
の
数
量
管
理
」
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
、
実
は
呼
び
方
に
は
「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
Ｔ
Ａ
Ｃ
」
と
い
う
言
い
方
も
あ
っ
た
が
、
そ
う
す

る
と
既
に
法
適
用
さ
れ
て
い
る
と
の
誤
解
も
生
じ
、
罰
則
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
っ
た
問
合
せ
も

２－４．今後の主なスケジュール

平成 年
１１月～ 具体的な運用内容等について都道府県等と検討

・ガイドライン（クロマグロ型 の特徴と数量管理上の注意事項）
・国の基本計画案
・都道府県計画様式及び模範例
・各都道府県毎の計画案を作成

平成 年度

７月～ クロマグロ型 の試行開始

資源管理分科会

国の基本計画を説明

海区漁業調整委員会に県計画を説明

↓
・水産庁に提出

○現行のブロック管理を前提としたクロマグロ型のTACの試行について検討

【資料12　今後の管理の方向性】

（出典　水産政策審議会資源管理分科会（2015（平成27）年11月26日）資料より抜粋）
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「
国
際
機
関
で
決
め
ら
れ
た
漁
獲
上

限
を
し
っ
か
り
守
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
厳
し
い
中
で
、
来
遊
に
よ
っ
て

地
域
毎
に
、
毎
年
の
漁
獲
の
振
れ
幅

が
大
き
い
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
管

理
を
ど
の
よ
う
に
漁
獲
可
能
量
制
度

に
当
て
は
め
る
の
か
、
今
後
も
検
討

が
必
要
」

今
回
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
こ
れ

ま
で
規
定
し
て
い
た
各
漁
業
種
類
、

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
漁
獲
上
限
や
そ
の

管
理
手
法
に
加
え
、
く
ろ
ま
ぐ
ろ
型

の
数
量
管
理
の
検
討
に
つ
い
て
も
言

及
し
た

た
め
、
一
番
早
い
管
理
期
間
に
合
わ
せ
、
第
一
管
理
期
間
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン＊

＊＊
＊

に
引
き
続
き
、
第
二
管

理
期
間
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン＊

＊＊
＊

を
発
出
し
た
。

　

今
回
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
こ
れ
ま
で
規
定
し
て
い
た
各
漁
業
種
類
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
漁
獲

上
限
や
そ
の
管
理
手
法
に
加
え
、
く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
の
数
量
管
理
の
検
討
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
具

体
的
に
は
、

・　

我
が
国
漁
獲
上
限
の
遵
守
・
徹
底
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
法
令
に
基
づ
く
数
量
管
理
を
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
現
行
の
漁
獲
可
能
量
制
度
を
活
用
し
た
「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
Ｔ
Ａ
Ｃ
」

の
検
討
を
進
め
る
こ
と
、

・　

具
体
的
な
事
例
検
討
を
図
る
観
点
か
ら
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
七
月
よ
り
試
行
す
る
こ

と
、

・　

進
め
方
と
し
て
、
国
の
水
産
政
策
審
議
会
資
源
管
理
分
科
会
や
各
都
道
府
県
に
お
け
る
海
区
漁

業
調
整
委
員
会
等
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
試
行
に
向
け
て
、
国
の
基
本
計
画
案
、
各
都
道
府
県

計
画
案
の
作
成
を
進
め
る
こ
と
、

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
の
数
量
管
理
」
と
い
う
総
称
で
は
じ
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

こ
の
後
、「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
Ｔ
Ａ
Ｃ
」
と
「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
の
数
量
管
理
」
の
二
つ
の
言
葉
が
出
て

く
る
が
ど
ち
ら
も
同
じ
内
容
を
指
し
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
願
い
た
い
。

　

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
一
一
月
二
六
日
に
、
水
産
政
策
審
議
会
資
源
管
理
分
科
会
が
開
催

さ
れ
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
管
理
状
況
や
課
題
を
説
明
し
た
上
で
、
今
後
の
管
理
の
対
応
方
向
と

し
て
、
漁
獲
可
能
量
制
度
を
念
頭
に
お
い
た
「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
の
数
量
管
理
」
に
つ
い
て
も
説
明
し

た
。
委
員
か
ら
は
、

「
検
討
の
方
向
性
と
し
て
は
漁
獲
可
能
量
制
度
に
な
る
の
だ
ろ
う
が
、
自
然
要
因
に
よ
る
資
源
変
動

が
大
き
い
魚
の
管
理
は
難
し
い
」、

　
「
国
際
機
関
で
決
め
ら
れ
た
漁
獲
上
限
を
し
っ
か
り
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
厳
し
い
中
で
、
来

遊
に
よ
っ
て
地
域
毎
に
、
毎
年
の
漁
獲
の
振
れ
幅
が
大
き
い
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
管
理
を
ど
の
よ

う
に
漁
獲
可
能
量
制
度
に
当
て
は
め
る
の
か
、
今
後
も
検
討
が
必
要
」、

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

（
第
二
管
理
期
間
の
開
始
（
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
一
月
））

　

管
理
期
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
漁
業
種
類
で
異
な
っ
て
い
て
、
例
え
ば
、
大
中
型
ま
き
網
漁
業
は
一
月

か
ら
一
二
月
ま
で
、
沿
岸
漁
業
は
七
月
か
ら
翌
年
六
月
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
一
番
早
い
大
中
型
ま

き
網
漁
業
な
ど
で
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
一
月
か
ら
第
二
管
理
期
間
が
は
じ
ま
る
。
こ
の

＊
40
＊
平
成
二
十
七
年
一
月
五
日
付
け
二
六
水
管
第
一
九
六
六
号
水
産
庁
資
源
管
理
部
長
。

＊
41
＊
平
成
二
十
八
年
一
月
四
日
付
け
二
七
水
管
第
一
九
一
五
号
水
産
庁
資
源
管
理
部
長
。
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二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
二
月

二
三
日
、
水
産
政
策
審
議
会
資
源
管

理
分
科
会
の
説
明

次
回
資
源
管
理
分
科
会
の
進
め
方
と

し
て
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源

管
理
全
般
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た

い
方
を
公
募
し
、
資
源
管
理
分
科
会

で
発
言
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た

（
く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
の
数
量
管
理
の
検
討
）【
資
料
13
～
15
】

～
水
産
政
策
審
議
会
資
源
管
理
分
科
会
や
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
に
お
け
る
検
討
～

　

く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
の
数
量
管
理
の
検
討
を
進
め
る
に
当
た
り
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
中
身
と
し
て

い
く
の
か
、
ま
た
、
第
一
管
理
期
間
で
の
漁
獲
管
理
の
課
題
で
あ
る
定
置
網
で
の
突
発
的
な
漁
獲
の

積
み
上
り
な
ど
に
関
し
、
管
理
上
の
改
善
策
な
ど
に
つ
い
て
も
、
浜
周
り
を
通
じ
て
漁
業
者
か
ら
意

見
を
聴
い
た
り
、
都
道
府
県
な
ど
と
意
見
交
換
し
、
感
度
調
整
を
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
行
っ
た
。

　

二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
二
月
二
三
日
の
水
産
政
策
審
議
会
資
源
管
理
分
科
会
で
は
、
以
下

の
よ
う
な
内
容
の
説
明
を
行
っ
た
。

・　

二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
九
月
の
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
北
小
委
員
会
で
議
論
が
予
定
さ
れ
て
い
る

主
要
課
題
と
し
て
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
資
源
評
価
結
果
に
基
づ
く
現
行
措
置
の
レ

ビ
ュ
ー
や
緊
急
ル
ー
ル
の
作
成
検
討
、
長
期
管
理
方
策
（
長
期
管
理
目
標
、
漁
獲
管
理
ル
ー
ル

等
）
、
漁
獲
証
明
制
度
の
検
討
な
ど
、

・　

国
内
で
の
管
理
状
況
と
し
て
、
第
一
管
理
期
間
で
あ
る
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
の
ま
き

網
等
は
、
枠
内
で
漁
獲
が
終
了
し
た
こ
と
、
沿
岸
漁
業
の
太
平
洋
北
部
で
は
操
業
自
粛
要
請
、
日

本
海
北
部
で
は
注
意
報
を
発
出
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
要
因
は
定
置
網
で
の
予
想
以
上

の
漁
獲
で
、
例
え
ば
、
北
海
道
や
青
森
県
の
定
置
網
は
網
起
こ
し
の
回
数
減
、
再
放
流
や
網
上
げ

な
ど
あ
ら
ゆ
る
取
組
み
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
、

・　

ま
た
、
定
置
網
の
管
理
の
改
善
方
法
と
し
て
、
ま
ず
は
現
行
の
ブ
ロ
ッ
ク
管
理
を
維
持
し
、
ブ

ロ
ッ
ク
内
で
漁
獲
抑
制
方
法
の
改
善
を
検
討
し
つ
つ
も
、
特
に
定
置
網
は
、
漁
獲
停
止
に
よ
る
地

域
経
済
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
超
え
た
全
国
規
模
の
定
置
網
の
共
同
管
理

や
代
替
手
段
を
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
、

・　

漁
獲
可
能
量
制
度
を
念
頭
に
お
い
た
く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
の
数
量
管
理
の
検
討
と
し
て
、
国
の
基
本

計
画
や
都
道
府
県
計
画
の
イ
メ
ー
ジ
。

　

委
員
か
ら
は
、
長
期
管
理
方
策
に
関
す
る
質
問
や
、
定
置
網
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
だ
け
を
逃
が
す
技
術

の
開
発
の
可
能
性
、
加
入
量
調
査
の
改
善
、
太
平
洋
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
操
業
自
粛
要
請
に
関
す
る
質

問
な
ど
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
水
産
政
策
審
議
会
資
源
管
理
分
科
会
に
お
い
て
、
引
き
続
き
、
太
平

洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
に
つ
い
て
、
様
々
な
分
野
の
方
か
ら
幅
広
く
意
見
を
聴
き
な
が
ら
進
め

る
こ
と
と
し
、
同
日
の
会
議
に
お
い
て
も
、
水
産
資
源
や
資
源
解
析
に
造
詣
の
深
い
研
究
者
か
ら
意

見
を
聴
い
た
。
そ
の
後
、
次
回
資
源
管
理
分
科
会
の
進
め
方
と
し
て
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源

管
理
全
般
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
い
方
を
公
募
し
、
資
源
管
理
分
科
会
で
発
言
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
た
。
な
お
、
意
見
募
集
に
当
た
っ
て
は
、
都
道
府
県
の
協
力
を
得
て
、
都
道
府
県
の
水
産
主
務

課
を
通
じ
て
申
し
込
み
手
続
き
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
し
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
三
月

の
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
に
お
い
て
も
案
内
す
る
こ
と
と
し
た
。
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【資料13　太平洋クロマグロの資源状況と管理の方向性について】

１．クロマグロ管理の課題と対応方向

現行 論点 対応方向

○ の保存管理措置
・ キロ未満小型魚の漁獲量半減
（義務規定）
○日本は トンで管理
※国内管理としては、まずは水産庁通知
（ガイドライン）による自主規制

○漁獲が良好な場合、国
際約束である漁獲上限等
の遵守は困難。

○数量管理を確実に実施して
いくため、法的担保措置の必
要性を含む仕組みを検討。

○平成 年１月より、まき網（ ト
ン）、流し網等（ トン）、沿岸 ブ
ロック（ トン）に分けて管理。

○平成 年のまき網等は
枠内で漁獲終了。
○太平洋北部では操業自
粛要請、日本海北部では
注意報を発出。これらの要
因は定置網での予想以上
の漁獲。
○例えば、北海道や青森
県の定置網は網起こしの
回数減、再放流や網上げ
などあらゆる取組みを実施。

○現行のブロック管理を維持し
つつ、ブロック内で漁獲抑制方
法の改善を検討。
○特に定置網は、漁獲停止に
よる地域経済への影響が懸念
されるため、定置網の共同管
理や代替手段を検討。

クロマグロ型ＴＡＣ試行の検討→ から試行実施

太平洋北部日本海西部

日本海北部

太平洋南部

九州西部

瀬戸内海

●小型魚漁獲上限 ： トン
○大中型まき網漁業 ： トン
○その他の沿岸漁業等 ： トン

・近海竿釣り漁業等 ： トン
・沿岸漁業６ブロック： トン

●大型魚漁獲上限 ： トン

２．現行のブロック管理を前提したクロマグロ型ＴＡＣの試行

基本的には、現
行のＴＡＣ制度を
基とした運用を検
討。

【 トン】

【 トン】

【 トン】

【 トン】

【 トン】

【 トン】

※水産庁留保分 トン

【６ブロックの内訳】

現行のＴＡＣ制度とは
異なり、沿岸漁業でブ
ロック管理（各都道府
県の知事管理の集合
管理）となるよう検討。

大臣管理

大臣管理

知事管理

大臣と知事管理

（出典　水産政策審議会資源管理分科会（2016（平成28）年2月23日）資料より抜粋）

【資料13　つづき】

３－１．管理期間について①

○ 現行の管理期間の種類：
日本海北部ブロック ：４－３月
日本海北部ブロック以外の５ブロック：７－６月
大中型まき網漁業等、 ：１－ 月

まずは沿岸６ブロックの管理期間の一本化を模索

○ 第２管理期間を検討・移行期間とし、まずは沿岸６ブロックの管理期
間の１本化を模索。
※ いずれの地域でも漁期に合致した管理期間を設定することは困難。

○ 併せて、地域ごとの漁期対策として、定置網の共同管理枠や、各枠
ごとの漁期別漁獲目安数量の設定などを検討。

３－２．管理期間について②

◎WCPFCの管理年

○まき網

○流し網・竿釣り

○日本海北部

○日本海西部

○太平洋北部

○太平洋南部

○瀬戸内海

○九州西部

H27年（2015年） H28年（2016年） H29年（2017年）

第１管理期間 第２管理期間
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会
の
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明

【資料14　太平洋クロマグロの管理の方向性について】

１－１．親魚資源量の動向

 年の親魚資源量は、約 万トンで、依然として歴史的最低水準付近。
一方、 年から続いていた減少傾向に歯止めがかかり、 年以降は増加傾向。

180,000

160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

（トン）

歴史的中間値（約38,000トン）

歴史的最低値（約11,000トン:1984年）

約 トン（ 年）

約 トン（ 年）

1952             1962              1972              1982              1992              2002                   2014 

１－３．将来予測

 の保存管理措置は、「親魚資源量を 年までに歴史的中間値まで ％
以上の確率で回復させる」ことを暫定回復目標としている。

現在の措置（小型魚半減等）を継続した場合、 年までに歴史的中間値まで回
復する確率は ％。

比較のため、現行措置から、①小型魚漁獲 削減、②大型魚漁獲 削減、③
小型魚漁獲・大型魚漁獲ともに 削減、のシミュレーションも実施。

現行措置継続
現行措置

＋小型魚漁獲10%削減
現行措置

＋大型魚漁獲10%削減
現行措置

＋大型魚・小型魚漁獲10%削減
歴史的中間値
回復確率

69.3% 90.0% 75.3% 90.3%

2014                2019               2024                 2029               3034

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

（トン）

歴史的中間値

現行措置継続

現行措置
＋小型魚漁獲10%削減

現行措置
＋大型魚漁獲10%削減

現行措置
＋大型魚・小型魚漁獲10%削減

注：低加入（8,200千尾）で試算。

（出典　水産政策審議会資源管理分科会（2016（平成28）年4月20日）資料より抜粋）
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意
見
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を
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た
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【資料14　つづき②】

項目 主な記載内容

第５ 太平洋くろまぐろの漁獲可能
量について都道府県別に定める数
量に関する事項（知事管理量）

・小型魚について、ブロック・構成都道府県ごとのブ
ロック数量や定置網の共同管理数量等。
・大型魚は、大臣管理量とあわせて管理。

第６ 大臣管理量に関し実施すべき
施策に関する事項

・漁獲可能量の管理を推進するため、協定制度の
普及・定着を図る。

第７ その他太平洋くろまぐろの保
存及び管理に関する重要事項

・各都道府県は管下の漁業関係者に管理数量の
遵守・指導を図り、国は当該管理が円滑に行われ
るよう指導・助言。

・結果的に漁獲可能量を超過することとなった場合
には、ＷＣＰＦＣの保存管理措置に基づき、超過量
を翌年の我が国漁獲上限から差し引くとともに、同
様の考え方により配分数量に反映。

８．都道府県計画のイメージ

○ 国の基本計画と同様に、現行の都道府県計画とは別に計画を作成。

項目 内容

第１ 太平洋くろまぐろの保存及び管
理に関する方針

各都道府県において管理方針を記載。

第２ 太平洋くろまぐろの漁獲可能量
について○○県に定められた数量に
関する事項

・小型魚は、ブロック（ブロック内の単県、グループ
都道府県）や、定置網の共同管理の数量及び構成
都道府県を記載。
・大型魚は、我が国全体の漁獲量が トンを超
えないよう管理する旨記載。

第３ 太平洋くろまぐろの知事管理量
について海洋生物資源の採捕の種類
別、海域別又は期間別の数量に関す
る事項

・第２の知事管理量について、海域別、期間別に細
分化する場合の数量を記載。

第４ 太平洋くろまぐろの知事管理量
に関し実施すべき施策に関する事項

・知事管理量を遵守するために講じる保存管理措
置を具体的に記載。

第５ その他太平洋くろまぐろの保存
及び管理に関する重要事項

・例えば、漁獲が積み上がった場合の速報として概
数報告の方法などを記載。

【資料14　つづき①】
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定置網

沿岸漁船

まき網トン

３．定置網の小型魚漁獲状況

定置網 沿岸漁船

（参考）

７．国の基本計画骨子案

○ 本年７月からのくろまぐろ型ＴＡＣの試行は、試験的に実施するものであるため、現行
７魚種の基本計画とは別に計画を作成。

項目 主な記載内容

第１ 太平洋くろまぐろの保存及び
管理に関する基本方針

国際約束が守られるよう漁獲可能量を定めるととも
に、我が国国内の保存及び管理措置について規定。

第２ 太平洋くろまぐろの動向に関
する事項

同資源の資源状況は悪く、 年の親魚資源量は
これまでの最低水準付近の状況。

第３ 太平洋くろまぐろの漁獲可能
量に関する事項

・ キログラム未満の小型魚は、 年から
年までの平均漁獲水準から半減の トン。
・ キログラム以上の大型魚は、 年から
年までの平均漁獲量 トン。

第４ 太平洋くろまぐろの漁獲可能
量のうち指定漁業等の種類別に定
める数量に関する事項（大臣管理
量）

・小型魚について、①大中型まき網漁業、②近海か
つお・まぐろ漁業、③かじき等流し網漁業等別の数
量。
・大型魚は、都道府県が管理する漁業とあわせて
管理。
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【資料15　つづき①】

人工種苗に切り替えるべき。

宮城県 有 泉澤水産

泉澤専務

・定置網の漁獲でクロマグロが減少したとは考えにくいが、国

際情勢を背景にできる取り組みは行いたい。

・漁獲規制に当たっては、漁法別の特徴を考慮し、漁獲量が多

く、管理が容易なものから段階的に規制すべき。

・箱網内部では魚は生きており放流は可能だが、マグロだけを

放流するのは困難。大型定置の漁獲量のうちクロマグロは１％

未満であり、このために入網している全ての魚を放流するには

経済損失が大きすぎる。

・まずはまき網から順に規制を導入し、効果を検証してその後、

他漁法へ規制拡大することが有効。

千葉県勝浦漁協石井

組合長

・小型船は、春はカツオ、夏はスルメ、秋はメジ、冬はサバな

ど季節ごとの回遊魚や、キンメダイ、ムツなどの底魚を漁獲し

て経営。しかし近年、カツオやスルメが極端に不漁で、多くの

漁業者がキンメダイに偏り。

・小型船にとってメジは経営面でプラスで、漁獲できなくなる

とキンメダイにさらに漁獲圧が集中。

・国の資源管理強化は資源回復のためにやむを得ず、できる協

力はするが、クロマグロの漁獲が 億円程度の中で、特定の地

域のみが漁獲できないといった事態にならぬよう管理の方法を

考えて欲しい。

・クロマグロの管理について漁法間や地域間で不公平感が出な

いよう、大型魚も含め管理して欲しい。

千葉県東安房漁協佐

藤組合長

・資源が減少し資源回復が必要なことは理解するが、定置網は、

もともとアジやイワシ、ブリを狙って設置。漁獲される魚は地

元の小売業者やスーパー、加工業者に必要で、定置網が止まれ

ば、組合経営や地域経済に大きな影響。

・また来遊前に他県の漁獲のために網上げすることは到底受け

入れがたい。万が一、網上げとなった場合は、国が責任を持っ

て休漁期間の補償等を行うべき。

・クロマグロを網から逃がす技術の開発が報じられているが、

早急に技術開発して欲しい。また、開発後は必要な網の改良等

の普及経費についても全面的な支援をして欲しい。

東京都漁連塚本参事 ・漁獲制限は、離島の漁業経営に大きな影響。積ぷらは共済加

入者に限定され、未加入者や加入できない者も多い。島ではク

ロマグロに代わる漁業はないので、資源管理への取組み停滞と

過度な負担防止のために、新たに直接的な減収補塡策の導入を

要望。

・まき網による産卵親魚の規制強化が必要。大型魚は努力規定

であり、小型魚を漁獲する沿岸漁業者からは不平感。迅速な資
【資料15　太平洋クロマグロに係る意見聴取の概要について】

○水産政策審議会（資源管理分科会）【平成 年 月 日（火）開催】

参考人 意見の概要

東京海洋大学大学院

北門准教授

・回遊水域が広いため、資源評価は難しい種。資源評価には最

先端のモデルを使用し、最近ではデータ収集が向上し、更にモ

デルの精度も向上。

・今年の資源評価は、小型魚の大幅削減下で将来予測を行うが、

結果によっては措置の変更の議論も必要。

・将来予測は小型魚 削減＋大型魚 削減が、前者で成長乱

獲を後者で加入乱獲を防ぐ措置で、バランスが良い。

・緊急ルールは加入が悪いときに発動する措置だが、悪いとき

だけではなく、良いときは が増えるように働くべき。また

ルールの内容は今年の資源評価の結果を見て、議論が進めばよ

い。

・今後の管理についても、将来の目的が達成されるよう、議論

が進めばよい。

・クロマグロはマイワシ同様、豊凶長期変動を繰り返す資源。

また、大洋の魚類との印象が強いが、実際は日本の沿岸から沖

合まで幅広く分布する身近な魚。

・資源問題は、歴史を認識して論じることが大切。

・日本海での操業は、まき網は透明度が高く長年の漁獲情報の

蓄積があるが、沿岸漁業で正確な情報把握は困難。

・また、日本海のまき網による漁獲が資源全体に及ぼす影響な

ど科学的に解明されればまき網業者も納得。

・地方でもクロマグロの研究者を育てることが課題。例えば、

研修や国の研究員の派遣など国の支援が必要。

○水産政策審議会（資源管理分科会）【平成 年 月 日（水）開催】

参考人 意見の概要

北海道南かやべ漁協

鎌田組合長

・第一管理期間は戸惑いながらも国際公約なので行政と一体と

なって不安を抱えながら操業。

・定置網はマグロを専獲する漁法ではない中で、最も危惧する

のは操業中止。どういう形であれ避けて欲しい。

・国が示す共同管理の枠組みなど、双方が生活できるような仕

組みで、現実的な対応を要望。

青森県尻屋漁協

南谷組合長

・定置網で漁獲をゼロにするには完全禁漁しかない。資源管理

には協力するが、収入がなくなる休漁や禁漁では廃業しかなく、

小型魚放流の技術開発・普及を要望。またそれまでは罰則の適

応は控えて欲しい。

・積ぷらは長期的には補償額が減るので制度改正を要望。また

水揚げ減は組合経営にも影響するので支援を要望。また養殖は

元鳥取県水産試験場

増田場長

（出典　水産政策審議会資源管理分科会（2016（平成28）年5月24日）資料より抜粋）
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【資料15　つづき③】

長崎県壱岐市マグロ

資源を考える会中村

会長

・ブロック管理でもめないよう、漁業者の意見を取り入れなが

ら漁法別に漁獲枠を配分すべき。

・養殖用種苗は漁獲量やサイズの把握が困難。自主報告では過

少の懸念があり、オブザーバー乗船、ステレオカメラ導入、池

入れ用トンネル網のサイズ規制を実施すべき。また、生込み尾

数など、漁獲規制をトン数から尾数にすべき。

・日本海の産卵期操業が資源量に影響を及ぼさない旨の科学論

文を教えて欲しい。親魚に卵を産ませることも大事。科学的根

拠に基づく適正な産卵期の漁獲制限を実施すべきで、ＩＳＣに

影響を確認して欲しい。

・マグロ資源の回復には、厳しい資源管理が必要となるため、

持続的に漁業ができるよう、その間の支援を要望。

・マグロサミットでは、資源の減少や持続的な利用と資源回復

などの多数の意見。職種や漁法を問わず多くの方と話し合う必

要。次回は水産庁やまき網にも参加して欲しい。

【資料15　つづき②】

源回復のため産卵親魚の保護が不可欠。

・東京都海面では遊漁船やプレジャーなどもクロマグロを採捕。

漁場が重なり調整上も問題。漁業者は痛みを伴いながら資源管

理。公的規制の導入の際は併せて検討すべき。

静岡県定置漁業協会

日吉会長

・定置網でのクロマグロの割合は５年平均で ％。太平洋南部

の２月末の消化率は ％。資源に負荷を与えていないとは言わ

ないが、現実的に因果関係は余りない。

・全国で定置網をブロック化するのはやめてほしい。太平洋南

部で定置枠を一本化するのは賛成。また、目的採捕の自粛のよ

うな形にして欲しい。

・伊豆半島は観光が盛んで約 万人が訪れる地域。定置網

の魚で誘客する体制を確立。休漁となれば、観光にとっても、

伊豆半島に相当なダメージ。

・定置網がある地域はＩターンなどで若い子もおり、静岡では

平均年齢が 代後半。漁村にとって大事なことであり、網上げ

休漁とかにならないようお願いしたい。

和歌山東漁協吉田組

合長

・串本はマグロ養殖とケンケン漁の発祥の地。昭和初期にハワ

イから持ち帰った漁法。

・地方が生き残る道は、海と山を利用した産業と観光だけ。平

成 年に２町 組合が合併。当初約 人の組合員が３分

の１まで減少。

・日本には小型漁業、定置網、大型漁業があり、国全体では国

際社会での立場上、調和も必要。しかしマグロの枯渇を完全に

クリアするなら、３年から５年の全面禁止が必要だが、それは

非常に難しい話。

・漁業としては様々な生き方や残り方があり、組合員の減少に

危機感を持ち、高齢化と次の後継者を育てる沿岸漁業、磯焼け

対策などの全部補塡、人工ふ化対策が必要。

佐賀玄海漁協川嵜組

合長

・県枠について、対象の漁獲実績を平成 年までに時点修正す

る必要。また、漁獲モニタリングにより漁期の途中で各県の需

要状況等を勘案し柔軟に対応できる体制にすべき。

・積ぷらは良い制度だが、規制強化の中で共済掛金の負担が厳

しい。共済加入に際し、単独でも義務加入と同等の掛金補助を

要望。また、他漁業への転換に必要な技術習得や漁具への支援

を要望。
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二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
六
月

や
九
月
以
降
に
漁
獲
が
積
み
上
が
っ

た
定
置
網
に
関
し
、
管
理
上
の
改
善

策
な
ど
に
つ
い
て
も
、
浜
周
り
を
通

じ
て
漁
業
者
か
ら
意
見
を
聴
い
た

り
、
都
道
府
県
な
ど
と
意
見
交
換
し

な
が
ら
検
討
を
進
め
た

（
定
置
網
の
共
同
管
理
の
検
討
）【
資
料
16
】

　

と
き
は
、
遡
っ
て
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
の
秋
か
ら
冬
頃
。

　

二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
六
月
や
九
月
以
降
に
漁
獲
が
積
み
上
が
っ
た
定
置
網
に
関
し
、
管

理
上
の
改
善
策
な
ど
に
つ
い
て
も
、
浜
周
り
を
通
じ
て
漁
業
者
か
ら
意
見
を
聴
い
た
り
、
都
道
府
県

な
ど
と
意
見
交
換
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
改
善
方
法
と
し
て
、
現
行
の
ブ

ロ
ッ
ク
管
理
よ
り
広
い
、
定
置
網
に
特
化
し
た
全
国
規
模
の
共
同
管
理
枠
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
と

い
う
案
が
浮
上
し
た
。
管
理
全
体
と
し
て
は
、
引
き
続
き
漁
獲
抑
制
方
法
の
改
善
を
検
討
し
て
い
く

が
、
一
方
で
定
置
網
は
、
多
種
多
様
な
魚
が
漁
獲
さ
れ
る
た
め
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
漁
獲
を
完
全
に
止

め
る
た
め
に
は
休
漁
す
る
し
か
な
く
、
休
漁
す
る
と
、
当
然
な
が
ら
ク
ロ
マ
グ
ロ
以
外
の
魚
の
水
揚

げ
も
全
て
止
ま
っ
て
し
ま
い
、
地
域
に
よ
っ
て
は
市
場
へ
の
水
揚
げ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
な
ど
、

と
も
す
れ
ば
地
域
経
済
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
の
定
置
網
の
漁

獲
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
ブ
ロ
ッ
ク
管
理
だ
け
で
は
、
定
置
網
で
の
突
発
的
な
大
量
漁
獲
な
ど
地
域

毎
の
漁
場
の
偏
り
に
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
広
く
全
国
規
模
で
、
定
置
網
に
限
っ

た
共
同
管
理
枠
を
新
た
に
設
け
る
方
向
と
な
っ
た
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
現
行
の
ブ
ロ
ッ
ク
管
理

か
ら
希
望
す
る
都
道
府
県
の
定
置
網
分
を
抜
き
出
し
、
新
た
に
定
置
網
に
特
化
し
た
全
国
規
模
の
共

同
管
理
ブ
ロ
ッ
ク
を
作
る
形
だ
。

　

こ
の
案
に
つ
い
て
は
、
浜
周
り
は
も
ち
ろ
ん
、
水
産
政
策
審
議
会
資
源
管
理
分
科
会
や
広
域
漁
業

調
整
委
員
会
な
ど
で
も
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
詰
め
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
水
産
庁
か
ら
都
道
府
県

３－２．定置網の共同管理について

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

国の基本計画
各都道府県計画

定置網の共同
管理の枠組み

漁業者間、漁業
者団体間

※前期の余剰分は次期に繰り越し
※警報等は基本的には共同管理全体枠に対して発出

定
管

漁業

※目安のためサブグループ毎の警報等はなし

漁業者間、漁業者団体間で自主的な管理の取り決めを細かく設定

東 トン、西 トン

・共同管理枠を基本計画に知事管理量として記載： トン
・県計画で、知事管理量を遵守するための管理内容を記載

構成都道府県で、共同管理の基本的な枠組みをルール化した管理規程を作成

～ トン ～ トン～ トン

共同管理全体枠【三期別の累積管理目標】

東 トン、西 トン 東 トン、西 トントン 西

【東と西のサブグループごとに目安を作成】

構成都道府県間で足並みが揃うよう県計画と同時に共通
ルールを作成
構構構構構構構構構構構構構構構構構成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都道道道道道道道道道道道府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府県県県県県県県県県県県県間間間間間間間間間間間でででででででででででででででででででで足足足足足足足足足足足足並並並並並並並並並並並並並みみみみみみみみみみみみみみみみみみみがががががががががが揃揃揃揃揃揃揃揃揃揃揃揃揃揃揃揃揃揃揃揃うううううううよよよよよよよよよよううううううう県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画とととととととととととととととととと同同同同同同同同同時時時時時時時時時時時にににににににににににににに共共共共共共共共共共共共通通通通通通通通通通
ルーーールを作作作作作作作作作成

※累積管理目標は一部県で最終調整中のため、今後変更の可能性があります。

【資料16　太平洋クロマグロの資源状況と管理の方向性について】

３－１．定置網の共同管理について

○地域間の漁獲の偏りに弾力的に対応できるよう定置網の共同管理を
実施。

○参加する都道府県は 道府県で、共同管理枠は トン。
＊共同管理に参加しない都府県はこれまで同様、ブロック内の単県やグループで管
理を実施。

太平洋北部 日本海北部 太平洋南部
瀬戸内海

日本海西部 九州西部

定置網の共同管理

※定置網の共同管理に参加する 道府県
北海道、青森県（太平洋北部）、岩手県、秋田県、宮城県、山形県、千葉県、
新潟県、富山県、石川県、福井県、京都府、兵庫県（日本海西部）、鳥取県、
佐賀県、宮崎県及び鹿児島県

サブグループ（東グループ） サブグループ（西グループ）

○ 共同管理では、三期別の上限目標を設け、サブグループにより連絡
体制を密にしながら、管理を実施。
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二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
度
に

「
農
林
水
産
業
の
革
新
的
技
術
緊
急

展
開
事
業
」
を
活
用
し
、
定
置
網
に

入
網
し
た
ク
ロ
マ
グ
ロ
幼
魚
の
放
流

技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ

に
対
し
、
定
置
網
の
共
同
管
理
に
参
加
す
る
か
ど
う
か
意
向
を
確
認
し
つ
つ
、
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
管
理

規
程
同
様
、
都
道
府
県
と
定
置
網
の
共
同
管
理
規
程
の
検
討
を
進
め
た
。
な
お
、
定
置
網
の
共
同
管

理
に
参
加
し
な
い
都
道
府
県
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
単
県
管
理
や
グ
ル
ー
プ
管
理
の
中

で
定
置
網
の
管
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

（
定
置
網
に
お
け
る
混
獲
回
避
技
術
の
開
発
支
援
）【
資
料
17
】

　

定
置
網
に
お
い
て
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
を
行
う
手
法
と
し
て
は
、
漁
獲
状
況
に
応

じ
た
小
型
魚
の
再
放
流
や
休
漁
な
ど
が
あ
る
が
、
小
型
魚
の
混
獲
回
避
や
再
放
流
は
、
漁
具
の
特
性

上
、
容
易
で
は
な
く
、
改
良
漁
具
の
開
発
、
小
型
魚
の
混
獲
回
避
や
効
果
的
な
再
放
流
の
技
術
開
発

を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
度
に
「
農
林
水
産

業
の
革
新
的
技
術
緊
急
展
開
事
業
」
を
活
用
し
、
定
置
網
に
入
網
し
た
ク
ロ
マ
グ
ロ
幼
魚
の
放
流
技

術
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。
結
果
と
し
て
は
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
小
型
魚
と
他
の
魚
種
で
は
定
置
網
内
で

の
行
動
に
違
い
が
あ
る
こ
と
や
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
水
面
下
の
逃
避
口
か
ら
放
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、

高
い
生
残
率
が
期
待
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
今
後
は
、
漁
具
構
造
の
改
良
や
操
業
方
法
の
改
良

に
よ
り
、
効
果
的
な
放
流
技
術
の
開
発
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
度
よ

り
三
年
間
、
定
置
網
に
入
網
し
た
ク
ロ
マ
グ
ロ
幼
魚
の
選
別
・
放
流
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

併
せ
て
、
水
産
庁
で
は
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、
定
置
網
に
お
け

【資料17　定置網の技術開発の概要】

・定置網の技術開発の概要①

○ クロマグロ小型魚と他の魚種では定置網内での行動に違いがある。
○ 水面下の逃避口から放流することにより、高い生残率が期待できる。
○ 今後、漁具構造の改良や操業方法の改良により、効果的な放流技術
の開発を進める。

（平成２６年度農林水産試験研究費補助金「定置網に入網したクロマグロ幼魚の放流技術の開発」）

・水中カメラとバイオテレメトリーで定
置網内の魚の行動を観察した。

＜クロマグロ小型魚と他魚種の行動特性の比較＞

○ クロマグロ小型魚とブリの遊泳層の違い１

・クロマグロ小型魚は網から離れて遊
泳し、ブリは網に接近して遊泳した。

・クロマグロは表層を遊泳、ブリは底
層を遊泳する傾向がみられた。

・クロマグロ小型魚は第1～第2箱網を
往復、ブリはキンコに入網した。

（2015年6月21日10:00～11:00の1秒ごとの位置データ、第1箱網の入口は閉鎖）

・定置網の技術開発の概要②

○ クロマグロ小型魚とブリの遊泳層の違い２

（出典　太平洋クロマグロの資源・養殖管理に関する全国会議（2016（平成28）年８月26日）資料より抜粋）
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二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
三
月

一
一
日
付
け
で
、水
産
庁
管
理
課
長
・

漁
業
調
整
課
長
名
で
、
各
都
道
府
県

水
産
主
務
課
長
あ
て
に
、
都
道
府
県

計
画
案
の
作
成
を
依
頼

る
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
混
獲
回
避
の
た
め
の
漁
具
改
良
等
を
支
援
す
る
事
業
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
）
を
要

求
し
て
い
る
。
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
を
着
実
に
進
め
る
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
支
援
事

業
に
つ
い
て
漁
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
な
が
ら
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
都
道
府
県
計
画
の
検
討
・
作
成
と
沿
岸
六
ブ
ロ
ッ
ク
の
第
二
管
理
期
間
開
始
）【
資
料
18
～
19
】

　

水
産
政
策
審
議
会
資
源
管
理
分
科
会
や
広
域
漁
業
調
整
委
員
会
に
お
け
る
、
く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
の
数

量
管
理
の
方
向
性
の
議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
事
務
的
に
は
、
都
道
府
県
計
画
案
の
検
討
・
作
成
を
進

め
て
い
っ
た
。

　

二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
三
月
一
一
日
付
け
で
、
水
産
庁
管
理
課
長
・
漁
業
調
整
課
長
名
で
、

各
都
道
府
県
水
産
主
務
課
長
あ
て
に
、
都
道
府
県
計
画
案
の
作
成
を
依
頼

＊
＊＊
＊

し
た
。

　

そ
の
後
、二
〇
一
六（
平
成
二
十
八
）年
四
月
二
七
日
に
都
道
府
県
担
当
者
会
議
を
東
京
で
開
催
し
、

・　

同
年
三
月
の
北
太
平
洋
ま
ぐ
ろ
類
国
際
科
学
小
委
員
会
（
Ｉ
Ｓ
Ｃ
）
で
の
二
〇
一
六
年
太
平
洋

ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源
評
価
結
果
の
概
要
や
、
緊
急
ル
ー
ル
、
長
期
管
理
方
策
等
の
国
際
動
向
、

・　

同
年
七
月
か
ら
の
第
二
管
理
期
間
に
お
け
る
く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
の
数
量
管
理
と
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク

管
理
を
基
本
に
、
都
道
府
県
毎
に
管
理
計
画
を
作
成
し
、
同
計
画
に
基
づ
き
、
漁
期
や
漁
獲
状
況

に
対
応
し
た
管
理
方
式
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
、

【資料17　つづき】

・定置網に入網したクロマグロ小型魚を以下の方法で大型円形生簀に
放流した。
① 従来の大ダモを使用
② 水ダモを使用
③ 魚捕部に設けた逃避口を経由
・生残率は大ダモが0％、水ダモが13％、逃避口が88％だった。

大型円形生簀の中を遊泳する
クロマグロ幼魚

・定置網の技術開発の概要③

○ クロマグロ小型魚の放流方法と生残率

＊
42
＊
平
成
二
十
八
年
三
月
十
一
日
付
け
二
七
水
管
第
二
三
一
八
号
水
産
庁
管
理
課
長
・
漁
業
調
整
課
長
。
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二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
五
月

二
四
日
の
水
産
政
策
審
議
会
資
源
管

理
分
科
会
で
は
、
二
〇
一
六
（
平
成

二
十
八
）
年
七
月
か
ら
の
沿
岸
漁
業

の
第
二
管
理
期
間
開
始
に
合
わ
せ

た
、
く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
の
数
量
管
理
の

全
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
や
、
く
ろ
ま
ぐ

ろ
型
の
数
量
管
理
に
関
す
る
基
本
計

画
試
行
案
を
示
し
た

・　

特
に
定
置
網
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
超
え
た
共
同
管
理
枠
を
設
定
し
、
や
む
を
得
ず
定
置
網
が
枠
を

超
過
す
る
場
合
の
対
応
を
検
討
す
る
こ
と
、

・　

今
後
の
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
引
き
続
い
て
開
催
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
、
都
道
府
県
計
画
案
の
検
討
状
況
を
情
報

共
有
し
、
そ
の
後
も
、
水
産
庁
や
都
道
府
県
間
な
ど
、
お
互
い
に
感
度
調
整
を
し
な
が
ら
都
道
府
県

計
画
案
の
詰
め
の
作
業
を
進
め
た
。
併
せ
て
、
各
都
道
府
県
で
は
計
画
案
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
毎

に
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
に
報
告
し
、漁
業
者
等
の
意
見
を
聴
い
て
更
な
る
詰
め
を
し
て
も
ら
っ
た
。

　

二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
五
月
二
四
日
の
水
産
政
策
審
議
会
資
源
管
理
分
科
会
で
は
、

二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
七
月
か
ら
の
沿
岸
漁
業
の
第
二
管
理
期
間
開
始
に
合
わ
せ
た
、
く
ろ

ま
ぐ
ろ
型
の
数
量
管
理
の
全
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
や
、
く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
の
数
量
管
理
に
関
す
る
基
本
計

画
試
行
案
を
示
し
た
。

　

各
都
道
府
県
で
作
成
の
都
道
府
県
計
画
案
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
六
月

一
五
日
に
、
各
都
道
府
県
水
産
主
務
課
長
に
対
し
、
水
産
庁
管
理
課
長
・
漁
業
調
整
課
長
よ
り
「
く

ろ
ま
ぐ
ろ
型
の
数
量
管
理
に
関
す
る
都
道
府
県
計
画
（
試
行
）」
の
提
出
を
依
頼

＊
＊＊
＊

し
、
取
り
ま
と
め

を
行
っ
た
。

【資料18　太平洋クロマグロの資源状況と管理の方向性について】

１．本年７月からの「クロマグロ型の数量管理」について

昨年 今年

【明らかとなった課題】
・定置網は広域の共同管理

・その他の漁業は６つのブロック管理

小型魚 ， トンを

①知事管理分は６ブロックに分
けて管理

②大臣管理分は、大中まきと近
海竿釣りなど漁法ごとに管理

・管理数量は今までと同じ

・管理区分、方法は昨年を基本に課題を改善

※自主管理（罰則はなし）

・漁場の偏りにより、北を中心に
漁獲枠の消化が進む状況。

・特に定置網について、枠を超
えるなど管理が難しい。

・都道府県毎に管理計画を作成。同計画に
基づき、漁期や漁獲状況に対応した管理方
式を検討（漁業者）

☆取組状況を踏まえながら資源管理法に
よる管理を検討

５．今後の検討の方向性

○ 枠を超えてしまうと、結果としては、資源管理をしている他の漁業者
の枠を減らしてしまうことに・・・・。そして、それが日本全体で積み上が
ると我が国の上限 トンを超え、国際約束の遵守が困難に・・・・。

○ 定置網であっても可能な管理の取り組みは徹底していく必要。

○ 取り組みを徹底してもなお漁獲が積み上がった場合、完全にクロマ
グロの漁獲を止めるためには休漁となってしまうが、休漁となると、定
置の水揚げが全部ストップしてしまい、地域経済にも影響のおそれ。

＊地域の内外を問わず何らかの形で調和が必要。

やむを得ず操業せ
ざるを得ない漁業

操業の調整が一定
程度可能な漁業

調和

＊
43
＊
平
成
二
十
八
年
六
月
十
五
日
付
け
二
八
水
管
第
五
八
一
号
水
産
庁
管
理
課
長
・
漁
業
調
整
課
長
。
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くろまぐろ型の数量管理に関する基本計画（試行）

平成28年７月１日公表

第１ 太平洋くろまぐろの保存及び管理に関する基本方針

太平洋くろまぐろは、漁獲量の大半を我が国が占め、更に韓国やメキシコ
など他国による漁獲もその多くが我が国に輸出されている。このため、我が

国としては、同資源の最大の漁業国かつ消費国として、また、同資源の産卵
場が我が国周辺水域内にあることからも、その持続的利用に大きな責任を有

する立場にある。

、 、 （ ）一方で 資源状況については 北太平洋まぐろ類国際科学小委員会 ISC
の資源評価により、親魚資源量が低い水準にあり、近年の未成魚の漁獲圧の

増加による資源水準の低下が懸念されてきている。

このような状況から、中西部太平洋まぐろ類委員会（WCPFC）において同
資源の保存管理措置について議論がされた上で、同資源の回復を図るための

措置が決められてきており、平成27年（2015年）には2016年の保存管理措置
として、以下の内容が決められたところである。

① 現在の親魚資源量を、2024年までに歴史的中間値まで60パーセント以上

の確率で回復させることを暫定目標
② 30キログラム未満の小型魚の漁獲量を2002年から2004年までの平均水準

から50パーセント削減（日本：8,015トン→4,007トン）
③ 30キログラム以上の大型魚の漁獲量を2002年から2004年までの平均水準

から増加させない（日本：4,882トン）

④ 2015年、2016年で長期管理方策を議論
⑤ 2016年の資源評価結果を踏まえ措置のレビューを実施

⑥ 加入量が著しく低下した場合に緊急的に講ずる措置を2016年に決定
これらの状況を踏まえ、我が国はこれまでも率先して管理強化に取り組んで

きたところであるが、今後とも、これらの国際合意が守られるよう本基本計

画において漁獲可能量を定めるとともに、我が国国内の保存管理措置につい
て規定するものである。

第２ 太平洋くろまぐろの動向に関する事項

我が国周辺水域で漁獲対象とされる太平洋くろまぐろは、主に北太平洋

に分布する。2016年にISCが行った資源評価によると同資源の資源状況は悪
く、2014年の親魚資源量はこれまでの最低水準付近にある。

第３ 太平洋くろまぐろの漁獲可能量に関する事項

１ 太平洋くろまぐろの漁獲可能量の設定は、WCPFCの保存管理措置を踏ま

え、現在の親魚資源量を2024年までに歴史的中間値まで回復させることを
暫定目標とし、

（１）30キログラム未満の小型魚は、2002年から2004年までの平均漁獲水準

（出典　水産政策審議会資源管理分科会（2016（平成28）年7月13日）資料より抜粋）【資料19　つづき①】
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から半減（8,015トン→4,007トン）させ、

（２）30キログラム以上の大型魚は、2002年から2004年までの平均漁獲量

4,882トンを超えないようにする。

２ 太平洋くろまぐろの平成28年の漁獲可能量は次表のとおりとする。
（単位：トン）

管理の対象となる期間 漁獲可能量第１種特定海洋生物資源 試行（ ）

太平洋くろまぐろ （第２管理期間） 8,889
30キログラム未満の小型魚 （第２管理期間） 4,007

30キログラム以上の大型魚 （第２管理期間） 4,882
（注）第２管理期間とは、第４の指定漁業等（大臣管理）は平成28年１月１

日から12月31日まで、第５の都道府県（知事管理）は平成28年７月１日か

ら平成29年６月30日までとする。

３ 漁獲可能量に係るWCPFCの保存管理措置が変更された場合や我が国の漁

獲上限から差し引く必要がある場合には漁獲可能量の改定を行うものと
する。

第４ 太平洋くろまぐろの漁獲可能量のうち指定漁業等の種類別に定める

数量に関する事項

１ 第３の２の表に掲げる太平洋くろまぐろの平成28年の漁獲可能量の
うち、指定漁業等の種類別に定める数量は、次表のとおりとする。

（１）太平洋くろまぐろ30キログラム未満の小型魚 （単位：トン）
指定漁業等の種類 数量第１種特定海洋生物資源 試行（ ）

太平洋くろまぐろ 大中型まき網漁業 2,000
30キログラム未満の小型魚 近海かつお・まぐろ漁業 62

東シナ海等かじき等流し網漁業及

びかじき等流し網漁業 44
（注１）指定漁業等の種類の欄の漁業は、漁業法第52条第１項の指定漁業を定

める政令（昭和38年政令第６号）第１項各号に掲げる漁業又は特定大臣

許可漁業等の取締りに関する省令（平成６年農林水産省令第54号。以下
「特定大臣許可省令」という ）第１条第１項各号に掲げる漁業（特定。

大臣許可省令附則第14条の規定により特定大臣許可省令第３条第１項の
規定が適用されないものを除く ）をいう。。

（注２）第３の３の規定に基づき、必要な場合には配分数量の改定を行うもの

とする。

（２）太平洋くろまぐろ30キログラム以上の大型魚
都道府県が管理する漁業により漁獲される数量とあわせて、4,882トンと

する。

第５ 太平洋くろまぐろの漁獲可能量について都道府県別に定める数量に関

する事項
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１ 第３の２の表に掲げる太平洋くろまぐろの平成28年の漁獲可能量の

うち、都道府県別に定める数量は、次のとおりとする。

（１）太平洋くろまぐろ30キログラム未満の小型魚 （単位：トン）
ブロック及び都道府県名 数量 内訳
・太平洋北部ブロック 定置網の共同管理を249.3 福島県7.9

行う関係道府県及び北海道（太平洋北部 、 茨城県18.9）

その数量青森県（太平洋北部 、 北海道 太平洋北部） （ ）、

岩手県、宮城県、福島県 青森県 太平洋北部 北海道、青森県（太（ ）、
）、 、及び茨城県 岩手県及び宮城県 平洋北部 岩手県

14.9 秋田県、宮城県、山
計41.7 形県、千葉県、新潟

（ ） 、 、 、・日本海北部ブロック 506.1 青森県 日本海北部 県 富山県 石川県

北海道（日本海北部 、 215.2 京都府、福井県、兵）
） （ ）、 （ ）、青森県（日本海北部 、 北海道 日本海北部 庫県 日本海西部

秋田県 山形県 新潟県 秋田県、山形県、新 鳥取県、佐賀県、宮、 、 、

富山県及び石川県 潟県、富山県及び石 崎県及び鹿児島県
川県80.5 計482.1

計295.7
119.5 島根県72.0・日本海西部ブロック

福井県、京都府、兵庫県 福井県及び京都府2.0

） （ ）（日本海西部 、鳥取県及 兵庫県 日本海西部
び島根県 及び鳥取県2.7

計76.7
259.9 千葉県38.8・太平洋南部ブロック及

神奈川県31.9び瀬戸内海ブロック

千葉県、東京都、神奈川 静岡県23.5
県、静岡県、愛知県、三 和歌山県22.3

重県 和歌山県 大阪府 高知県62.8、 、 、
兵庫県（瀬戸内海 、岡山 愛媛県7.0）

県、広島県、山口県（瀬 福岡県（瀬戸内海）

戸内海 徳島県 香川県 0.3）、 、 、
高知県、愛媛県、福岡県 東京都、愛知県、三

（瀬戸内海 、大分県及び 重県、大阪府、兵庫）
宮崎県 県（瀬戸内海 、岡山）

県、広島県、山口県

（ ）、 、瀬戸内海 徳島県
香川県、大分県及び

宮崎県50.0

計236.6
749.9 長崎県632.3・九州西部ブロック

山口県（九州西部 、福岡 山口県（九州西部））

県（九州西部 、佐賀県、 83.4）

【資料19　つづき③】
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長崎県、熊本県、鹿児島 福岡県（九州西部 、）
県及び沖縄県 佐賀県、熊本県、鹿

児島県及び沖縄県
13.2

計728.9
（注１）このほか水産庁留保分は16.3トン。また、各ブロックはそれぞれ留保

分を設定（日本海西部（１トン 、太平洋南部・瀬戸内海（7.2トン 、） ）
九州西（14.8トン 。））

（注２）第３の３の規定に基づき、必要な場合には配分数量の改定を行うもの
とする。

（注３）都道府県は、国と協力しつつ、遊漁者及び遊漁船業者に対して、漁業
者の取組について周知を図り漁業者の取組に歩調を合わせた対応を要請
するなどを行うものとする。

（２）太平洋くろまぐろ30キログラム以上の大型魚
第４の１の（１）に定める指定漁業等による数量とあわせて、4,882トン

とする。

第６ 大臣管理量に関し実施すべき施策に関する事項
１ 太平洋くろまぐろ30キログラム以上の大型魚の漁獲量が2002年から

2004年までの平均漁獲量を超えないよう自主的な資源管理措置の継続を促
進することとする。

２ 漁業者等による自主的な漁獲可能量の管理を推進するため、太平洋
くろまぐろの保存及び管理に係る協定の締結・実施を促進することとす
る。

第７ その他太平洋くろまぐろの保存及び管理に関する重要事項
１ 太平洋くろまぐろの保存及び管理をより一層推進するためには、よ

り詳細かつ正確な資源状況の把握が必要であることから、漁獲情報を
的確に把握するとともに、資源に関する調査・研究の充実強化を更に
進めることとする。

２ 太平洋くろまぐろは、年によって来遊及び漁獲状況が大きく変化するこ
とから、知事管理量間及び大臣管理量と知事管理量の間の数量の調整が行
えるよう、水産政策審議会の意見を聴きながらそのルールを検討すること
とする。

３ 各都道府県は共同で管理する数量が守られるよう協力するとともに、管
下の漁業関係者に対する指導を行うものとし、国は当該共同管理が円滑に
行われるよう必要な助言・指導を行うものとする。

４ 結果的に漁獲可能量を超過することとなった場合にはWCPFCの保存管理
措置に基づき、超過量を翌年の我が国漁獲上限から差し引くとともに、同
様の考え方により配分数量に反映させる。
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二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
八
月

二
六
日
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
全

国
会
議
を
東
京
の
三
田
共
用
会
議
所

講
堂
で
開
催

第
一
管
理
期
間
（
二
〇
一
五
（
平
成

二
十
七
）年
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月
か
ら
二
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平

成
二
十
八
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六
月
）
ま
で
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の
漁

獲
結
果
と
し
て
、
漁
業
者
の
資
源
管

理
の
取
組
に
よ
り
我
が
国
の
漁
獲
上

限
は
達
成
で
き
た

④　

漁
獲
証
明
制
度
（
漁
獲
か
ら
最
終
消
費
地
ま
で
の
貨
物
の
動
き
を
記
載
し
た
書
類
を
政
府
が
認

証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
漁
獲
物
が
地
域
漁
業
管
理
機
関
の
保
存
管
理
措
置
を
遵
守
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
制
度
）
の
検
討 

を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
国
内
に
お
け
る
管
理
の
方
向
性
と
し
て
、

①　

こ
れ
ま
で
の
全
国
会
議
や
浜
周
り
な
ど
で
出
さ
れ
た
主
な
意
見
と
対
応
状
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つ
い
て
の
ま
と
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一
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理
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平
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十
七
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月
か
ら
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の
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果
と
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て
、
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業
者
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資
源
管
理
の
取
組
に
よ
り
我
が
国
の
漁
獲
上
限
は

達
成
で
き
た
こ
と

③　

第
二
管
理
期
間
に
お
け
る
く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
の
数
量
管
理
と
し
て
、
定
置
網
の
共
同
管
理
や
、
都

道
府
県
毎
に
管
理
計
画
を
作
成
し
計
画
に
基
づ
い
た
数
量
管
理
の
実
施
、
漁
期
と
漁
獲
状
況
に
対

応
し
た
管
理
方
式
の
更
な
る
検
討
を
行
う
こ
と
、
そ
し
て
取
組
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
海
洋
生

物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
管
理
を
検
討
す
る
こ
と

を
説
明
し
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
や
養
殖
用
の
天
然
種
苗
採
捕
、
産
卵
期
操
業
、
ま
き
網
へ
の

配
分
、
遊
漁
の
管
理
、
定
置
網
の
管
理
手
法
、
浜
へ
の
迅
速
な
情
報
伝
達
等
に
つ
い
て
、
幅
広
い
意

見
が
出
さ
れ
た
。

　

沿
岸
漁
業
の
第
二
管
理
期
間
が
は
じ
ま
っ
た
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
七
月
一
日
に
、
国
の

基
本
計
画
で
あ
る
「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
の
数
量
管
理
に
関
す
る
基
本
計
画
（
試
行
）」
を
水
産
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
部
屋
」
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
第
二
管
理
期
間
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク

毎
の
管
理
規
程
も
同
様
に
掲
載
し
た
。
ま
た
、
各
都
道
府
県
が
作
成
し
た
「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
の
数
量

管
理
に
関
す
る
都
道
府
県
計
画
（
試
行
）」
に
つ
い
て
は
、
準
備
が
整
っ
た
計
画
か
ら
「
く
ろ
ま
ぐ

ろ
の
部
屋
」
に
掲
載
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
七
月
一
三
日
開
催
の
水
産
政

策
審
議
会
資
源
管
理
分
科
会
で
、
国
の
基
本
計
画
で
あ
る
「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
の
数
量
管
理
に
関
す
る

基
本
計
画
（
試
行
）」
を
報
告
し
た
。

（
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
八
月
の
全
国
会
議
）【
資
料
20
】

　

二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
八
月
二
六
日
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
全
国
会
議
を
東
京
の
三
田

共
用
会
議
所
講
堂
で
開
催
し
た
。参
加
者
は
約
四
〇
〇
名
と
大
変
多
く
の
方
の
参
加
を
い
た
だ
い
た
。

　

今
回
の
会
議
は
、
翌
週
の
八
月
二
九
日
か
ら
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
北
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、
ま

ず
は
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
と
し
て
、

①　

資
源
評
価
結
果
に
基
づ
く
現
行
措
置
の
レ
ビ
ュ
ー

②　

長
期
管
理
方
策
（
暫
定
管
理
目
標
達
成
後
の
更
な
る
管
理
目
標
や
漁
獲
管
理
ル
ー
ル
の
設
定
）

の
検
討

③　

緊
急
ル
ー
ル（
加
入
量
の
著
し
い
低
下
が
発
生
し
た
場
合
に
緊
急
的
に
発
動
す
る
措
置
）の
作
成
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【資料20　太平洋クロマグロの資源状況と管理の方向性について】

１－１．これまで出された意見と対応状況①

これまで出された主な意見 対応状況

・大型魚も小型魚同様、管理すべき
・産卵期規制を強化すべき

・ＩＳＣでは、クロマグロ資源に関し、産卵期という特定の
期間に限定せずに、小型魚から大型魚まで、現在の漁
業が年間を通じて資源にどのような影響を与えているの
かを解析している。
・その結果、太平洋クロマグロでは、 、 才魚の小型魚
の漁獲が資源に最も大きな影響を与えており（総漁獲尾
数の 割以上）、小型魚の漁獲削減が資源増大に向けた
最優先課題で、そのうえで増大を確実にするため、親魚
の漁獲を増大させないことが重要との認識で管理勧告
を行っている。
・この資源評価に基づき、 で小型魚、大型魚それ
ぞれの漁獲規制が決定されており、これに従えば高い
確率で資源が回復されることも で確認されている。我
が国はこの規制を誠実に遵守し、小型魚 トン、大型
魚 トンを漁獲上限として管理を行っているところで
ある。
・さらに、このような国際約束に加え、大中型まき網漁業
は自主的に、日本海産卵期の６～８月の漁獲量 ト
ンとし、さらに 月の操業を自粛しているところである。

１．大型魚や産卵期規制

１－２．これまで出された意見と対応状況②

これまで出された主な意見 対応状況

・大中型まき網漁業の自主規制の産
卵期操業について、小型魚の管理同
様、公的規制にすべき。

・小型魚の管理も、産卵期操業の管理も、現時点
では法律的には罰則のない自主規制として実施。
・大型魚を含む公的規制の導入については、漁
獲可能量制度を念頭においた「くろまぐろ型の数
量管理」の試行を行いながら検討中。

・経営規模の大きいまき網から、管
理に取り組むべき

・まき網は、沿岸漁業の漁獲量管理が開始され
た平成 年に先立つ、平成 年からＷＣＰＦＣの
管理開始に合わせ漁獲量管理を開始している。

・沿岸に影響が出ないよう、まき網の
みで国際合意を達成すべき

・沿岸漁業でも相当量の漁獲がある状況。
・国際合意である小型魚の半減は大変厳しい内
容であり、クロマグロを漁獲する全ての漁業者の
協力が必要。

２．まき網と沿岸漁業

（出典　太平洋クロマグロの資源・養殖管理に関する全国会議（2016（平成28）年８月26日）資料より抜粋）【資料20　つづき①】

１－３．これまで出された意見と対応状況③

これまで出された主な意見 対応状況

・漁獲上限は、まき網と沿岸で半々
ではなく、まき網がもっと取り組むべ
き

・過去の実績で漁法別に半減すると、まき網
トン、その他漁業 トンとなるが、まき網

を大幅に削減し トン △ とし、その他漁業
トン △ としている。

・定置網は待ちの漁業であり、狙って
獲る漁船漁業とは異なることに配慮
すべき

・ある地域だけで考えると、来遊状況により漁獲
が大きく変化することから、全国一本の定置網の
共同管理を新設。

・地域や時期によっては、クロマグロを主漁期とし
て操業しているものがあり、この時期は漁船漁業
同様、漁獲が積み上がる場合は、網上げ休漁が
必要。

・定置網の年間漁獲量に占めるクロ
マグロの割合は数％に過ぎず、この
ために、サケやブリなどの盛漁期に
網上げ休漁を行うことはできない。

・定置網全体で見ると相当量漁獲されている状況。

・国際合意の達成には、全ての漁業者が漁期に
合わせ、何らかの管理の取組みを行う必要。

・来遊や漁獲状況の変化等による不確実性に柔
軟に対応しつつ、不公平感なく行える枠組みを検
討中。

３．定置網の管理

１－４．これまで出された意見と対応状況④

これまで出された主な意見 対応状況

・定置網でクロマグロの漁獲を止める
には、網上げ休漁となり、その場合、
全ての水揚げが止まり、地域経済へ
の影響が大きい

・定置網の共同管理や、漁期毎の管理手法、現在
検討中の来遊状況の変化等による不確実性に柔
軟に対応するための枠組みなどを検討中。

・定置網におけるクロマグロの漁獲回
避技術の開発を行うべき

・農水省技術会議事務局の予算を活用して、定置
網に入網したクロマグロ幼魚の放流技術の開発に
関する調査・実験がなされており、引き続き取り組
んでいきたい。

・まき網による天然の養殖用種苗の
管理も行うべき

・小型魚の管理の中には養殖用種苗の採捕も含
まれており、くろまぐろ型の数量管理の徹底を図っ
ていきたい。

・天然の養殖用種苗によるクロマグロ
養殖が野放図に増えないよう管理す
べき

・農水大臣指示により、天然種苗の活込尾数が平
成23年より増加するような養殖漁場の新たな設定
を行わないこととし、併せて、養殖業者に対し養殖
実績の報告を義務づけているところ。

４．養殖の管理
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二
〇
一
六
年
八
月
二
五
日
、「
第
一

管
理
期
間
に
お
け
る
太
平
洋
ク
ロ
マ

グ
ロ
の
資
源
管
理
の
総
括
」
を
最
終

化
し
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）

年
九
月
二
日
付
け
で
、
各
都
道
府
県

水
産
主
務
課
長
に
対
し
水
産
庁
管
理

課
長
よ
り
示
し
た

（
第
一
管
理
期
間
の
総
括
）

　

第
一
管
理
期
間
（
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
一
月
か
ら
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
六
月
）

ま
で
）
の
漁
獲
結
果
は
、
漁
業
者
の
資
源
管
理
の
取
組
に
よ
り
我
が
国
の
漁
獲
上
限
全
体
と
し
て
は

達
成
で
き
た
が
、
北
海
道
や
東
北
地
方
の
定
置
網
を
中
心
に
漁
獲
が
積
み
上
が
り
、
太
平
洋
北
部
ブ

ロ
ッ
ク
で
は
操
業
自
粛
要
請
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
毎
に
状
況
は
異
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
各
都

道
府
県
を
通
じ
て
、
第
一
管
理
期
間
の
総
括
を
行
う
こ
と
と
し
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
六

月
二
八
日
付
け
で
、
各
都
道
府
県
水
産
主
務
課
長
に
対
し
水
産
庁
管
理
課
長
よ
り
依
頼

＊
＊＊
＊

し
た
。

　

都
道
府
県
か
ら
の
総
括
を
取
り
ま
と
め
、
全
国
会
議
の
前
日
（
二
〇
一
六
年
八
月
二
五
日
）
に
開

催
し
た
都
道
府
県
担
当
者
会
議
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た
上
で
、「
第
一
管
理
期
間
に
お
け
る
太
平

洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
の
総
括
」
を
最
終
化
し
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
九
月
二
日
付

け
で
、
各
都
道
府
県
水
産
主
務
課
長
に
対
し
水
産
庁
管
理
課
長
よ
り
示
し
た＊

＊＊
＊

。

（
漁
業
者
に
よ
る
具
体
的
取
組
の
検
討
）

　

く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
の
数
量
管
理
を
着
実
に
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
国
の
基
本
計
画
や
都
道
府
県
計

画
に
基
づ
い
た
数
量
管
理
の
実
施
と
併
せ
て
、
各
都
道
府
県
内
の
海
域
毎
、
漁
業
種
類
毎
に
漁
期
や 【資料20　つづき②】

１－５．これまで出された意見と対応状況⑤

これまで出された主な意見 対応状況

・日本のみならず、韓国や台湾なども
管理を行うべき

・国際合意に基づき、韓国や台湾、アメリカ、メキ
シコなどクロマグロを漁獲する関係国等が、我が
国同様、小型魚の半減などに取り組んでおり、引
き続き、国際的対応を積極的に進めていきたい。

・遊漁についても、管理の対象とす
べき

・遊漁においても、漁業者の操業自粛に歩調を合
わせていくこととしており、水産庁ホームページの
ほか、釣りに関する番組や、釣り人が多く集まる
場等で、リーフレットを活用しながら協力を呼びか
けながら対応を進めているところ。

５．その他

太平洋北部

日本海西部

日本海北部

太平洋南部・瀬戸内海

九州西部

トン【漁獲上限 トン】

○ キロ未満小型魚の漁獲量

トン【漁獲上限 トン】

トン【漁獲上限 トン】

トン【漁獲上限 トン】

トン【漁獲上限 トン】

北海道、青森、岩手、宮城、
福島、茨城

千葉、東京、神奈川、静岡、愛知、三重、和歌山、大阪、兵庫、岡山、
広島、山口、徳島、香川、愛媛、高知、福岡、大分、宮崎

山口、福岡、佐賀、長崎、
熊本、鹿児島、沖縄

福井、京都、兵庫、
鳥取、島根

北海道、青森、秋田、山形、
新潟、富山、石川

・大中型まき網漁業 トン【漁獲上限 トン】（ ～ の間）

・近海竿釣り漁業等 トン【漁獲上限 トン】（ ～ の間）
近海竿釣り漁業 トン
かじき等流し網漁業等 トン

・沿岸漁業（曳き縄、定置網等） トン【漁獲上限 トン】 ～ 時点

※この漁獲状況は現時点でのとりまとめであり、引き続き最新情報に更新されていきますので御留意ください。
※単位未満を四捨五入しているため内訳と計が一致しない場合があります。

○ キロ以上大型魚の漁獲量 トン【漁獲上限 トン】（ ～ の間）

＊操業自粛要請（平成 年 月 日）

＊警報（平成 年４月８日）

２－１．第１管理期間（ ～ まで）の漁獲結果について

＊
44
＊
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日
付
け
二
八
水
管
第
六
八
七
号
水
産
庁
管
理
課
長
。

＊
45
＊
平
成
二
十
八
年
九
月
十
二
日
付
け
二
八
水
管
第
六
八
七
号
―
一
水
産
庁
管
理
課
長
。
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（
一
社
）
日
本
定
置
協
会
を
中
心
に
、

「
太
平
洋
く
ろ
ま
ぐ
ろ
小
型
魚
管
理

に
向
け
た
取
組
み
検
討
チ
ー
ム
」
を

開
催

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
は

国
際
的
な
情
勢
も
大
き
く
影
響
す
る

こ
と
か
ら
、
国
際
約
束
を
守
る
た
め

に
、
法
的
担
保
の
必
要
性
が
生
じ
た

際
は
、
速
や
か
に
移
行
で
き
る
準
備

を
進
め
る
必
要
も
出
て
く
る

＊
46
＊
平
成
二
十
八
年
九
月
十
三
日
付
け
二
八
水
管
第
一
一
五
八
号
水
産
庁
資
源
管
理
部
管
理
課
長
。

漁
獲
状
況
に
応
じ
て
漁
業
者
が
ど
の
よ
う
な
管
理
の
取
組
を
行
う
の
か
、
個
別
の
検
討
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、
都
道
府
県
毎
に
「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
の
数
量
管
理
に
関
す
る
漁
業
者
間
の
管
理
協
定
」
と
し

て
、
地
域
の
ル
ー
ル
作
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
一
口
に
ル
ー
ル
と
言
っ
て

も
、
す
ぐ
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
都
道
府
県
に
お
い
て
検
討
を
は
じ
め
て
も

ら
う
こ
と
と
し
た
。
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
九
月
一
三
日
に
各
都
道
府
県
水
産
主
務
課
長
に

対
し
、
水
産
庁
管
理
課
長
か
ら
「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
の
数
量
管
理
に
関
す
る
漁
業
者
間
の
管
理
協
定
の

検
討
に
つ
い
て
依
頼

＊
＊＊
＊

し
、
今
後
は
、
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
一
二
月
を
目
途
に
、
各
都
道
府

県
と
し
て
の
検
討
状
況
を
聞
き
な
が
ら
、
更
な
る
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

一
方
で
、漁
業
者
に
よ
る
検
討
も
は
じ
ま
っ
た
。（
一
社
）日
本
定
置
漁
業
協
会
が
中
心
と
な
っ
て
、

「
太
平
洋
く
ろ
ま
ぐ
ろ
小
型
魚
管
理
に
向
け
た
取
組
み
検
討
チ
ー
ム
」
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
検

討
チ
ー
ム
は
、
国
際
約
束
で
あ
る
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
小
型
魚
の
漁
獲
上
限
四
，
〇
〇
七
ト
ン

を
す
べ
て
の
漁
業
者
が
不
公
平
感
な
く
遵
守
・
徹
底
す
る
た
め
、
来
遊
や
漁
獲
状
況
の
変
化
等
に
よ

る
不
確
実
性
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
の
取
組
み
を
検
討
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
だ
。
こ
う

し
た
漁
業
者
に
よ
る
検
討
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
の
数
量
管
理
の
改
善
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

（
く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
の
数
量
管
理
の
今
後
の
検
討
方
向
）

　

く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
の
数
量
管
理
の
検
討
は
、
国
の
基
本
計
画
や
都
道
府
県
の
計
画
を
作
っ
て
終
了
で

は
な
く
、作
成
し
た
と
こ
ろ
が
ス
タ
ー
ト
地
点
と
な
る
。本
稿
を
書
い
て
い
る
現
時
点（
二
〇
一
六（
平

成
二
十
八
）
年
九
月
）
は
、
な
ん
と
か
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
て
、
一
歩
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る

か
ど
う
か
で
あ
り
、
第
二
管
理
期
間
を
通
じ
て
、
国
や
都
道
府
県
の
計
画
を
よ
り
浜
の
実
態
に
即
し

た
計
画
と
な
る
よ
う
改
善
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
先
決
で
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
現
在
、
水

産
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
く
ろ
ま
ぐ
ろ
の
部
屋
」
に
掲
載
し
て
い
る
各
計
画
は
、
改
善
を
重
ね
る
度
に

変
更
し
、
更
新
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
一
方
で
、
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
管
理
は
国
際

的
な
情
勢
も
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
国
際
約
束
を
守
る
た
め
に
、
法
的
担
保
の
必
要
性
が
生

じ
た
際
は
、
速
や
か
に
移
行
で
き
る
準
備
を
進
め
る
必
要
も
出
て
く
る
。
現
行
の
各
計
画
は
、
漁
獲

可
能
量
制
度
を
踏
ま
え
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
資
源
管
理
法
で
定
め
る
事
項
は
網
羅
し
て
い
る
た

め
、
法
律
上
の
手
続
き
が
な
さ
れ
れ
ば
、
形
式
上
は
す
ぐ
に
で
も
法
的
担
保
は
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
浜
の
実
態
に
即
し
た
形
で
な
け
れ
ば
、
管
理
が
う
ま
く
い
か
な
い
た
め
、
担
当
者
と
し
て

は
、
国
際
情
勢
に
応
じ
、
い
つ
で
も
法
的
担
保
に
移
行
で
き
る
よ
う
緊
張
感
を
持
ち
つ
つ
も
、
ま
ず

は
、
く
ろ
ま
ぐ
ろ
型
数
量
管
理
の
試
行
に
し
っ
か
り
取
り
組
み
、
計
画
の
改
善
と
仕
組
み
の
改
善
に

万
全
を
期
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。



◇
…
子
供
同
士
や
夫
婦
間
の
争

い
は
、
最
近
は
死
亡
事
件
に
ま

で
発
展
す
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ

る
。
公
序
良
俗
を
誇
る
日
本
と

し
て
は
決
し
て
ほ
め
ら
れ
た
話

で
は
な
い
。
世
相
の
悪
化
や
人

心
の
荒
廃
が
指
摘
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
外
国
と
比
べ
れ
ば
さ
ほ
ど
ひ
ど
く
は

な
い
。
日
本
人
に
は
誰
し
も
が
人
に
対
す

る
愛
情
を
も
ち
、
こ
れ
が
相
互
の
信
頼
関

係
を
つ
く
り
長
い
交
際
の
土
台
づ
く
り
と

な
っ
て
い
る
。
幼
少
の
頃
か
ら
か
な
り
老

い
て
ま
で
喧
嘩
も
な
く
親
類
づ
き
合
い
が

続
く
の
も
そ
の
せ
い
に
違
い
な
い
。

◇
…
友
達
同
士
で
「
彼
と
の
付
き
合
い
は

飽
き
た
よ
」、
な
ん
て
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。

そ
う
い
う
意
味
で
日
本
に
も
儒
教
の
思
想

が
根
深
く
浸
透
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
儒

教
の
根
本
は
な
ん
と
い
っ
て
も
「
仁
」
で

あ
る
。
論
語
の
中
で
も
「
仁
」
と
い
う
言

葉
が
百
回
近
く
出
て
く
る
。
儒
教
に
と
っ

て
仁
は
至
上
最
高
の
徳
目
で
あ
る
。「
仁
」

と
は
何
か
。
孔
子
は
こ
れ
に
つ
い
て
特
別

な
定
義
は
つ
け
て
い
な
い
。
た
だ
「
仁
」

と
い
う
の
は
孔
子
は
「
人
を
愛
す
る
こ
と

だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
が
相
手
を
束

縛
す
る
よ
う
な
こ
と
で
は
孔
子
の
本
意
に

そ
わ
な
い
。
孔
子
に
よ
れ
ば
更
に
「
相
手

に
対
す
る
思
い
や
り
」
と
い
う
言
葉
を
そ

え
て
い
る
。
こ
れ
が
つ
ま
り
「
仁
」
で
あ

り
「
恕じ

ょ

」
の
精
神
に
ち
が
い
な
い
。「
己
お
の
れ
に

克か

ち
て
礼
に
復
か
え
る
を
仁
と
な
す
」
と
述
べ
て

い
る
。
孔
子
の
と
く
「
克こ

っ
き己
復ふ
く
れ
い礼
」
と
い

う
こ
と
か
。
仁
に
よ
っ
て
人
は
本
当
に
人

を
愛
し
、
逆
に
憎
む
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
だ
、
と
解
さ
れ
る
。

◇
…
こ
れ
に
対
し
仏
教
は
「
慈
悲
」
と
い

う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。“
慈
”
は
愛
の
意

の
訳
語
だ
と
い
う
。“
悲
”
は
「
同
朋
に
利

益
と
安
楽
を
与
え
よ
う
」
と
望
む
こ
と
だ
、

と
い
う
。
こ
の
「
慈
悲
」
の
心
が
現
れ
る

た
め
に
は
自
分
に
利
己
心
が
あ
っ
て
は
い

け
な
い
。
こ
う
し
た
利
己
心
の
な
い
「
愛
」

を
「
慈
悲
」
と
呼
ん
で
区
別
し
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
仏
教
で
は
利
己
を
中
心
と
す

る
愛
を
単
に
愛
と
い
い
、
利
己
心
の
な
い

愛
を
「
慈
悲
」
と
呼
ぶ
。
浄
土
真
宗
の
開

祖
「
親し

ん
ら
ん鸞
」
は
「
も
の
の
あ
わ
れ
み
、
か

な
し
み
、
は
ぐ
く
む
」
も
の
な
り
と
い
う
。

更
に
自
力
の
仏
教
（
聖
道
門
）
で
は
修
行

に
よ
っ
て
「
慈
悲
」
の
心
は
身
に
つ
け
る

も
の
だ
と
説
い
て
い
る
。（
Ｋ
）

　

本
号
で
は
、
前
号
に
続
き
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ

ロ
の
小
型
魚
漁
獲
の
半
減
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て
、
半
減
措
置
決
定
以
降
の
国
内
対
応
に

絞
っ
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ク
ロ
マ

グ
ロ
は
日
本
各
地
で
様
々
な
漁
法
に
よ
り
漁

獲
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
盛
漁
期
な
ど

も
異
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
関
係
す
る

全
て
の
地
域
や
漁
業
種
類
に
対
し
て
厳
格
な

漁
獲
数
量
管
理
を
導
入
す
る
に
当
た
っ
て
は

周
到
な
準
備
が
な
さ
れ
、
か
な
り
の
ご
苦
労
が

あ
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。
両
著
者
に
深
く

感
謝
致
し
ま
す
。
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日
本
漁
業
は
、
沿
岸
、
沖
合
、
そ
し
て
遠

洋
の
漁
業
と
い
わ
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
調
和
の
と
れ
た
振
興
が
あ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
る
の
で
、
そ
の
為
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
的
分
析
、
乃
至
振
興
施
策

の
必
要
性
を
、
痛
感
す
る
も
の
で
あ
る
。
坊

間
に
は
、
あ
ま
り
に
も
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
す

る
、
い
わ
ゆ
る
利
益
代
表
的
見
解
が
横
行
し

す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
わ
が
国
民
経
済
の
な
か
に
お
け
る
日
本

漁
業
を
、
近
代
産
業
と
し
て
、
よ
り
発
展
振

興
さ
せ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
信
ず

る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
水
産
業
の

個
別
的
分
析
の
徹
底
に
つ
と
め
る
と
と
も
に

そ
の
総
合
的
視
点
か
ら
の
研
究
、
さ
ら
に
、

世
界
経
済
と
と
も
に
発
展
振
興
す
る
方
策
の

樹
立
に
一
層
精
進
を
加
え
る
こ
と
を
考
え
た

も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
様
な
努
力
目
標
に
む
か
っ
て
わ
れ
わ

れ
の
調
査
研
究
事
業
を
発
足
さ
せ
た
次
第
で

冊
子
の
生
れ
た
処
以
、
ま
た
こ
れ
へ
の
奉
仕

の
、
さ
さ
や
か
な
表
わ
れ
で
あ
る
。

　

昭
和
四
十
二
年
七
月

財
団
法
人　

東
京
水
産
振
興
会

（
題
字
は
井
野
碩
哉
元
会
長
）
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崇た
か
し

略
歴

▽
昭
和
三
十
七
年
生
ま
れ
。
六
十

年
九
州
大
学
農
学
部
水
産
学
科

卒
業
、
同
年
水
産
庁
入
庁
、
平

成
十
七
年
石
川
県
水
産
課
長
、

二
十
年
水
産
庁
国
際
課
漁
業
交

渉
官
、
二
十
四
年
同
漁
業
調
整

課
首
席
漁
業
調
整
官
、
二
十
六

年
同
資
源
管
理
部
参
事
官
、
二

十
八
年
同
漁
場
資
源
課
長
。

竹た
け

越こ
し

攻こ
う

征せ
い

略
歴

▽
昭
和
五
十
三
年
生
ま
れ
。
平
成

十
三
年
東
京
水
産
大
学
卒
業
、

十
五
年
水
産
庁
入
庁
、
十
七
年

鹿
児
島
県
庁
出
向
、
十
九
年
水

産
庁
栽
培
養
殖
課
内
水
面
班
係

長
、
二
十
三
年
同
国
際
課
捕
鯨

情
報
企
画
官
、
二
十
五
年
同
漁

業
調
整
課
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁

業
企
画
官
、
二
十
七
年
同
管
理

課
課
長
補
佐
（
広
域
資
源
管
理

推
進
班
担
当
）。
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